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巻頭言 

本校は平成２３年に文部科学省よりスーパー・サイエンス・ハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受け，今年

度末で第２期４年目（指定期間は５年）が終了しました。 

 

第２期では，全生徒が地元若狭の豊かな地域資源に着目して課題研究に取り組むこととし，「地域資源型

探究学習による地域と世界を結ぶ科学技術人材の育成」を目標として，生徒が地域のさまざまな課題に目を

向けてその解決策を考え，地域の方に提案する課題解決学習に取り組んでいます。 

 

昨年７月に第２期の取組に対する中間評価の結果が公表され，本校は最高レベルの評価を受けることがで

きました。（７７校中６校）また、この結果を受けて昨年１２月２５日（金）にオンラインで開催されたＳ

ＳＨ情報交換会の全体会において最初に発表する機会をいただきました。以下に発表の概要を記します。 

 

①地域資源を活用した課題設定について 

本校では，当初地域資源を活用した課題設定では科学的な研究として発展させにくいのではないかという 

不安を抱いていたが，運営指導委員から「身近な地域資源を活かしたテーマこそが、生徒の科学的興味や関

心を引き立てる。それが地方公立高校の強みであり，研究開発を通して地域社会に貢献することが研究の大

きな意義でもある。身近なテーマでも科学的な視点に立った課題設定は可能である。」との指導を受け，ま

た生徒の研究成果やカリキュラム評価の結果からも地域資源活用型探究学習の有効性を確認することができ

た。 

②「我がごと」として取り組む課題研究例 

「日本地球惑星科学連合高校生セッション」（２０１８年）で優秀賞を獲得した「年縞」を活用した課題 

研究では，生徒たちの課題設定の出発点は「自分たちの住む地域で人の定住化が始まった時期を特定したい」

という思いである。そこから「わがごと」の問いとして，「鳥浜において縄文人が出現したのはいつか」と

いう研究課題を設定し，花粉や微粒炭の分析という地道で手間のかかる手法を用いて主体的に粘り強く研究

に取り組んだ。また，この研究の過程において課題の解決に必要な科学的視点や研究手法も身に付けた。 

③コロナ禍における今年度の取組について 

 ３月２日から３ヶ月間に及ぶ臨時休業期間中（福井県は６月１日より再開）も本校ではオンラインを活用 

して世界各国の研究者や生徒と交流する機会を確保してきた。５月１９日には「２０３０年の教育を考える 

世界教育会議」に５名の生徒が参加し，「新型コロナウィルス感染拡大による学校教育の課題」について各国 

の教師や生徒，政府関係者と意見交換を行ったほか，５月２９日にはフィリピンのデラサルリパ高校との研

究交流会を開催し，課題研究における成果について英語で発表し合い交流を深めた。 

④今後の取組について 

本校は，ＳＳＨ第１期においてカリキュラムの成果を評価する評価基準表を大阪教育大学・八田准教授と

ともに開発してきた。この評価基準表を洗練していく。また、横浜国立大学・脇本准教授との共同研究によ

る教員の指導と生徒の実態の関係性を分析する「質問紙調査による量的評価」」の手法を本年度完成させる予

定である。さらに学びの本質的な構造を把握するために，福井大学・遠藤准教授と開発した卒業生のインタ

ビュー調査による質的評価の手法を洗練していく。 

 

次に、今年度の主な取組と成果について紹介します。 

①東京大学・横浜国立大学との連携協定締結について 

７月１０日（金）に福井県教育委員会より清川亨学校教育監様のご出席を賜り，東京大学と海洋教育に

する連携協定を締結し，海洋教育カリキュラムの共同開発と普及および探究学習の指導法について共同研究

に取り組むこととしました。また、本年２月２日（火）には、福井県教育長 豊北欽一様のご出席を賜り、

横浜国立大学と指導と評価に関する共同研究についての連携協定を締結しました。  

②「第８回高校生環境フォーラム」をオンラインで開催 

７月１８日（土）にオンラインで「第８回高校生環境フォーラム」を開催し，台湾・フィリピンから４校， 



国内からも高志高校，青森高校など７校の参加を得て，発表と質疑応答を通して活発に交流を行いました。 

③野口宇宙飛行士による「宇宙食サバ缶」の食リポ(１１月２７日) 

平成１８年に小浜水産高校から始まった宇宙食「サバ缶」へのチャレンジが１４年の歳月を経て実を結

び国際宇宙ステーションに滞在する野口聡一宇宙飛行士が「サバ缶」を口にされて「大変おいしい。高校生

の皆さん，ありがとう」と絶賛してくださいました。平成３０年に宇宙食に認証されてからも，後輩たちが

サバ缶の研究を引き継ぎ改良を重ねています。地域から世界，そして宇宙へ。サバ缶に象徴される本校の探

究学習は，本校生にとって未来を切り開いていく貴重な学びの場になっています。 

  また，この日は内閣府が主催する「未来をつくる若者・オブ・ザ・イヤー」の表彰式も行われ，コロナ

禍で困難な状況にある飲食店を支援する「食のまち小浜テイクアウト情報」を立ち上げ，飲食店や市民に元

気と勇気を与えるとともにつながり助け合うことの大切さを伝えてくれた３年普通科の村宮汐莉さんが最高

賞である内閣総理大臣賞を受賞しました。 

最後に、小中学校との連携について述べます。 

 探究学習への取組は，若狭地区の小中学校でも着実に進んでいます。近年は小中学校の探究学習の発表会

などで本校の生徒がアドバイスを求められる機会も多く，小中高の児童，生徒が連携してこれからの地域の

あり方を考える良い機会になっています。小浜市の窪田教育長様からも「若狭高校の探究への取組，そして

成長していく生徒の皆さんの姿が小中学生のモデルになる」と高く評価していただいています。  

これからも小中高が連携して探究学習に取り組むことにより，地域をはじめ日本，そして世界の未来を

切り開く若者が若狭地域から育っていくことを確信しています。 

おわりにあたり，日頃から本校ＳＳＨ事業に多大なるご支援を賜っておりますＪＳＴ，福井県教育委員会，

各大学や行政機関，研究機関等の皆様に感謝申し上げご挨拶といたします。  

 令和３年３月 福井県立若狭高等学校長 中森一郎 



国内からも高ᚿ高校，㟷᳃高校など㸵校の参加を得て，発表と質疑応答を通して活発に交流を行いました。 

ճ㔝ཱྀᏱᐂ㣕行士による「Ᏹᐂ㣗サࣂ⨁」の㣗リ࣏(１１᭶２㸵日) 

平成１㸶年にᑠ὾Ỉ⏘高校からጞまったᏱᐂ㣗「サࣂ⨁」へのࣕࢳレンジが１㸲年のṓ᭶を経て実を⤖

をཱྀにされて「大ኚおいしい。高校生「⨁ࣂサ」国際Ᏹᐂステーションに⁫ᅾする㔝ཱྀ⪽一Ᏹᐂ㣕行士がࡧ

のⓙさん，ありがとう」と⤯㈶してくださいました。平成㸱㸮年にᏱᐂ㣗にㄆドされてからも，後㍮たちが

サࣂ⨁の研究をᘬき⥅ࡂ改Ⰻを㔜ねています。ᆅᇦから世界，そしてᏱᐂへ。サࣂ⨁に㇟ᚩされる本校の探

究学習は，本校生にとってᮍ᮶をษり開いていく㈗㔜な学ࡧの場になっています。 

  また，この日は内㛶ᗓが୺ദする「ᮍ᮶をつくるⱝ者・オࢨ・ࣈ・イࣖー」の表ᙲᘧも行われ，コロナ

禍で困難な状況にある㣧㣗ᗑをᨭ᥼する「㣗のまちᑠ὾テイク࢔ウト情報」を立ち上げ，㣧㣗ᗑやᕷẸにඖ

気とຬ気を୚えるとともにつながり助けྜうことの大ษさを伝えてくれた㸱年普通⛉のᮧᐑộⳀさんが᭱高

㈹である内㛶⥲理大⮧㈹をཷ㈹しました。 

᭱後にࠊᑠ中学校との連ᦠについて㏙࡭ます。 

 探究学習への取組は，ⱝ⊃ᆅ༊のᑠ中学校でも着実に進んでいます。近年はᑠ中学校の探究学習の発表会

などで本校の生徒が࢔ドࣂイスをồめられる機会もከく，ᑠ中高のඣ❺，生徒が連ᦠしてこれからのᆅᇦの

あり方を考えるⰋい機会になっています。ᑠ὾ᕷの❑⏣教⫱長ᵝからも「ⱝ⊃高校の探究への取組，そして

成長していく生徒のⓙさんの姿がᑠ中学生のࣔデルになる」と高くホ౯していただいています。  

これからもᑠ中高が連ᦠして探究学習に取り組むことにより，ᆅᇦをはじめ日本，そして世界のᮍ᮶を

ษり開くⱝ者がⱝ⊃ᆅᇦから⫱っていくことを☜信しています。 

おわりにあたり，日㡭から本校ＳＳ㹆事ᴗにከ大なるごᨭ᥼を㈷っております㹈Ｓ㹒，⚟஭┴教⫱ጤ員会，

ྛ大学や行ᨻ機関，研究機関等のⓙᵝに感ㅰ⏦し上げごᣵᣜといたします。  

 ௧࿴㸱年㸱᭶ ⚟஭┴立ⱝ⊃高等学校長 中᳃一㑻 
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 㛤Ⓨᐇ᪋ሗ࿌（せ⣙）✲◊࣮ࣝࢡࢫ࢖ࣁࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ௧࿴㸰ᖺᗘ޽

 ձ ◊✲㛤Ⓨ課題  

「ᆅᇦ㈨※活⏝ᆺ探究学習によるᆅᇦと世界を⤖ࡪ⛉学ᢏ⾡人ᮦの⫱成」 

 ղ ◊✲㛤Ⓨࡢᴫせ  

 研究開発の中心を「課題研究の᭦なる඘実にྥけたカリ࢟ュラム開発」とし，理ᩘ探究⛉生徒を対㇟に，

より段㝵的・⣔統的で高ᗘなものへと඘実させる。また，その手ἲを඲学⛉に取りධれ，ᆅᇦ㈨※を学⛉の

特性に応じて活⏝するᆅᇦ㈨※活⏝ᆺの探究学習を通して඲教⛉にᤵᴗ改善をἼཬさせ，୺య的・対話的に

深く学ࡪ学校文化を生みฟしたい。研究交流会「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」を生徒୺యで㐠Ⴀしたり，࣓࢔リ

カ・シン࣏࢞ールの連ᦠ校との共同課題研究の実᪋ཬࡧその成果発表の交流会をྛ国生徒の༠ാで௻⏬㐠Ⴀ

したりする取組により，目標としてあげた本校の目指す生徒ീに㏕る。これらの取組は教員によるホ౯のみ

ならࡎ，生徒自身の自ᕫホ౯，生徒間の相互ホ౯，研究者やᆅᇦの一⯡ᕷẸなどによる外㒊ホ౯をཷけるこ

とで改善を⧞り返し目標の達成を目指す。これらの成果を発信・普ཬさせ，⚟஭┴༡㒊ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘

実をᅗる。 

 ճ ௧࿴㸰ᖺᗘᐇ᪋つᶍ  

 第１学年から第㸱学年，඲学⛉の生徒を対㇟として実᪋する。 

 մ ◊✲㛤Ⓨෆᐜ  

䠍䠊研究ィ⏬ 

䠄䠍䠅研究㛤発䛾ෆᐜ 

 開発内容ձ 課題研究を᭦に඘実させるため㸱ケ年にわたる段㝵的・⣔統的なカリ࢟ュラムを開発する。

                                       （௬ㄝ１の᳨ド） 

 開発内容ղ ඲校యไで୺య的・༠ാ的な学習にྥけたᤵᴗ改善を進める。    （௬ㄝ２の᳨ド） 

 開発内容ճ 探究学習のホ౯方ἲཬࡧホ౯ᇶ‽の開発を⥅⥆する。        （௬ㄝ１の᳨ド）  

開発内容մ 第１期に開ദしてきた研究交流会を「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」として⥅⥆し，実践する。 

                                       （௬ㄝ㸱の᳨ド） 

開発内容յ ࣓࢔リカ・シン࣏࢞ールとの海外連ᦠを発展させ，「Think Green」を共通テーマとした共同

課題研究ཬࡧその成果発表のための国際交流会を実᪋する。     （௬ㄝ㸱の᳨ド） 

開発内容ն ⚟஭┴༡㒊ᆅᇦにおける理ᩘ教⫱の拠点校として，ᑠ中高校ཬࡧ大学，またᆅᇦの行ᨻ機関

や⏘ᴗ界との連ᦠを᥎進し，本ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘実をᅗる。   （成果の発信・普ཬ） 

䠄䠎䠅研究ィ⏬ 

 第㸲年ḟ（௧࿴２年ᗘ）ی

 本年ᗘは，２期㸲年目となり඲学⛉，඲学年で学校設ᐃ教⛉「探究」を実᪋して2年目である。今年ᗘの改

善としてはまࡎ課題研究のᤵᴗに教員をቑ員した。特に昨年ᗘまではそれࡒれ㸱ྡであった２年普通⛉理⣔

・文⣔の課題研究のᢸ当教員をそれࡒれ㸲ྡとし人ᩘをቑやした。２年普通⛉理⣔のᢸ当教員のうち２ྡは

理⛉の教員にすることで，普通⛉理⣔の課題研究の඘実をᅗった。校内研究発表会でのཱྀ㢌発表を昨年ᗘま

での国際探究⛉，理ᩘ探究⛉に加え，普通⛉・海ὒ⛉学⛉を含めた２年生඲員が行うことができた。オンラ

インで対話する⎔ቃがᩚഛされ，᫬間的なไ⣙や㊥㞳的なไ⣙が⦆࿴されたため，日本ᆅ質学会などオンラ

インでの１㸵の発表会に参加することができた。１年ḟおよ２ࡧ年ḟの教⛉「探究」⛉目においては，ＳＳ

㹆研究㒊㒊員௨外の教員が୺となり，ẖ㐌ᢸ当会議を実᪋する等඲校యไでのᤵᴗ改善を進めた。改善した

ホ౯ᇶ‽およࡧホ౯ᇶ‽表の改善と昨年ᗘにᘬき⥆き，質問⣬ㄪᰝによるᐃ㔞的なホ౯方ἲの᳨ウ，༞ᴗ生

のインࣅࢱューㄪᰝによる質的なㄪᰝ分ᯒを実᪋した。 
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⚟஭┴❧ⱝ⊃㧗➼Ꮫ  ᰯ ᣦᐃ➨㸰ᮇ┠ ２㸷㹼㸮㸱 

 

 㛤Ⓨᐇ᪋ሗ࿌（せ⣙）✲◊࣮ࣝࢡࢫ࢖ࣁࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ௧࿴㸰ᖺᗘ޽

 ձ ◊✲㛤Ⓨ課題  

「ᆅᇦ㈨※活⏝ᆺ探究学習によるᆅᇦと世界を⤖ࡪ⛉学ᢏ⾡人ᮦの⫱成」 

 ղ ◊✲㛤Ⓨࡢᴫせ  

 研究開発の中心を「課題研究の᭦なる඘実にྥけたカリ࢟ュラム開発」とし，理ᩘ探究⛉生徒を対㇟に，

より段㝵的・⣔統的で高ᗘなものへと඘実させる。また，その手ἲを඲学⛉に取りධれ，ᆅᇦ㈨※を学⛉の

特性に応じて活⏝するᆅᇦ㈨※活⏝ᆺの探究学習を通して඲教⛉にᤵᴗ改善をἼཬさせ，୺య的・対話的に

深く学ࡪ学校文化を生みฟしたい。研究交流会「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」を生徒୺యで㐠Ⴀしたり，࣓࢔リ

カ・シン࣏࢞ールの連ᦠ校との共同課題研究の実᪋ཬࡧその成果発表の交流会をྛ国生徒の༠ാで௻⏬㐠Ⴀ

したりする取組により，目標としてあげた本校の目指す生徒ീに㏕る。これらの取組は教員によるホ౯のみ

ならࡎ，生徒自身の自ᕫホ౯，生徒間の相互ホ౯，研究者やᆅᇦの一⯡ᕷẸなどによる外㒊ホ౯をཷけるこ

とで改善を⧞り返し目標の達成を目指す。これらの成果を発信・普ཬさせ，⚟஭┴༡㒊ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘

実をᅗる。 

 ճ ௧࿴㸰ᖺᗘᐇ᪋つᶍ  

 第１学年から第㸱学年，඲学⛉の生徒を対㇟として実᪋する。 

 մ ◊✲㛤Ⓨෆᐜ  

䠍䠊研究ィ⏬ 

䠄䠍䠅研究㛤発䛾ෆᐜ 

 開発内容ձ 課題研究を᭦に඘実させるため㸱ケ年にわたる段㝵的・⣔統的なカリ࢟ュラムを開発する。

                                       （௬ㄝ１の᳨ド） 

 開発内容ղ ඲校యไで୺య的・༠ാ的な学習にྥけたᤵᴗ改善を進める。    （௬ㄝ２の᳨ド） 

 開発内容ճ 探究学習のホ౯方ἲཬࡧホ౯ᇶ‽の開発を⥅⥆する。        （௬ㄝ１の᳨ド）  

開発内容մ 第１期に開ദしてきた研究交流会を「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」として⥅⥆し，実践する。 

                                       （௬ㄝ㸱の᳨ド） 

開発内容յ ࣓࢔リカ・シン࣏࢞ールとの海外連ᦠを発展させ，「Think Green」を共通テーマとした共同

課題研究ཬࡧその成果発表のための国際交流会を実᪋する。     （௬ㄝ㸱の᳨ド） 

開発内容ն ⚟஭┴༡㒊ᆅᇦにおける理ᩘ教⫱の拠点校として，ᑠ中高校ཬࡧ大学，またᆅᇦの行ᨻ機関

や⏘ᴗ界との連ᦠを᥎進し，本ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘実をᅗる。   （成果の発信・普ཬ） 

䠄䠎䠅研究ィ⏬ 

 第㸲年ḟ（௧࿴２年ᗘ）ی

 本年ᗘは，２期㸲年目となり඲学⛉，඲学年で学校設ᐃ教⛉「探究」を実᪋して2年目である。今年ᗘの改

善としてはまࡎ課題研究のᤵᴗに教員をቑ員した。特に昨年ᗘまではそれࡒれ㸱ྡであった２年普通⛉理⣔

・文⣔の課題研究のᢸ当教員をそれࡒれ㸲ྡとし人ᩘをቑやした。２年普通⛉理⣔のᢸ当教員のうち２ྡは

理⛉の教員にすることで，普通⛉理⣔の課題研究の඘実をᅗった。校内研究発表会でのཱྀ㢌発表を昨年ᗘま

での国際探究⛉，理ᩘ探究⛉に加え，普通⛉・海ὒ⛉学⛉を含めた２年生඲員が行うことができた。オンラ

インで対話する⎔ቃがᩚഛされ，᫬間的なไ⣙や㊥㞳的なไ⣙が⦆࿴されたため，日本ᆅ質学会などオンラ

インでの１㸵の発表会に参加することができた。１年ḟおよ２ࡧ年ḟの教⛉「探究」⛉目においては，ＳＳ

㹆研究㒊㒊員௨外の教員が୺となり，ẖ㐌ᢸ当会議を実᪋する等඲校యไでのᤵᴗ改善を進めた。改善した

ホ౯ᇶ‽およࡧホ౯ᇶ‽表の改善と昨年ᗘにᘬき⥆き，質問⣬ㄪᰝによるᐃ㔞的なホ౯方ἲの᳨ウ，༞ᴗ生

のインࣅࢱューㄪᰝによる質的なㄪᰝ分ᯒを実᪋した。 

 第㸳年ḟ（௧࿴㸱年ᗘ）ی
第㸳年ḟは特に௨ୗのことに㔜点的に取り組む。 

㸺研究開発内容ճについて㸼 
・クラスࢱ分ᯒ・インࣅࢱューㄪᰝ分ᯒの☜立 
㸺研究開発内容նについて㸼 

 ・本校の研究開発１㸮年の㌶㊧をまとめた᭩⡠ないしは論文のస成。 

 

䠄䠏䠅ᩍ⫱ㄢ⛬ୖ䛾≉౛➼≉グ䛩䜉䛝஦㡯 

࠙必要となる教⫱課⛬の特例と༢఩ᩘ（平成２㸷・㸱㸮・㸱１年ᗘධ学生）  ࠚ

 

 

 

 

 

 

 

 

⛉目 標‽ 特例 教⫱課⛬の特例  

 

 

 

 

 

 

 

⛉学と人間生活  ２   㸮  普通⛉ཬࡧ海ὒ⛉学⛉ 「ᇶ♏⛉学」で௦  ᭰           
課題研究 １-㸴   㸮  理ᩘ探究⛉ 「探究⛉学ϩ」で௦  ᭰                   
課題研究 ２-㸴   㸮  海ὒ⛉学⛉探究コース「海ὒ探究ϩ・Ϫ」で௦  ᭰       
⥲ྜ的な学習の᫬

間 

 

 

 㸱  
 

 

 

 㸮  
 

 

 

普通⛉ 「探究Ⅰ・ϩ・Ϫ」で௦  ᭰

理ᩘ探究⛉「探究⛉学Ⅰ・ϩ・Ϫ」で௦  ᭰

国際探究⛉「探究⛉学Ⅰ」「社会探究Ⅰ・ϩ」で௦  ᭰

海ὒ⛉学⛉「海ὒ探究Ⅰ・ϩ・Ϫ」で௦  ᭰             
䠄䠐䠅௧࿴䠎ᖺᗘ䛾ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ෆᐜ 

 第１学年    文理探究⛉ 学校設ᐃ⛉目「探究⛉学Ⅰ」 
         普通⛉   学校設ᐃ⛉目「ᇶ♏⛉学」・「探究Ⅰ」 

         海ὒ⛉学⛉ 学校設ᐃ⛉目「ᇶ♏⛉学」・「海ὒ探究Ⅰ」を実᪋した。 

 第２学年    理ᩘ探究⛉ 学校設ᐃ⛉目「探究⛉学ϩ」 
         国際探究⛉ 学校設ᐃ⛉目「社会探究Ⅰ」 

普通⛉   学校設ᐃ⛉目「探究ϩ」 

         海ὒ⛉学⛉ 学校設ᐃ⛉目「海ὒ探究ϩ」を実᪋した。 
第㸱学年    理ᩘ探究⛉ 学校設ᐃ⛉目「探究⛉学Ϫ」 

             国際探究⛉ 学校設ᐃ⛉目「社会探究ϩ」 

         普通⛉   学校設ᐃ⛉目「探究Ϫ」 

         海ὒ⛉学⛉ 学校設ᐃ⛉目「海ὒ探究Ϫ」を実᪋した。 

䠄䠑䠅ලయⓗ䛺研究஦㡯䞉άືෆᐜ 

第㸳年ḟは特に௨ୗのことに㔜点的に取り組む。 

㸺研究開発内容ճについて㸼 

・クラスࢱー分ᯒ・インࣅࢱューㄪᰝ分ᯒの☜立 

㸺研究開発内容նについて㸼 

  ・本校の研究開発10年の㌶㊧をまとめた᭩⡠ないしは論文のస成。 

 

 յ ◊✲㛤Ⓨࡢᡂᯝ࡜課題  

 ホ౯ࡢࡑ࡜ᡂᯝࡿࡼ࡟ᐇ᪋ۑ

ᡂᯝ㸯 ඲Ꮫᖺ࡛課題◊✲ࢆ୰ᚰࡓࡋ࡜ẁ㝵ⓗ࣭⣔⤫ⓗࢆ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࡞ᐇ᪋࡛ࠋࡓࡁ 

（開発内容ձ 㸱ケ年にわたる段㝵的・⣔統的なカリ࢟ュラムの開発について）   

 本年ᗘは，඲学⛉，඲学年で学校設ᐃ教⛉「探究」のカリ࢟ュラム改善を行った。校内研究発表会ではཱྀ

㢌発表をこれまでの理ᩘ探究⛉・国際探究⛉だけではなく２年生඲員が行い，඲校生徒で࣏スࢱーでの研究

発表を実᪋した。学⛉ẖに研究の助言者として研究機関のᑓ㛛ᐙをᣍ⪸することができた。これらにより特
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に普通⛉生徒の課題研究の質のྥ上につながった。 

 

ᡂᯝ㸰 ඲ᰯయไ࡛୺యⓗ࣭༠ാⓗ࡞Ꮫ⩦ࡓࡅྥ࡟ᤵᴗᨵၿࢆ᥎㐍㸪ᆅᇦཬࡧୡ⏺࡬Ⓨᒎ 

（開発内容ղ ඲校యไでの୺య的・༠ാ的な学習にྥけたᤵᴗ改善の᥎進） 

 教⛉「探究」の指ᑟにおいて඲校教⫋員による指ᑟయไが☜立された。特に２年普通⛉「探究ϩ」のᢸ

当者ᩘを3ྡから4ྡにቑやし，理⣔は必ࡎ理⛉の教員が２ྡᢸ当することとした。それࡒれの⛉目ではᢸ

当者会議を実᪋し探究のᤵᴗ改善にྥけて୺య的な議論がされており，学年間の段㝵的な学習内容や指ᑟ

方ἲについての提᱌もᣲげられている。質問⣬ㄪᰝのデーࢱをもとに඲教員を対㇟に「探究のᤵᴗ改善に

ついての研ಟ会」を実᪋することができた。これらにより，それࡒれの探究のᢸ当者同士の༠ാ性やࣔࢳ

࣋ーションの࢔ップにつながり，඲校యไでの課題研究の඘実へ大きなຠ果を得た。 

 

ᡂᯝ３ ᥈✲Ꮫ⩦ࡢホ౯᪉ἲཬࡧホ౯ᇶ‽ࢆ඲ᰯ࡛౑⏝ 

 （開発内容ճ 探究学習のホ౯方ἲཬࡧホ౯ᇶ‽の開発の⥅⥆） 

 ルーࣈリックを⏝いて自ᕫホ౯を行うことが඲校的に実᪋できた。今年ᗘ，海ὒ探究⛉では課題研究の

ྛ段㝵において生徒だけで自ᕫホ౯をするのではなく，生徒と教員で話しあいながらᙧ成的ホ౯を行う改

善を行った。昨年ᗘまでは生徒のみでルーࣈリックにᇶ࡙きホ౯を行ったが，今年ᗘは教員が௜きῧいホ

౯の段㝵で，研究がどこまで進んだのか，ఱが㊊りないのかを᫂☜にできるようᨭ᥼した。これにより生

徒の目標の᫂☜化や教員も生徒の⌧状を理解でき，より的☜な指ᑟができるようになった。 

 

ᡂᯝ４ ᅜ㝿ⓗ࡟㐍໬ࠕࡓࡋ㧗ᰯ⏕⎔ቃ࣒࣮࢛ࠖࣛࣇ 

（開発内容մ 「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」の実践について）                     

 今年ᗘは᪂ᆺコロナウイルス感ᰁ⑕のᙳ㡪もあり例年のように大きな会場で一同に会すのではなく，学

校の教ᐊを౑⏝し，他校・海外との交流はオンラインを฼⏝して実᪋することができた。⎔ቃをテーマに

⚟஭┴内外の高校およࣇࡧィリࣆン，ྎ‴の生徒も加わったことにより，ࢢローࣂルな視点で⎔ቃについ

て議論することができた。 

 

ᡂᯝ㸳 ᾏእ㐃ᦠᅜ⏕ᚐᩍဨࡢ࡜ඹྠ課題◊✲㸪ࡢࡑࡧࡼ࠾ᡂᯝⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢᅜ㝿஺ὶ఍ᐇ᪋ 

 （開発内容յ 海外連ᦠの発展と同課題研究ཬࡧその成果発表のための国際交流会の実᪋について） 

 今年ᗘは୺にオンラインでの交流を⥅⥆し，「ྎ‴２㸮２㸮IMLFA」「International Micro plastics Yo

uth Conference 2020」に参加した。その他，ࣇィリࣆン・シン࣏࢞ール等とも研究交流会を行った。これ

らにより研究について学ࡧを深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となり，国際性の

さらなる⫱成につながった。また外国に行くことができない中でも海外の方と交流を進めることができたこ

とで，連ᦠを進めることができた。 

 

ᡂᯝ㸴 ᆅᇦࡢ⌮ᩘᩍ⫱ࡢᣐⅬ໬ࡢ᥎㐍 

 （開発内容ն ᑠ中高校ཬࡧ大学等との連ᦠ᥎進について） 

昨年にᘬき⥆き，ᑠ὾ᕷ立ᑠ὾中学校ཬࡧᑠ὾ᕷ立ᑠ὾第二中学校の⥲ྜ的な学習の᫬間ཬࡧᢏ⾡ᐙᗞの

ᤵᴗᢸ当者と༠力し，「課題設ᐃ」の指ᑟや୺య的で深い学ࡧをᑟく問いや指ᑟはいかにある࡭きかについ

て༠議できた。また，ᮾி大学との連ᦠをᅗっているᑠ὾ᕷ立内外海ᑠ学校との連ᦠを行い，⥲ྜ的な学習

の指ᑟおよࡧ研究発表会の参加を実᪋することができた。さらに，一昨年ᗘ，本校生徒が探究の指ᑟを実᪋

したᑠ὾ᕷ立今ᐩᑠ学校では，指ᑟ助言を行ったᆅᇦの㣗ᮦを౑⏝した「サࣂマン」がᆅඖ௻ᴗとၟရ化さ

れるなど，一㒊で成果もฟጞめている。ＳＳ㹆校内研究発表会についても，今年ᗘ中学生に対してはཱྀ㢌発

表や࣏スࢱー発表をオンラインでつないで実᪋することで，⣙㸵㸮ྡの中学生がオンラインで参加し，ⱝ⊃

ᆅᇦの理ᩘ教⫱の拠点としてのᙺ๭を果たすことができた。 
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に普通⛉生徒の課題研究の質のྥ上につながった。 

 

ᡂᯝ㸰 ඲ᰯయไ࡛୺యⓗ࣭༠ാⓗ࡞Ꮫ⩦ࡓࡅྥ࡟ᤵᴗᨵၿࢆ᥎㐍㸪ᆅᇦཬࡧୡ⏺࡬Ⓨᒎ 

（開発内容ղ ඲校యไでの୺య的・༠ാ的な学習にྥけたᤵᴗ改善の᥎進） 

 教⛉「探究」の指ᑟにおいて඲校教⫋員による指ᑟయไが☜立された。特に２年普通⛉「探究ϩ」のᢸ

当者ᩘを3ྡから4ྡにቑやし，理⣔は必ࡎ理⛉の教員が２ྡᢸ当することとした。それࡒれの⛉目ではᢸ

当者会議を実᪋し探究のᤵᴗ改善にྥけて୺య的な議論がされており，学年間の段㝵的な学習内容や指ᑟ

方ἲについての提᱌もᣲげられている。質問⣬ㄪᰝのデーࢱをもとに඲教員を対㇟に「探究のᤵᴗ改善に

ついての研ಟ会」を実᪋することができた。これらにより，それࡒれの探究のᢸ当者同士の༠ാ性やࣔࢳ

࣋ーションの࢔ップにつながり，඲校యไでの課題研究の඘実へ大きなຠ果を得た。 

 

ᡂᯝ３ ᥈✲Ꮫ⩦ࡢホ౯᪉ἲཬࡧホ౯ᇶ‽ࢆ඲ᰯ࡛౑⏝ 

 （開発内容ճ 探究学習のホ౯方ἲཬࡧホ౯ᇶ‽の開発の⥅⥆） 

 ルーࣈリックを⏝いて自ᕫホ౯を行うことが඲校的に実᪋できた。今年ᗘ，海ὒ探究⛉では課題研究の

ྛ段㝵において生徒だけで自ᕫホ౯をするのではなく，生徒と教員で話しあいながらᙧ成的ホ౯を行う改

善を行った。昨年ᗘまでは生徒のみでルーࣈリックにᇶ࡙きホ౯を行ったが，今年ᗘは教員が௜きῧいホ

౯の段㝵で，研究がどこまで進んだのか，ఱが㊊りないのかを᫂☜にできるようᨭ᥼した。これにより生

徒の目標の᫂☜化や教員も生徒の⌧状を理解でき，より的☜な指ᑟができるようになった。 

 

ᡂᯝ４ ᅜ㝿ⓗ࡟㐍໬ࠕࡓࡋ㧗ᰯ⏕⎔ቃ࣒࣮࢛ࠖࣛࣇ 

（開発内容մ 「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」の実践について）                     

 今年ᗘは᪂ᆺコロナウイルス感ᰁ⑕のᙳ㡪もあり例年のように大きな会場で一同に会すのではなく，学

校の教ᐊを౑⏝し，他校・海外との交流はオンラインを฼⏝して実᪋することができた。⎔ቃをテーマに

⚟஭┴内外の高校およࣇࡧィリࣆン，ྎ‴の生徒も加わったことにより，ࢢローࣂルな視点で⎔ቃについ

て議論することができた。 

 

ᡂᯝ㸳 ᾏእ㐃ᦠᅜ⏕ᚐᩍဨࡢ࡜ඹྠ課題◊✲㸪ࡢࡑࡧࡼ࠾ᡂᯝⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢᅜ㝿஺ὶ఍ᐇ᪋ 

 （開発内容յ 海外連ᦠの発展と同課題研究ཬࡧその成果発表のための国際交流会の実᪋について） 

 今年ᗘは୺にオンラインでの交流を⥅⥆し，「ྎ‴２㸮２㸮IMLFA」「International Micro plastics Yo

uth Conference 2020」に参加した。その他，ࣇィリࣆン・シン࣏࢞ール等とも研究交流会を行った。これ
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とで，連ᦠを進めることができた。 

 

ᡂᯝ㸴 ᆅᇦࡢ⌮ᩘᩍ⫱ࡢᣐⅬ໬ࡢ᥎㐍 

 （開発内容ն ᑠ中高校ཬࡧ大学等との連ᦠ᥎進について） 

昨年にᘬき⥆き，ᑠ὾ᕷ立ᑠ὾中学校ཬࡧᑠ὾ᕷ立ᑠ὾第二中学校の⥲ྜ的な学習の᫬間ཬࡧᢏ⾡ᐙᗞの
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て༠議できた。また，ᮾி大学との連ᦠをᅗっているᑠ὾ᕷ立内外海ᑠ学校との連ᦠを行い，⥲ྜ的な学習
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ᆅᇦの理ᩘ教⫱の拠点としてのᙺ๭を果たすことができた。 

ᡂᯝ㸵 ⌮ᩘศ㔝ࡢᏛ⩦࡟ᑐࡿࡍពḧࡢ㧗ࡾࡲ 

⛉学オリンࣆック，理ᩘࢢランプリの参加者がቑ加し，さらにᆅ学や情報・ᆅ理などከくの分㔝に参加者
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 ⤌ྲྀࡢ௒ᚋ࡜課題ࡢᐇ᪋ୖۑ

課題㸯 ᩍဨࡢ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㔊ᡂ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡼ࡟ᨵၿ 

 ᢸ当教員だけでなく，඲教員の୺య的な発᱌にᇶ࡙くྛ学校設ᐃ⛉目の㐠Ⴀと୺ᢸ当者同士による教⛉「
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課題１ 探究学習のコ࢔教⛉である学校設ᐃ教⛉「探究⛉学」の改Ⰻ 
課題２ 「⎔ቃ・࢚ࢿルࢠー学会」の探究学習カリ࢟ュラムへの᫂☜な఩⨨࡙け

課題㸱 ⎔ቃ・࢚ࢿルࢠー教⫱に関わる研究ࢿット࣡ークの⥭ᐦ化とᣑ඘ 
課題㸲 理⛉に対する⯆࿡・関心のさらなるႏ㉳ 
課題㸳 探究学習に関わる指ᑟ方ἲ・ホ౯方ἲのさらなる᳨ウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   第２期においては，上グの課題を解Ỵできるよう取組に改善を加えながらカリ࢟ュラム開発を⥅⥆する。

  開発内容ձ 課題研究を᭦に඘実させるため㸱ケ年にわたる段㝵的・⣔統的なカリ࢟ュラムを開発する。  
開発内容ղ ඲校యไで୺య的・༠ാ的な学習にྥけたᤵᴗ改善を進める。     

 開発内容ճ 探究学習のホ౯方ἲཬࡧホ౯ᇶ‽の開発を⥅⥆する。         
  開発内容մ 第１期に開ദしてきた研究交流会を「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」として⥅⥆し，実践する。 
開発内容յ ࣓࢔リカ・シン࣏࢞ールとの海外連ᦠを発展させ，「Think Green」を共通テーマとした共同課題

研究ཬࡧその成果発表のための国際交流会を実᪋する。      
 開発内容ն ⚟஭┴༡㒊ᆅᇦにおける理ᩘ教⫱の拠点校として，ᑠ中高校ཬࡧ大学，またᆅᇦの行ᨻ機関や⏘ᴗ

界との連ᦠを᥎進し，本ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘実をᅗる。    
௧࿴２年ᗘには，課題研究を᥎進する段㝵的・⣔統的カリ࢟ュラムの開発，඲校యไで୺య的・༠ാ的な学習に

ྥけたᤵᴗ改善の᥎進，探究学習のホ౯方ἲཬࡧホ౯ᇶ‽の開発，海外連ᦠ国生徒同士の共同課題研究の実᪋，国

際交流会の開ദを実᪋することができた。௧࿴２年ᗘは，さらに研究開発を進め，௨ୗの成果を得た。 

 
ᡂᯝ㸯 ඲Ꮫᖺ࡛課題◊✲ࢆ୰ᚰࡓࡋ࡜ẁ㝵ⓗ࣭⣔⤫ⓗࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࡞ᨵၿࠋࡓࡗ⾜ࢆ(㛤Ⓨෆᐜձ) 

第２期のカリ࢟ュラム開発の࣏イントは課題研究の指ᑟを㸱か年にわたり段㝵的・⣔統的に指ᑟできるようにし

たこと，さらに理ᩘ分㔝の課題研究の指ᑟを文⣔を含む඲学⛉にἼཬさせ，඲校యไで課題研究の学習を設ᐃした

ことである。昨年ᗘ，඲学⛉，඲学年で学校設ᐃ教⛉「探究」を実᪋し，今年ᗘはそれを改善することができた。 
大きな改善点として，校内研究発表会でのཱྀ㢌発表を昨年ᗘまでの国際探究⛉，理ᩘ探究⛉に加え，普通⛉・海

ὒ⛉学⛉を含めた２年生඲員が行うことができた。これにより２年生はスライドを⏝いたプレゼンテーションと࣏

スࢱーを⏝いた発表の୧方をయ験することとなり，࣏スࢱー発表だけの１年ḟにẚ࡭研究を深めることができた。

また１年生については，２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して探究活動に対する意欲を高め，ḟ年ᗘの

探究活動の指針࡙くりとなり⣔統的な取組になることが期ᚅされる。᪂ᆺコロナウイルスのᙳ㡪でオンライン⎔ቃ

がᩚったことを฼⏝して，㐲方の研究者や関ಀ機関とつながりをᣢち助言をいただいたり，今まで参加できなかっ

た学会や発表会にも✚ᴟ的に参加しᑓ㛛ᐙからの意見をいただいたりする機会をቑやした。 
これらの取組の成果として，理ᩘ探究⛉の生徒が「ࡩくい理ᩘࢢランプリ」においてᆅ学ࢳームが᭱ඃ⚽㈹，「

日本ᆅ⌫ᝨᫍ⛉学連ྜ大会」においてెస，サイ࢚ンス࢟ࣕッスル２㸮２㸮関す大会ඃ⚽㈹，「第5ᅇ඲国高校生

の普通「ームࢳウト情報࢔㣗のまちᑠ὾テイク」，にて「࢔ェࣇスプロジェクト（Ｓ㹀㹎）交流ࢿジࣅーシࣕルࢯ

⛉と国際探究⛉の生徒が文㒊⛉学大⮧㈹・ᑂᰝ員特ู㈹に㍤き，海ὒ⛉学⛉の２ࢳームもⓒ஬㖟行㈹，࣋ ㈹ࢭッࢿ

をཷ㈹した。「㣗のまちᑠ὾テイク࢔ウト情報ࢳーム」の普通⛉の生徒はᑠ὾ᕷの᥎⸀をཷけて「ᮍ᮶をつくるⱝ

者・オࢨ・ࣈ・イࣖー」（内㛶ᗓ୺ദ）において内㛶大⮧㈹をཷ㈹するなど⳹ࠎしい成果を上げることができた。 
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ᡂᯝ㸳 ᾏእ㐃ᦠᅜ⏕ᚐᩍဨ࡜ඹྠ課題◊✲㸪ࡢࡑࡧࡼ࠾ᡂᯝⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢᅜ㝿஺ὶ఍ࢆᐇ᪋ 

今年ᗘは᪂ᆺコロナウィルス感ᰁ⑕のᙳ㡪により，海外に行᮶し┤᥋会って研究交流することはฟ᮶なかった

が，それを⿵う࡭く୺にオンラインでの交流を行った。マイクロプラスࢳックに関する共同研究については，「2020 
International Marine Litter Forum of Adolescents（ྎ‴２㸮２㸮㹇㹋㹊㹄㸿）」に参加し，自身の研究を英語で発表す
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ると同᫬にྎ‴の高校㸶校，࣓࢔リカ サージࣄル高校の生徒と研究交流を行うことができた。ࣇィリࣆン・シン

࣏࢞ール研究交流会においては，研究連ᦠ校のࣇィリࣆン デラサルリパ学ᅬ生徒とシン࣏࢞ール大学௜ᒓ高校と

互いの研究の発表と質疑応答を行い，「コロナ禍での経験を今後どう生かすか」というテーマで，互いの経験を話

しྜった。サイ࢚ンス・ダイ࢔ロࢢについては，休校期間中にもオンラインにより実᪋し，ㅮᖌから英語によるㅮ

⩏をཷけた。昨年ᗘ，本校が୺ദした「International Micro plastics Youth Conference 2019」は，今年ᗘは，ྎ‴国立

海ὒ⛉ᢏ༤物㤋が࣍ストとなり，本校生徒は，Google Meet （ࣅデオ会議⏝ࢶール）を౑った参加となった。こ

れらにより，研究について学ࡧを深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となり，国際性のさ

らなる⫱成につながると共に，連ᦠを深めることができた。今後もオンラインでの発表機会をసることで発表機会

をቑやしたい。 

ᡂᯝ㸴 ᆅᇦࡢ⌮ᩘᩍ⫱ࡢᣐⅬ໬ࡢ᥎㐍 

昨年にᘬき⥆き，ᑠ὾ᕷ立ᑠ὾中学校ཬࡧᑠ὾ᕷ立ᑠ὾第二中学校の⥲ྜ的な学習の᫬間ཬࡧᢏ⾡ᐙᗞのᤵᴗᢸ

当者と༠力し，「課題設ᐃ」の指ᑟや୺య的で深い学ࡧをᑟく問いや指ᑟはいかにある࡭きかについて༠議できた。

また，ᮾி大学との連ᦠをᅗっているᑠ὾ᕷ立内外海ᑠ学校との連ᦠを行い，⥲ྜ的な学習の指ᑟおよࡧ研究発表

会の参加を実᪋することができた。さらに，一昨年ᗘ，本校生徒が探究の指ᑟを実᪋したᑠ὾ᕷ立今ᐩᑠ学校では，

指ᑟ助言を行ったᆅᇦの㣗ᮦを౑⏝した「サࣂマン」がᆅඖ௻ᴗとၟရ化されるなど，一㒊で成果もฟጞめている。 

ᑠ中高校の教員が集まり，ᆅᇦで⫱成す࡭きඣ❺生徒の目標を設ᐃした。探究をᰕとする教⫱実践が本校を中心

にⱝ⊃ᆅᇦに根௜いてきている。 

ղ ◊✲㛤Ⓨࡢ課題

課題１ ඲学⛉におけるホ౯の඘実によるカリ࢟ュラム改善 

ホ౯⤖果にᇶ࡙いたᤵᴗ改善ཬࡧカリ࢟ュラムの改善を⥅⥆する。特に㐠Ⴀ指ᑟጤ員の大㜰教⫱大学教⫱学㒊の

ඵ⏣ᖾᜨ෸教ᤵより指᦬があったように，⌧ᅾの理⣔のホ౯ᇶ‽では開発（実験⿦⨨や㣗ရ)・実態ㄪᰝ活動(生物・

⎔ቃㄪᰝにおけるᇶ♏的なデーࢱ཰集)の意࿡࡙けができない。そのため指ᑟ方ἲをಟṇする，もしくは開発・実

態ㄪᰝ活動をホ౯できるようにホ౯ᇶ‽をኚ᭦することを᳨ウしていく必要がある。今後もパ࢛ࣇーマンスホ౯，

質問⣬ㄪᰝ，インࣅࢱューㄪᰝのᐃ着を඲学⛉ではかり，ྛ⛉目でホ౯の᳨ウを行いながらホ౯の⢭ᗘを上げ，理

ᩘ教⫱の඘実に㈨するカリ࢟ュラムへと改善していく。 

課題２ 海外連ᦠの඘実による国際性の⫱成 

コロナ禍のため海外とは୺にオンラインでの交流となった。参加した生徒は，海外生徒のプレゼン方ἲのᕤኵに

着目したり，海外からの参加者と交流し視㔝をᗈげたいという意欲をᣢったりして参加することができた。オンラ

インでの交流を考えると㡢ኌの㐜ᘏや聞き取りにくさがあるため，発表内容を༑分に伝えたり，理解したりするた

めにより実践的な英語能力を身につける必要がある。また᫬ᕪの問題もあるが，本校がこれまで関ಀを深めてきた

ンやྎ‴と日本の᫬ᕪはࣆィリࣇ 1᫬間でお互いに᫬間的な↓理がなく交流ができた。関ಀをさらに発展させ国際

性の⫱成につなげたい。また࣓࢔リカ研ಟについては実᪋できなかったが，ゼ問できなくてもこれまで㸴年間でᇵ

ってきた関ಀ性を⥔ᣢし，発展させていくᕤኵが必要になってくる。 

課題㸱 事ᴗホ౯方ἲの開発 

昨年ᗘ設ᐃした௨ୗ１㹼㸱のほ点にᇶ࡙きホ౯を᳨ウ実᪋する。 

（１）ᑗ᮶，国際的に活㌍する⛉学ᢏ⾡人ᮦ⫱成のほ点э連ᦠする生徒ཬࡧ教員の࢔ンケートのస成・実᪋ 

（２）研究開発యไ等を含めた⛉学ᢏ⾡人ᮦ⫱成に㈨する教⫱課⛬の開発のほ点 

эᢸ当者のコミュニティᙧ成およࡧᐃ期的なミーティンᩘࢢおよࡧその内容により，国際的に活㌍する⛉学ᢏ⾡

人ᮦ⫱成のほ点や教⫱課⛬開発のほ点から本校の事ᴗホ౯につなげたい。 

（２）成果の普ཬやຠ果のほ点 

эᑠ中学生の研究発表会の参加・中学校とのᤵᴗ研究を通じたᤵᴗ改善・教ᮦおよ࣏ࡧスࢱーや教ᮦの普ཬᩘに

より，ᆅᇦへの成果の普ཬやຠ果の事ᴗホ౯につなげたい。 
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（２）成果の普ཬやຠ果のほ点 

эᑠ中学生の研究発表会の参加・中学校とのᤵᴗ研究を通じたᤵᴗ改善・教ᮦおよ࣏ࡧスࢱーや教ᮦの普ཬᩘに

より，ᆅᇦへの成果の普ཬやຠ果の事ᴗホ౯につなげたい。 

➨㸯❶ ◊✲㛤Ⓨࡢᴫせ
㸯 Ꮫᰯࡢᴫせ 

（１）学校ྡ，校長ྡ 

 ⚟஭┴立ⱝ⊃高等学校      校長 中᳃ 一㑻 

（２）ᡤᅾᆅ，㟁話␒ྕ，㹄㸿㹖␒ྕ 

 ᡤᅾᆅ  ⚟஭┴ᑠ὾ᕷ༓✀１୎目㸴㸫13 

㟁話␒ྕ 0770-52-0007 㹄㸿㹖␒ྕ 0770-52-0037 

（㸱）課⛬・学⛉・学年ู生徒ᩘ，学⣭ᩘཬࡧ教⫋員ᩘ 

ձ 課⛬・学⛉・学年ู生徒ᩘ，学⣭ᩘ

ղ 教⫋員ᩘ

㸰 ◊✲㛤Ⓨ課題 

「ᆅᇦ㈨※活⏝ᆺ探究学習によるᆅᇦと世界を⤖ࡪ⛉学ᢏ⾡人ᮦの⫱成」 

３ ◊✲㛤Ⓨࡢ┠ⓗ 

㔛海†・㔛ᒣの㇏かな自↛⎔ቃや伝統と文化，ཎᏊ力発㟁ᡤやそれに関連する࢚ࢿルࢠー研究᪋設等のከ

ᵝな物的・人的ᆅᇦ㈨※を有ຠ活⏝し，その中から発見した課題を⛉学的に解Ỵする「ᆅᇦ㈨※活⏝ᆺ探究

学習プロࢢラム」の実践を通して，ᆅᇦ社会，国際社会の発展に㈉⊩し，ᆅᇦと世界を⤖ࡪことができる⛉

学ᢏ⾡人ᮦを⫱成する。さらに，その成果の発信・普ཬにດめ，⚟஭┴༡㒊ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘実に㈉⊩す

ることで，ᆅᇦ拠点校としての本校の౑࿨を果たす。 

４ ◊✲㛤Ⓨࡢ┠ᶆ 

ᵝࠎな事㇟をከゅ的な視点でᤊえ，୺య的な態ᗘで⛉学的・ᩘ学的に解Ỵྍ能な課題を設ᐃし，その解Ỵ

にྥけ探究する力をഛえた生徒。ᆅᇦ社会・国際社会の発展に㈉⊩しようという౑࿨感・೔理ほや見通しを

もったィ⏬立᱌やࡩり返りができ，他者と対話的に物事を進める㈨質をഛえ，ᆅᇦと世界を⤖ࡪ⛉学ᢏ⾡人

ᮦとして活㌍できる生徒。本校の教⫱において，このような生徒を඲校一୸となって⫱てていきたい。 

㸳 ◊✲㛤Ⓨࡢ௬ㄝ 

࠙௬ㄝ１ࠚ 

課題研究の᭦なる඘実にྥけ，㸱ケ年にわたる段㝵的・⣔統的な指ᑟཬࡧホ౯方ἲとホ౯ᇶ‽のస成か

課⛬ 学⛉ 

第１学年 第２学年 第㸱学年 第㸲学年 ィ 

生徒

 ᩘ

学 ⣭

 ᩘ

生 徒

 ᩘ

学 ⣭

 ᩘ

生 徒

 ᩘ

学 ⣭

 ᩘ
生徒  ᩘ

学 ⣭

 ᩘ

生 徒

 ᩘ
学⣭  ᩘ

඲日ไ 

普通⛉ 132 4 154 4 183 5 469 14 

理ᩘ探究⛉ 

56 2 
33 1 31 1 

167 6 
国際探究⛉ 22 1 25 1 

海ὒ⛉学⛉ 60 2 60 2 56 2 176 6 

ᐃ᫬ไ 普通⛉ 10 1 5 1 5 1 2 1 22 4 

ィ 258 9 274 10 300 10 2 1 834 30 

校長 教㢌 教ㅍ 養ㆤ教ㅍ ㅮᖌ 
非ᖖ໅ㅮ

ᖌ

実習助手 ALT 事ົ⫋員 その他 

ィ 
඲日ไ 

１ 
１ 58 １ 4 3 7 2 5 12 

ᐃ᫬ไ １ 7 㸮 1 2 㸮 㸮 １ 1 

ィ １ ２ 65 １ 5 5 7 2 6 13 107 
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らなるカリ࢟ュラム開発を実践することで，୺య的な態ᗘで⛉学的・ ᩘ学的に解Ỵྍ能な課題を設ᐃし

解Ỵする能力，᭦には見通しをもったィ⏬立᱌やࡩり返りができる内省的な態ᗘ，他者との関ಀ性を⠏き

対話的に物事を進める㈨質，研究に対する౑࿨感や೔理ほなど⛉学ᢏ⾡人ᮦとしてồめられる高ḟの㈨

質・能力を⫱むことができる。 

࠙௬ㄝ２ࠚ 

඲学⛉においてᆅᇦ㈨※を活⏝した探究学習を実践することで඲教⛉にᤵᴗ改善をἼཬさせ，୺య的・

対話的で深い学ࡧを実⌧する学校文化を㔊成することができる。 

࠙௬ㄝ㸱ࠚ 

研究交流会「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」の生徒自身による㐠Ⴀや海外連ᦠ校との共同課題研究・成果発表

会をྛ国生徒と༠ാ㐠Ⴀする取組を通して，ᆅᇦ社会・国際社会の発展に㈉⊩しようという౑࿨感や国際

性が⫱まれ，ᆅᇦと世界を⤖ࡪ⛉学ᢏ⾡人ᮦの⫱成につながる。 

㸴 ◊✲㛤Ⓨෆᐜ 

（１）課題研究の᭦なる඘実にྥけ，㸱ケ年にわたる段㝵的・ ⣔統的なカリ࢟ュラムに改善する取組 

（௬ㄝ１の᳨ド） 

（２）඲校యไで୺య的・༠ാ的な学習にྥけたᤵᴗ改善を進める取組  （௬ㄝ２の᳨ド） 

（㸱）高ḟの㈨質・能力を⫱むために有ຠなホ౯の方ἲとホ౯ᇶ‽の開発    （௬ㄝ１の᳨ド） 

（㸲）研究交流会ࠗ高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム࠘の実践  （௬ㄝ㸱の᳨ド） 

（㸳）࣓࢔リカ・シン࣏࢞ールとの海外連ᦠを発展させ，ࠗ Think Green を࠘共通テーマとした共同課題研究，

ཬࡧその成果発表のための国際交流会の実᪋               （௬ㄝ㸱の᳨ド） 

（㸴）⚟஭┴༡㒊ᆅᇦにおける理ᩘ教⫱の拠点校として，ᑠ中高校ཬࡧ大学，またᆅᇦの行ᨻ機関や⏘ᴗ界

との連ᦠを᥎進し，本ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘実をᅗる取組          （成果の発信・普ཬ） 

㸵 ◊✲㛤Ⓨࡢ⤒⦋  

（１）研究開発内容ձղճについて  

࢔ ᪂設した学校設ᐃ⛉目の実᪋

イ ᪂つ事ᴗである「探究⛉サマーࢭミナー」，「探究サイクルㅮ話」，「探究課題報࿌会」などࠗ探究の

ᇶ♏段㝵࠘のカリ࢟ュラム開発

ウ 課題研究の深化にྥけ，研究課題ごとに指ᑟ助言を得る大学の研究者や研究機関等との連ᦠ᥎進

࢚ ᆅᇦ㈨※教ᮦ集等のస成

オ 探究学習やそのホ౯に関する校内教員研ಟ会の実᪋

（２）開発内容մについて

࢔ 第１期に実᪋した「⎔ቃ・࢚ࢿルࢠー学会」の⥲ᣓを行うとともに，その成果を発展させた研究交流会

「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」の実᪋

イ 課題研究により⫱まれる㈨質能力について生徒自身が自ᕫㄆ識する機会である交流会の実᪋

（㸱）開発内容յについて

࢔ 連ᦠ校であるシン࣏࢞ールのテマࢭック高校との間で，共通研究テーマである「Think Green」にᇶ࡙き

探究的学習の指ᑟἲおよࡧホ౯方ἲに関する共同研究の᥎進

イ リカ・シン࣏࢞ールの連ᦠ校の生徒と共同課題研究の実᪋࣓࢔

㸶 ◊✲㛤Ⓨࡢᐇ᪋つᶍ

理ᩘ探究⛉の生徒を୺な対㇟として実᪋する。さらにその成果を他学⛉にἼཬさせながら඲学⛉の生徒を 

対㇟として実᪋する。 

㸷 ᩍ⫱課⛬ࡢ≉౛ࡢࡑ࡜㐺⏝⠊ᅖ 

（１）必要となる教⫱課⛬の特例と༢఩ᩘ 

⛉目 標‽ 特例 教⫱課⛬の特例 
「⛉学と人間生活」 ２ 㸮 ・普通⛉ཬࡧ海ὒ⛉学⛉ 「ᇶ♏⛉学」で௦  ᭰

「課題研究」 １㸫㸴 㸮 ・理ᩘ探究⛉ 「探究⛉学ϩ」で௦  ᭰

「課題研究」 ２㸫㸴 㸮 ・海ὒ⛉学⛉探究コース「海ὒ探究ϩ・Ϫ」で௦  ᭰

「⥲ྜ的な探究の᫬間」 㸱 㸮 ・普通⛉ 「探究Ⅰ・ϩ・Ϫ」で௦᭰

・理ᩘ探究⛉「探究⛉学Ⅰ・ϩ・Ϫ」で௦᭰
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らなるカリ࢟ュラム開発を実践することで，୺య的な態ᗘで⛉学的・ ᩘ学的に解Ỵྍ能な課題を設ᐃし

解Ỵする能力，᭦には見通しをもったィ⏬立᱌やࡩり返りができる内省的な態ᗘ，他者との関ಀ性を⠏き

対話的に物事を進める㈨質，研究に対する౑࿨感や೔理ほなど⛉学ᢏ⾡人ᮦとしてồめられる高ḟの㈨

質・能力を⫱むことができる。 

࠙௬ㄝ２ࠚ 

඲学⛉においてᆅᇦ㈨※を活⏝した探究学習を実践することで඲教⛉にᤵᴗ改善をἼཬさせ，୺య的・

対話的で深い学ࡧを実⌧する学校文化を㔊成することができる。 

࠙௬ㄝ㸱ࠚ 

研究交流会「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」の生徒自身による㐠Ⴀや海外連ᦠ校との共同課題研究・成果発表

会をྛ国生徒と༠ാ㐠Ⴀする取組を通して，ᆅᇦ社会・国際社会の発展に㈉⊩しようという౑࿨感や国際

性が⫱まれ，ᆅᇦと世界を⤖ࡪ⛉学ᢏ⾡人ᮦの⫱成につながる。 

㸴 ◊✲㛤Ⓨෆᐜ 

（１）課題研究の᭦なる඘実にྥけ，㸱ケ年にわたる段㝵的・ ⣔統的なカリ࢟ュラムに改善する取組 

（௬ㄝ１の᳨ド） 

（２）඲校యไで୺య的・༠ാ的な学習にྥけたᤵᴗ改善を進める取組  （௬ㄝ２の᳨ド） 

（㸱）高ḟの㈨質・能力を⫱むために有ຠなホ౯の方ἲとホ౯ᇶ‽の開発    （௬ㄝ１の᳨ド） 

（㸲）研究交流会ࠗ高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム࠘の実践  （௬ㄝ㸱の᳨ド） 

（㸳）࣓࢔リカ・シン࣏࢞ールとの海外連ᦠを発展させ，ࠗ Think Green を࠘共通テーマとした共同課題研究，

ཬࡧその成果発表のための国際交流会の実᪋               （௬ㄝ㸱の᳨ド） 

（㸴）⚟஭┴༡㒊ᆅᇦにおける理ᩘ教⫱の拠点校として，ᑠ中高校ཬࡧ大学，またᆅᇦの行ᨻ機関や⏘ᴗ界

との連ᦠを᥎進し，本ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘実をᅗる取組          （成果の発信・普ཬ） 

㸵 ◊✲㛤Ⓨࡢ⤒⦋  

（１）研究開発内容ձղճについて  

࢔ ᪂設した学校設ᐃ⛉目の実᪋

イ ᪂つ事ᴗである「探究⛉サマーࢭミナー」，「探究サイクルㅮ話」，「探究課題報࿌会」などࠗ探究の

ᇶ♏段㝵࠘のカリ࢟ュラム開発

ウ 課題研究の深化にྥけ，研究課題ごとに指ᑟ助言を得る大学の研究者や研究機関等との連ᦠ᥎進

࢚ ᆅᇦ㈨※教ᮦ集等のస成

オ 探究学習やそのホ౯に関する校内教員研ಟ会の実᪋

（２）開発内容մについて

࢔ 第１期に実᪋した「⎔ቃ・࢚ࢿルࢠー学会」の⥲ᣓを行うとともに，その成果を発展させた研究交流会

「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」の実᪋

イ 課題研究により⫱まれる㈨質能力について生徒自身が自ᕫㄆ識する機会である交流会の実᪋

（㸱）開発内容յについて

࢔ 連ᦠ校であるシン࣏࢞ールのテマࢭック高校との間で，共通研究テーマである「Think Green」にᇶ࡙き

探究的学習の指ᑟἲおよࡧホ౯方ἲに関する共同研究の᥎進

イ リカ・シン࣏࢞ールの連ᦠ校の生徒と共同課題研究の実᪋࣓࢔

㸶 ◊✲㛤Ⓨࡢᐇ᪋つᶍ

理ᩘ探究⛉の生徒を୺な対㇟として実᪋する。さらにその成果を他学⛉にἼཬさせながら඲学⛉の生徒を 

対㇟として実᪋する。 

㸷 ᩍ⫱課⛬ࡢ≉౛ࡢࡑ࡜㐺⏝⠊ᅖ 

（１）必要となる教⫱課⛬の特例と༢఩ᩘ 

⛉目 標‽ 特例 教⫱課⛬の特例 
「⛉学と人間生活」 ２ 㸮 ・普通⛉ཬࡧ海ὒ⛉学⛉ 「ᇶ♏⛉学」で௦  ᭰

「課題研究」 １㸫㸴 㸮 ・理ᩘ探究⛉ 「探究⛉学ϩ」で௦  ᭰

「課題研究」 ２㸫㸴 㸮 ・海ὒ⛉学⛉探究コース「海ὒ探究ϩ・Ϫ」で௦  ᭰

「⥲ྜ的な探究の᫬間」 㸱 㸮 ・普通⛉ 「探究Ⅰ・ϩ・Ϫ」で௦᭰

・理ᩘ探究⛉「探究⛉学Ⅰ・ϩ・Ϫ」で௦᭰

（２）௦᭰ᥐ⨨ 

（㸲）教⫱課⛬の特例にヱ当しない教⫱課⛬のኚ᭦  なし 

➨㸰❶ ◊✲㛤Ⓨࡢෆᐜ 
◊✲㛤Ⓨෆᐜձ 

ẁ㝵ⓗ࣭ࡿࡓࢃ࡟ᖺࢣ㸪３ࡅྥ࡟඘ᐇࡿ࡞᭦ࡢ✲◊課題ࠕ  ⣔⤫ⓗ࡟࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࡞ᨵၿྲྀࡿࡍ⤌ࠖ

㸯 ௬ㄝ 

࠙௬ㄝ１ࠚ課題研究の᭦なる඘実にྥけ，㸱ケ年にわたる段㝵的・⣔統的な指ᑟཬࡧホ౯方ἲとホ౯ᇶ‽の

స成からなるカリ࢟ュラム開発を実践することで，୺య的な態ᗘで⛉学的・ ᩘ学的に解Ỵྍ能な課

題を設ᐃし解Ỵする能力，᭦には見通しをもったィ⏬立᱌やࡩり返りができる内省的な態ᗘ，他者

との関ಀ性を⠏き対話的に物事を進める㈨質，研究に対する౑࿨感や೔理ほなど⛉学ᢏ⾡人ᮦとし

てồめられる高ḟの㈨質・能力を⫱むことができる。 

㸰 ௬ㄝ検証ࡢࡵࡓࡢᐇ㊶（Ꮫᰯタᐃᩍ⛉࣭⛉┠ࡢᐇ㊶） 

（㸯）Ꮫᰯタᐃᩍ⛉ࠕ᥈✲ࠖࡢ┠ᶆ 

࢔ ከ面的な視点からᵝࠎな自↛事㇟や社会事㇟をᤊえて解㔘し，⛉学的・ᩘ 学的に解Ỵྍ能な課題の設

ᐃとその解Ỵをᅗることができる㈨質・能力の⫱成

イ 研究のもつ意⩏や社会的㈐௵・研究೔理をㄆ識し，୺య的・自ᚊ的・対話的に学ࡰうとする人間性の

⫱成

（㸰）課題◊✲ࢆẁ㝵ⓗ࣭⣔⤫ⓗ࡟ᣦᑟ࡟ࡵࡓࡿࡍ㓄⨨ࡓࡋᏛᰯタᐃ⛉┠ࡢ㛵㐃 

１学年͐探究に必要な知識や手ἲを学ࡧ課題設ᐃにྥかう探究の「ᇶ♏段㝵」 

２学年͐課題解Ỵにྥけ探究活動を⧞り返す探究の「実᪋段㝵」 

・国際探究⛉「探究⛉学Ⅰ」「社会探究Ⅰ・ϩ」で௦  ᭰

・海ὒ⛉学⛉「海ὒ探究Ⅰ・ϩ・Ϫ」で௦  ᭰

⛉ 目 ௦᭰する内容

⛉学と人間生活 

(２༢఩)

࠙普通⛉ཬࡧ海ὒ⛉学⛉において実᪋ࠚ 

 「ᇶ♏⛉学」において，（1）「⛉学ᢏ⾡の発展」（2）「人間生活の中の⛉学」（3） 

「これからの⛉学と人間生活」の学習内容を㋃まえた学習活動を実᪋する。特に(2)の学習

内容に関しては，物理・化学・生物・ᆅ学のྛ分㔝，また㸲分㔝をᶓ᩿した身近な⌧㇟や

ᆅᇦ㈨※を題ᮦとして取り上げ，௬ㄝを᳨ドする実験を中心とし，୺య的・対話的に学ࡪ

学習活動を実᪋することで௦᭰する。 

課題研究 

(１༢఩)

࠙理ᩘ探究⛉において実᪋ࠚ 

「探究⛉学ϩ」において理ᩘ分㔝に関わる課題を設ᐃし，少人ᩘࢢループによる探究学習

を実᪋することで௦᭰する。 

課題研究 

(㸳༢఩)
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㸱学年͐成果を発信し探究活動に磨きをかける探究を「深化させる段㝵」 

とし，ྛ学年における探究学習がより段㝵的に⤖ࡧつき，㸱ケ年を通して⣔統的な指ᑟができるよう学校 

設ᐃ⛉目の内容ཬࡧ㓄⨨を改善した。 

３ 検証ࡵ࡜ࡲࡢ 

昨年ᗘは，「探究⛉学Ϫ」「社会探究ϩ」「探究Ϫ」「海ὒ探究Ϫ」の学校設ᐃ⛉目を᪂たに開ㅮして，඲

学⛉，඲学年で学校設ᐃ⛉目「探究」を実᪋した。今年ᗘは，᪂ᆺコロナウイルスのᙳ㡪で今までの指ᑟ

のᅾり方にᵝࠎな点でኚ᭦を㏕られたが，それも含めて学校設ᐃ⛉目「探究」の指ᑟయไや指ᑟ内容の඘

実をᅗった。

課題研究の指ᑟに有ຠであったᑓ㛛ᐙをᣍ⪸して助言をいただく会議を，コロナウイルスの感ᰁ㜵Ṇ対

⟇を行った上で対面で，あるいはzoomを฼⏝して，１年ḟ඲学⛉「ᆅᇦの方から学ࡰう」，２年ḟ理ᩘ探

究⛉「探究༠ാ会議」，国際探究⛉「社会探究Ⅰ探究༠ാ会議」，普通⛉「普通⛉理⣔・文⣔探究༠ാ会議

」，海ὒ⛉学⛉「海ὒ探究༠ാ会議」として開ദした。そこで課題設ᐃ，௬ㄝ，方ἲ，⤖果の考察という

課題研究のྛ段㝵において助言をいただくことがฟ᮶た。特に昨年ᗘまではそれࡒれ㸱ྡであった２年普

通⛉理⣔・文⣔の課題研究のᢸ当教員をそれࡒれ㸲ྡとし人ᩘをቑやした。理⣔のᢸ当教員のうち２ྡは

理⛉の教員にすることで，普通⛉理⣔の課題研究の඘実をᅗった。また２年生す࡭ての学⛉のಟ学᪑行を

研ಟ᪑行とし，大学等研究機関に㉱き課題研究の発表の機会とするようྛ学⛉でカリ࢟ュラムデࢨインを

行った。コロナウイルスのᙳ㡪で１２᭶の研ಟ᪑行は㸱᭶にᘏ期となったが，これらの取組で᫂らかに普

通⛉生徒の課題研究の質のྥ上や関ಀ教員のࣔ࣋ࢳーション࢔ップにつながり඲校యไでの課題研究の

඘実へ大きなຠ果を得た。

᪂ᆺコロナウイルスのᙳ㡪でオンライン⎔ቃがᩚったことを฼⏝して，㐲方の研究者や関ಀ機関とつな

がりをᣢち助言をいただいたり，今まで参加できなかった学会や発表会にも✚ᴟ的に参加しᑓ㛛ᐙからの

意見をいただいたりする機会をቑやした。理ᩘ探究⛉や海ὒ⛉学⛉では「課題設ᐃ力」のルーࣈリックに

ᇶ࡙いてᙧ成的ホ౯の඘実をᅗることにより，生徒にさらに課題研究への୺య性を⫱んでいる。生徒は同

᫬に研究の意⩏等についてㄆ識を深めた。

これらの取組の成果として，理ᩘ探究⛉の生徒が「ࡩくい理ᩘࢢランプリ」においてᆅ学ࢳームが᭱ඃ

⚽㈹，「日本ᆅ⌫ᝨᫍ⛉学連ྜ大会」においてెస，サイ࢚ンス࢟ࣕッスル２㸮２㸮関す大会ඃ⚽㈹，「第

㸳ᅇ඲国高校生ࢯーシࣕルࣅジࢿスプロジェクト（Ｓ㹀㹎）交流ࣇェ࢔」にて，「㣗のまちᑠ὾テイク࢔

ウト情報ࢳーム」の普通⛉と国際探究⛉の生徒が文㒊⛉学大⮧㈹・ᑂᰝ員特ู㈹に㍤き，海ὒ⛉学⛉の２

の普通⛉の生徒「ームࢳウト情報࢔㣗のまちᑠ὾テイク」。㈹をཷ㈹したࢭッࢿ࣋，ームもⓒ஬㖟行㈹ࢳ

はᑠ὾ᕷの᥎⸀をཷけて「ᮍ᮶をつくるⱝ者・オࢨ・ࣈ・イࣖー」（内㛶ᗓ୺ദ）において内㛶大⮧㈹を

ཷ㈹するなど⳹ࠎしい成果を上げた。

４ ௒ᚋࡢ課題 

 ඛ行実᪋している「探究⛉学Ⅰ」「探究⛉学ϩ」では課題設ᐃにおいて課題設ᐃの᪩期化により探究のサイ

クルをᅇすことができるようになっているが，⛉学的根拠をもった௬ㄝの設ᐃ，実験・ㄪᰝ方ἲのጇ当性が

課題となった。これは඲学⛉に共通する課題である。ඛ行研究を୎ᑀにㄞみ，研究ィ⏬を立て，デーࢱのᢅ

い方，実験・ㄪᰝ方ἲのጇ当性を᳨ドするᤵᴗプロࢭスを今後も඘実させる必要がある。඲校యไになった

ことで関わる学校設ᐃ⛉目「探究」のᢸ当教員はቑえたが，教員研ಟの中で課題設ᐃの指ᑟに困難を感じて

いる教員がከいことがุ᫂したため，その指ᑟのᅾり方について研ಟやᢸ当者会議で理解を促す必要がある。

今後も඲教員యไで，㸱年間を見通しての探究カリ࢟ュラムの๰㐀・改善について⥅⥆したい。

㸳㸫㸯 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ᥈✲⛉ᏛϨࠖࡢᐇ᪋ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（探究⛉学Ⅰ） ２༢఩ 対㇟学年・学⛉ １年文理探究⛉ 

学習の

目標 

１㸬探究活動を実᪋するためのᇶ♏知識やᢏ能を習得し，研究の意⩏のㄆ識や೔理ほを養う。

２㸬ᆅᇦ㈨※を活⏝しながら⛉学的に解Ỵྍ能な研究課題の設ᐃを୺య的に行う㈨質・能力の⫱

成 



− 1 2 −

㸱学年͐成果を発信し探究活動に磨きをかける探究を「深化させる段㝵」 

とし，ྛ学年における探究学習がより段㝵的に⤖ࡧつき，㸱ケ年を通して⣔統的な指ᑟができるよう学校 

設ᐃ⛉目の内容ཬࡧ㓄⨨を改善した。 

３ 検証ࡵ࡜ࡲࡢ 

昨年ᗘは，「探究⛉学Ϫ」「社会探究ϩ」「探究Ϫ」「海ὒ探究Ϫ」の学校設ᐃ⛉目を᪂たに開ㅮして，඲

学⛉，඲学年で学校設ᐃ⛉目「探究」を実᪋した。今年ᗘは，᪂ᆺコロナウイルスのᙳ㡪で今までの指ᑟ

のᅾり方にᵝࠎな点でኚ᭦を㏕られたが，それも含めて学校設ᐃ⛉目「探究」の指ᑟయไや指ᑟ内容の඘

実をᅗった。

課題研究の指ᑟに有ຠであったᑓ㛛ᐙをᣍ⪸して助言をいただく会議を，コロナウイルスの感ᰁ㜵Ṇ対

⟇を行った上で対面で，あるいはzoomを฼⏝して，１年ḟ඲学⛉「ᆅᇦの方から学ࡰう」，２年ḟ理ᩘ探

究⛉「探究༠ാ会議」，国際探究⛉「社会探究Ⅰ探究༠ാ会議」，普通⛉「普通⛉理⣔・文⣔探究༠ാ会議

」，海ὒ⛉学⛉「海ὒ探究༠ാ会議」として開ദした。そこで課題設ᐃ，௬ㄝ，方ἲ，⤖果の考察という

課題研究のྛ段㝵において助言をいただくことがฟ᮶た。特に昨年ᗘまではそれࡒれ㸱ྡであった２年普

通⛉理⣔・文⣔の課題研究のᢸ当教員をそれࡒれ㸲ྡとし人ᩘをቑやした。理⣔のᢸ当教員のうち２ྡは

理⛉の教員にすることで，普通⛉理⣔の課題研究の඘実をᅗった。また２年生す࡭ての学⛉のಟ学᪑行を

研ಟ᪑行とし，大学等研究機関に㉱き課題研究の発表の機会とするようྛ学⛉でカリ࢟ュラムデࢨインを

行った。コロナウイルスのᙳ㡪で１２᭶の研ಟ᪑行は㸱᭶にᘏ期となったが，これらの取組で᫂らかに普

通⛉生徒の課題研究の質のྥ上や関ಀ教員のࣔ࣋ࢳーション࢔ップにつながり඲校యไでの課題研究の

඘実へ大きなຠ果を得た。

᪂ᆺコロナウイルスのᙳ㡪でオンライン⎔ቃがᩚったことを฼⏝して，㐲方の研究者や関ಀ機関とつな

がりをᣢち助言をいただいたり，今まで参加できなかった学会や発表会にも✚ᴟ的に参加しᑓ㛛ᐙからの

意見をいただいたりする機会をቑやした。理ᩘ探究⛉や海ὒ⛉学⛉では「課題設ᐃ力」のルーࣈリックに

ᇶ࡙いてᙧ成的ホ౯の඘実をᅗることにより，生徒にさらに課題研究への୺య性を⫱んでいる。生徒は同

᫬に研究の意⩏等についてㄆ識を深めた。

これらの取組の成果として，理ᩘ探究⛉の生徒が「ࡩくい理ᩘࢢランプリ」においてᆅ学ࢳームが᭱ඃ

⚽㈹，「日本ᆅ⌫ᝨᫍ⛉学連ྜ大会」においてెస，サイ࢚ンス࢟ࣕッスル２㸮２㸮関す大会ඃ⚽㈹，「第

㸳ᅇ඲国高校生ࢯーシࣕルࣅジࢿスプロジェクト（Ｓ㹀㹎）交流ࣇェ࢔」にて，「㣗のまちᑠ὾テイク࢔

ウト情報ࢳーム」の普通⛉と国際探究⛉の生徒が文㒊⛉学大⮧㈹・ᑂᰝ員特ู㈹に㍤き，海ὒ⛉学⛉の２

の普通⛉の生徒「ームࢳウト情報࢔㣗のまちᑠ὾テイク」。㈹をཷ㈹したࢭッࢿ࣋，ームもⓒ஬㖟行㈹ࢳ

はᑠ὾ᕷの᥎⸀をཷけて「ᮍ᮶をつくるⱝ者・オࢨ・ࣈ・イࣖー」（内㛶ᗓ୺ദ）において内㛶大⮧㈹を

ཷ㈹するなど⳹ࠎしい成果を上げた。

４ ௒ᚋࡢ課題 

 ඛ行実᪋している「探究⛉学Ⅰ」「探究⛉学ϩ」では課題設ᐃにおいて課題設ᐃの᪩期化により探究のサイ

クルをᅇすことができるようになっているが，⛉学的根拠をもった௬ㄝの設ᐃ，実験・ㄪᰝ方ἲのጇ当性が

課題となった。これは඲学⛉に共通する課題である。ඛ行研究を୎ᑀにㄞみ，研究ィ⏬を立て，デーࢱのᢅ

い方，実験・ㄪᰝ方ἲのጇ当性を᳨ドするᤵᴗプロࢭスを今後も඘実させる必要がある。඲校యไになった

ことで関わる学校設ᐃ⛉目「探究」のᢸ当教員はቑえたが，教員研ಟの中で課題設ᐃの指ᑟに困難を感じて

いる教員がከいことがุ᫂したため，その指ᑟのᅾり方について研ಟやᢸ当者会議で理解を促す必要がある。

今後も඲教員యไで，㸱年間を見通しての探究カリ࢟ュラムの๰㐀・改善について⥅⥆したい。

㸳㸫㸯 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ᥈✲⛉ᏛϨࠖࡢᐇ᪋ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（探究⛉学Ⅰ） ２༢఩ 対㇟学年・学⛉ １年文理探究⛉ 

学習の

目標 

１㸬探究活動を実᪋するためのᇶ♏知識やᢏ能を習得し，研究の意⩏のㄆ識や೔理ほを養う。

２㸬ᆅᇦ㈨※を活⏝しながら⛉学的に解Ỵྍ能な研究課題の設ᐃを୺య的に行う㈨質・能力の⫱

成 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

࢔ ᤵᴗ࡚࠸ࡘ࡟

前༙におけるᤵᴗでは，長期休ᴗ中の課題として中学校᫬௦に取り組んだ課題研究の振り返りを行い，高

校での課題研究へのスムーズな᥋⥆をᅗった。ᤵᴗが開ጞしてからは，この共有からጞめた。「ᆅᇦ」に関す

るᤵᴗでは，「ࣈレインストーミンࢢ」「ナンࣂリンࢢ・ラ࣋リンࢢ」「㹉㹈ἲ」や「ᆅᇦの方から学ࡰう」は

例年通り実᪋した。一方で「マインドマップ」に関しては๭ឡした。 

「⛉学」に関するᤵᴗでは例年，࢔ナロࢢ ᗘィ，デジࢱル ᗘィ，㉥外⥺ ᗘィのす࡭てにおいて実験

を行っているが，今年ᗘは⯆࿡に応じて好きなものを㑅ばせて実験を行った。また熱を⢏Ꮚの視点でとらえ

る内容を今年ᗘは๭ឡした。 ᗘィをస成する中で生徒たちは，身近なものを౑って， かさ෭たさを視ぬ

化するための᮲௳を考えて， ᗘィとしての฼౽性をより高める方ἲを᳨ウした。 

㸴᭶に例年行っている，ඛ㍮の研究の話を聞くことは実᪋し，１年後の活動をイ࣓ージできるようにした。

㸶᭶に実᪋したサマーࢭミナーでは国際探究⛉ᚿ望者，理ᩘ探究⛉ᚿ望者に分かれて，特Ⰽのある取り組み

を行った。㸷᭶中᪪௨㝆は，ᤵᴗにおいてもᚿ望に応じて分かれて活動を行い，それࡒれ課題設ᐃに取り組

んだ。 

理ᩘ探究ᚿ望者は昨年ᗘにᘬき⥆き今年ᗘも，㸷᭶ୗ᪪に探究⛉学ϩをཷㅮする生徒（昨年ᗘ探究⛉学Ⅰ

をཷㅮ）から研究内容について発表を聞いた。また探究⛉学Ϫをཷㅮした生徒がまとめた課題研究論文をㄞ

んだ。今年は昨年௨上にඛ㍮の論文をㄞむ᫬間をከく☜ಖした。そのこともᙳ㡪しているのか，「サ࣎ニウズ

ᆺ㢼力発㟁機」，「プラナリ࢔」，「立య⣬㣕行機」，「㯮ᯈᾘし」など，ඛ行研究をᘬき⥅ࢢࡄループがከかっ

た。ඛ㍮の論文には「ᑗ᮶の展望」はじめ，β 。な疑問点もᏑᅾしているࠎな課題がṧされている。またᵝࠎ

そういったことをษりཱྀに課題を発見しようと生徒が⢓り強く考えた。またⱝ⊃高校で✚み㔜ねられてきた

ᵝࠎな研究が生徒に㨩力的にᫎっているとも考えられる。 

国際探究ᚿ望者においては，ኟ休みのࣇィールド࣡ークに関連することやྛ自の⯆࿡に応じて研究テーマ

を設ᐃした。１１᭶およ２ࡧ᭶に開ദした助言会では，ㅮᖌのᮡᾆいちこඛ生から࢔ドࣂイスを㡬いた。例

えば，自ᕫ⫯ᐃ感をテーマにしていたࢳームが，なࡐそれをやりたいのか深く質問をཷけることで，自ẅを

㜵ࡄための研究に進化していったなど，テーマ設ᐃに大きくᙺ立った。 

࢖ ᥈✲༠ാ఍㆟࡚࠸ࡘ࡟

実᪋期日 ௧࿴２年１２᭶１㸳日（ⅆ）１２㸸㸳㸳㹼１㸲㸸㸱㸳 

実᪋目的 １年文理探究⛉の生徒に対し，⯆࿡・関心から得られた課題設ᐃ，問題解Ỵに⮳るため

の௬ㄝ・実験方ἲにおけるィ⏬について助言を㡬き， 今後の研究の方ྥ性を☜ㄆする。 

ㅮᖌ １㸬物理⣔ㅮᖌ㸸⚟஭大学教⫱学㒊 ෸教ᤵ  ᒣ⏣ ྜྷ英 ඛ生 

２. 化学⣔ㅮᖌ㸸⚟஭大学教⫱学㒊 特࿨教ᤵ 中⏣ 㝯二 ඛ生

㸱. 生物⣔ㅮᖌ㸸⚟஭┴立大学海ὒ生物㈨※学㒊 ෸教ᤵ  ᮡ本 ு  ඛ生 

実᪋内容 ྛ研究ࢢループ２㸮分（生徒発表㸳分，ㅮᖌ助言１㸳分） 

１２᭶には大学教員や研究者をㅮᖌとしてᣍ⪸し，生徒の課題設ᐃと研究ィ⏬までの段㝵で助言をいただ

く，探究༠ാ会議を開ദした。研究の⫼ᬒをㄪᰝし，自身が取り組みたい課題をỴᐃし，実験やㄪᰝのィ⏬

を⦎り┤しすることを୺な目的とした。

その中で，௬設を立てる際の手立てや，

᳨ド方ἲについての࢔ドࣂイスを㡬いた。

例えば㯮ᯈをຠ⋡よくᾘすための研究を

するࢳームにおいては，௬ㄝをたてるま

でに「そもそもなࡐ㯮ᯈにᏐが᭩けるの

か」などの前提やᦶ᧿力などのデーࢱを

とることが必要だとㅮᖌから指᦬された。

㜵㡢について研究しているࢳームは「ᮌ

のような自↛にあるような⣲ᮦでは，実験の際に対⛠性がኻわれやすく，෌⌧性のある⤖果をṧすことが難

探究༠ാ会議でのᑓ㛛⛉からの助言のᵝᏊ 
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しい」と指᦬された。「࢔ンケートㄪᰝ」を行うことは，㝗りやすいኻᩋの例であるなど指ᑟやὀ意をཷけた。

一方で「おもしࢁそうな研究だ」と言われて，ࣔ࣋ࢳーションを上げるࢳームもあった。 

ղ課題 

課題設ᐃの᫬期を２年前期から１年後期へ⛣行して㸲年目となり， 課題設ᐃ᫬期の᪩期化による研究

᫬間の☜ಖにつながっている。一方で， 学習者の研究手ἲや手段のᮍ☜立による研究ィ⏬の୙༑分さが

探究༠ാ会議で指᦬された。テーマが設ᐃできているようであって，実はఱを᫂らかにしたいのか᫂☜化

できていないという例がከࠎあった。例えば「Ⰽぬによるグ᠈」について研究しているࢳームは，「自分

たちの探究はㄪᰝ方ἲを⤖ᵓ⣽かく⤠ったと思っていたが，グ᠈のᐃ⩏と᳨ド方ἲのṇ☜さを᭦に㏣ồし

ていかなければならないと思った。」と㏙࡭ている。どのⰍがグ᠈に強く関ಀしているかをㄪ࡭る௨前に，

そもそもⰍぬとグ᠈にはᅉ果関ಀがあるのかという問いからጞめなければいけないことに気が௜いた。そ

ういったことも考៖したうえでඛ行研究にあたる必要があることを探究༠ാ会議から学んだ。このࢳーム

は，ともすると今後テーマがኚわるྍ能性もある。 

今年ᗘも昨年ᗘにᘬき⥆き，過年ᗘの研究論文集をㄞみ，研究⤖果の問題点を議論する活動を行った。

テーマを考えጞめる際，学習者はኊ大なክをᥖげるものであるが，そこから身のᅇりの課題に自力でᖐ着

させることはᴟめて難᫆ᗘが高い。また例えば「生物に関する研究がしたいがఱをすればよいのか分から

ない」という場ྜもある。そこで過ཤのඛ㍮の研究についてㄪᰝする᫬間をከく☜ಖした。本当に෌⌧性

があるのか，᮲௳を少しኚえてみるとどうなるのか，など深く㏣ཬすることで，自らの課題設ᐃへのࣄン

トが得られる場ྜもある。こういった᫬間をできるだけከく☜ಖすることによって，過年ᗘの研究課題を

ᘬき⥅ࡄ，あるいは発展させるᙧで，研究課題が設ᐃできたࢢループが例年௨上にከくᏑᅾした。１年ḟ

のより᪩い段㝵で，課題を᫂☜化できることは，２年ḟの「探究⛉学ϩ」の質を高める意࿡でも㔜要であ

ることから，ḟ年ᗘも課題設ᐃの場面でどのように指ᑟを行うのがຠ果的か，さらに研究を深めたい。 

㸳㸫㸰 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕᇶ♏⛉Ꮫࠖࡢᐇ᪋ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（ᇶ♏⛉学） ２༢఩ 対㇟学年・学⛉ １年普通⛉・海ὒ⛉学⛉ 

学習の目標 
１㸬理ᩘ分㔝に対する⯆࿡関心を高めるとともに，自↛⛉学のᇶ♏的なᴫᛕを⋓得する。 

２㸬課題発見の手がかりを得るとともに，課題解Ỵの手ἲを経験する。 

学習ィ⏬ 

㸴᭶㹼㸵᭶  ᗘィをつくࢁう  㸷᭶  ᳜物のⰍとග 

１㸮᭶  動物とග   １１᭶  ᆅ㟈・᩿ᒙ・ᾮ状化 

１２᭶  ὠἼ・ྎ㢼  １᭶  ᆅᇦ㈨※学習（年⦤・⋇ᐖ・コウࣀトリ） 

２᭶  ᆅᇦ㈨※学習（マイクロプラスࢳックの成分分ᯒ・᫂通ᑎの心ᰕ） 

㸱᭶  課題設ᐃトレーニンࢢ 

౑⏝教ᮦ ᆅᇦ㈨※にᇶ࡙きస成した自୺教ᮦ 

ഛ 考 

「⛉学と人間生活」を௦᭰するうえで，その目標を㋃まえながら༢ඖをᵓ成し指ᑟを行う。

特に，ྛ༢ඖにおいて⛉学が発展してきた経⦋やṔྐをᢅう。⌧㇟の本質を問い⥆け， ⛉

学の᭱もᇶ本的なἲ๎性を自らの手で発見する。 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

 コロナによる休校により㸴᭶からのᤵᴗとなったが，理⛉教ㅍ１ྡと実習助手１ྡによる㹒㹒でᤵᴗを実᪋

することや，ᢸ当者඲員によるミーティンࢢを実᪋して議論を㔜ね自୺教ᮦをస成していく指ᑟయไについて

は例年通り行うことができた。これまでに開発してきた教ᮦの⵳✚がቑえたことやᤵᴗ᫬間がῶったため，ど

の教ᮦを฼⏝してᤵᴗを行うのがຠ果的か年ᗘ当ึに᳨ウを行った。教ᮦの㑅ᐃにおいては，理⛉㸲分㔝を඲

て行うことや，生徒が⯆࿡関心をᣢちやすいと考えられるものをᇶ‽に㑅ᐃし，ィ⏬を立てた。 

コロナ対⟇としてࢢループでの実験であっても，実験ჾලを」ᩘ人でᢅわないようにし，自分が取りに行っ

た㐨ලを後∦௜けまで他の生徒がゐらないことをᇶ本とした。また，ಶ人での㢧ᚤ㙾でのほ察を取りやめ，PC
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しい」と指᦬された。「࢔ンケートㄪᰝ」を行うことは，㝗りやすいኻᩋの例であるなど指ᑟやὀ意をཷけた。

一方で「おもしࢁそうな研究だ」と言われて，ࣔ࣋ࢳーションを上げるࢳームもあった。 

ղ課題 

課題設ᐃの᫬期を２年前期から１年後期へ⛣行して㸲年目となり， 課題設ᐃ᫬期の᪩期化による研究

᫬間の☜ಖにつながっている。一方で， 学習者の研究手ἲや手段のᮍ☜立による研究ィ⏬の୙༑分さが

探究༠ാ会議で指᦬された。テーマが設ᐃできているようであって，実はఱを᫂らかにしたいのか᫂☜化

できていないという例がከࠎあった。例えば「Ⰽぬによるグ᠈」について研究しているࢳームは，「自分

たちの探究はㄪᰝ方ἲを⤖ᵓ⣽かく⤠ったと思っていたが，グ᠈のᐃ⩏と᳨ド方ἲのṇ☜さを᭦に㏣ồし

ていかなければならないと思った。」と㏙࡭ている。どのⰍがグ᠈に強く関ಀしているかをㄪ࡭る௨前に，

そもそもⰍぬとグ᠈にはᅉ果関ಀがあるのかという問いからጞめなければいけないことに気が௜いた。そ

ういったことも考៖したうえでඛ行研究にあたる必要があることを探究༠ാ会議から学んだ。このࢳーム

は，ともすると今後テーマがኚわるྍ能性もある。 

今年ᗘも昨年ᗘにᘬき⥆き，過年ᗘの研究論文集をㄞみ，研究⤖果の問題点を議論する活動を行った。

テーマを考えጞめる際，学習者はኊ大なክをᥖげるものであるが，そこから身のᅇりの課題に自力でᖐ着

させることはᴟめて難᫆ᗘが高い。また例えば「生物に関する研究がしたいがఱをすればよいのか分から

ない」という場ྜもある。そこで過ཤのඛ㍮の研究についてㄪᰝする᫬間をከく☜ಖした。本当に෌⌧性

があるのか，᮲௳を少しኚえてみるとどうなるのか，など深く㏣ཬすることで，自らの課題設ᐃへのࣄン

トが得られる場ྜもある。こういった᫬間をできるだけከく☜ಖすることによって，過年ᗘの研究課題を

ᘬき⥅ࡄ，あるいは発展させるᙧで，研究課題が設ᐃできたࢢループが例年௨上にከくᏑᅾした。１年ḟ

のより᪩い段㝵で，課題を᫂☜化できることは，２年ḟの「探究⛉学ϩ」の質を高める意࿡でも㔜要であ

ることから，ḟ年ᗘも課題設ᐃの場面でどのように指ᑟを行うのがຠ果的か，さらに研究を深めたい。 

㸳㸫㸰 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕᇶ♏⛉Ꮫࠖࡢᐇ᪋ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（ᇶ♏⛉学） ２༢఩ 対㇟学年・学⛉ １年普通⛉・海ὒ⛉学⛉ 

学習の目標 
１㸬理ᩘ分㔝に対する⯆࿡関心を高めるとともに，自↛⛉学のᇶ♏的なᴫᛕを⋓得する。 

２㸬課題発見の手がかりを得るとともに，課題解Ỵの手ἲを経験する。 

学習ィ⏬ 

㸴᭶㹼㸵᭶  ᗘィをつくࢁう  㸷᭶  ᳜物のⰍとග 

１㸮᭶  動物とග   １１᭶  ᆅ㟈・᩿ᒙ・ᾮ状化 

１２᭶  ὠἼ・ྎ㢼  １᭶  ᆅᇦ㈨※学習（年⦤・⋇ᐖ・コウࣀトリ） 

２᭶  ᆅᇦ㈨※学習（マイクロプラスࢳックの成分分ᯒ・᫂通ᑎの心ᰕ） 

㸱᭶  課題設ᐃトレーニンࢢ 

౑⏝教ᮦ ᆅᇦ㈨※にᇶ࡙きస成した自୺教ᮦ 

ഛ 考 

「⛉学と人間生活」を௦᭰するうえで，その目標を㋃まえながら༢ඖをᵓ成し指ᑟを行う。

特に，ྛ༢ඖにおいて⛉学が発展してきた経⦋やṔྐをᢅう。⌧㇟の本質を問い⥆け， ⛉

学の᭱もᇶ本的なἲ๎性を自らの手で発見する。 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

 コロナによる休校により㸴᭶からのᤵᴗとなったが，理⛉教ㅍ１ྡと実習助手１ྡによる㹒㹒でᤵᴗを実᪋

することや，ᢸ当者඲員によるミーティンࢢを実᪋して議論を㔜ね自୺教ᮦをస成していく指ᑟయไについて

は例年通り行うことができた。これまでに開発してきた教ᮦの⵳✚がቑえたことやᤵᴗ᫬間がῶったため，ど

の教ᮦを฼⏝してᤵᴗを行うのがຠ果的か年ᗘ当ึに᳨ウを行った。教ᮦの㑅ᐃにおいては，理⛉㸲分㔝を඲

て行うことや，生徒が⯆࿡関心をᣢちやすいと考えられるものをᇶ‽に㑅ᐃし，ィ⏬を立てた。 

コロナ対⟇としてࢢループでの実験であっても，実験ჾලを」ᩘ人でᢅわないようにし，自分が取りに行っ

た㐨ලを後∦௜けまで他の生徒がゐらないことをᇶ本とした。また，ಶ人での㢧ᚤ㙾でのほ察を取りやめ，PC

やスクリーンを⏝いたほ察にኚ᭦した。ẖ年行っているཎᏊ力研究開発機ᵓのᨺᑕ⥺のฟ前ᤵᴗでは，㟝⟽に

よるほ察をࢢループからಶ人にษり᭰えた。このように，コロナ禍において実験やほ察の進め方にኚ᭦をồめ

られたことにより，それにあわせてᵓ成にኚ᭦を行った教ᮦがከい。それ௨外にも年⦤を題ᮦとした教ᮦでは，

過ཤに教ᮦを開発した᫬より᪂たな発見があったためデーࢱやㄝ᫂の᭦᪂などを行った。教員のミーティンࢢ

を฼⏝してより⯆࿡がᣢててわかりやすくなるように教ᮦのᵓ成のኚ᭦を行ったり，レ࣏ート課題についても

問題文の見┤しを行ったりした。᪂たな題ᮦでどんどん教ᮦを開発していく段㝵からこれまでに開発してきた

教ᮦの改Ⰻを行いࣈラッシュ࢔ップしていくことも㔜要な段㝵になってきていることから，今後も教ᮦの改Ⰻ

を行っていく必要がある。 

ղ課題 

 教ᮦの改Ⰻは㔜要であるが，᪂たな題ᮦでの教ᮦ開発を進めることも必要である。昨年からの課題である実

験デーࢱの解ᯒを視点においた教ᮦ開発については実際にᤵᴗを行う段㝵にまでは達しておらࡎ，᮶年ᗘ௨㝆

も研究を進める必要がある。また，ᆅᇦ㈨※を題ᮦにした教ᮦであるマイクロプラスࢳックを題ᮦとした教ᮦ

をこれまでもᢅってきたが，ᮾி大学など外㒊と連ᦠしてᑓ㛛的な助言をཷけながらマイクロプラスࢳックを

題ᮦとした᪂たな教ᮦ開発を行うィ⏬が進んでおり，こちらもᘬき⥆き研究を進めていく必要がある。

㸳㸫３ Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ᥈✲Ϩ 㸪ࠖࠕᾏὒ᥈✲Ϩࠖࡢᐇ᪋ 

（㸯） （↷㹆㹎ཧࡣࢫࣂࣛࢩ）ᴫせࡢ┠⛉

教⛉（⛉目） 探究（探究Ⅰ・海ὒ探究Ⅰ） ２༢఩ 対㇟学年・学⛉ １年普通⛉・海ὒ⛉学⛉ 

学習の目標 

前期 「答えが↓い問い」を考えることの楽しさを対話的な学ࡧを通して࿡わいながら， 

ᇶ♏的な探究手ἲを習得する。 

後期 発展性・⊂自性のある研究課題を発見する。 

ᐇ᪋ෆᐜۑ

ࡿࡍᚓ⩦ࢆ᥈✲ᡭἲ࡞㸪ᇶ♏ⓗࡾ▱ࢆࣝࢡ࢖ࢧ✲᥈ۻ

ྑの෗┿は，今年ᗘの㸴᭶に実᪋された「プレゼン研ಟ会」のᵝᏊである。ここで１年生は２年生の探究

の発表を見聞きし，本校における探究学習のイ࣓ージをもつことを≺いと

している。２年生は自分たちが進めてきた探究の成果を発表するだけでな

く，その成果にいたるまでの過⛬（どのような関心から課題を設ᐃしたか，

⌧状分ᯒのなかでどのような課題が見つかったか，そうした課題に対して

どのような࢔プローࢳを᥇ったか，など）をㄝ᫂した。1 年生の振り返り

のグ㏙では「これから行う探究学習のイ࣓ージをもつことができた」とい

う言葉がከくみられたことから，この会の≺いであるලయ的な探究プロࢭ

スのイ࣓ージをもつことができたと考える。 

 また㸴᭶からの探究のᤵᴗでは，ࣈレインストーミンࢢや㹉㹈ἲといっ

た探究手ἲやナンࣂリンࢢ，ラ࣋リンࢢといった発表手ἲを生徒同士の対

話的な学ࡧを通して習得した。こうした対話的な学ࡧはこれからの探究サ

イクルにおいて୙ྍḞな要⣲である。また，生徒たちは手ἲを習得するだ

けなく，クラス࣓イトとの༠ാ的な関ಀをᵓ⠏することができた。 

ࡿࡍ໬῝ࢆ✲᥈࡚ࡗࡼ࡟༠ാࡢ࡜ࠎ᪉ࡢ㹌㹎㹍ࡸᆅᇦ⾜ᨻۻ

本年ᗘは᪂ᆺコロナ禍にありながらも，例年実᪋している「ᆅᇦの方から学ࡰう」の会を㸵᭶と１１᭶の

実᪋することができた。昨年ᗘまでは年㸱ᅇの実᪋であったが，昨年の課題にもあったように第㸱ᅇの実᪋

については例年是非を問うኌがあった。そこで今年ᗘはᢸ当教員，1 年学年会，ᆅᇦの方と相ㄯして２ᅇに

ῶらして実᪋することとなった。このことによって生徒の探究学習にどのようなᙳ㡪があるのかは年ᗘᮎに

᳨ウしたい。 

「ᆅᇦの方から学ࡰう」では本年ᗘもᆅඖᆅᇦであるⱝ⊃⏫，ᑠ὾ᕷ，おおい⏫，高὾⏫の行ᨻ⫋員に加

えて，ⱝ⊃Ṕྐ༤物㤋の学ⱁ員，ⱝ⊃高὾⑓㝔の་ᖌ，大学㝔生，ᕷ議会議員の方ࠎからもᨭ᥼をཷけるこ

とができた。昨年同ᵝ，年間での࡭㸴㸮人の⫋員が᮶校し生徒に助言するといった㸲ᕷ⏫による඘実したᨭ
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᥼を得ることができることが，本校カリ࢟ュラムの強みである。 

ྑୗの෗┿は，今年ᗘの㸵᭶に実᪋された「第１ᅇ ᆅᇦの方から学ࡰう」のᵝᏊである。第 1ᅇではⱝ

⊃ᆅᇦの課題をᗈく深く知ることを目的としているため，ྛᕷ⏫ᢸ当者の方から，生徒に対してᆅᇦの⌧

状をお話しいただく機会となっている。本年ᗘからは㸲㸮分のㅮ⩏を２ᅇ設ᐃすることで生徒は自身の

⯆࿡関心にᇶ࡙いて２分㔝の話を聞く

ことができるようにᕤኵした。ྛ分㔝

の⫋員の方から⌧ᅾの取組と課題をお

話していただくことで生徒たちは今後

の「課題発見」に㈨する᭱᪂の情報や

᪂たな視点を得ることができた。 

⥆く１１᭶の「第２ᅇ ᆅᇦの方から

学ࡰう」では課題設ᐃに関わるලయ的な助言をいただくことを目的とし，

生徒が設ᐃした課題とそれに対する࢔プローࢳをᆅᇦ行ᨻの⫋員やＮ㹎

㹍の方ࠎに⤂௓した。例年は生徒の発表を㔜視していた㒊分もあったが，

今年ᗘは発表を⣬Ⱚᒃᙧᘧの⡆₩なものとし，ᗙㄯ会ᙧᘧを᥇ることで

ᆅᇦの方と生徒が༠ാ的に探究内容を᳨ウできるようにᕤኵした。この

第２ᅇの機会によって「生徒の探究学習への意欲が高まり，一気に加㏿

した」と校内の指ᑟ教員がホ౯しており，開ദの᫬期およࡧ会のᣢち方

も㐺当であったと考える。またこの会でᆅᇦの方とつながることができ

た生徒たちはその後の探究の᫬間でも✚ᴟ的にやりとりを⥅⥆し，ᆅᇦ

の方からの⥅⥆的な助言や情報提౪をཷけながら探究内容を深化してい

くことができた。 

ۻ 課題タᐃ⬟ຊࡢ⫱ᡂࡢ࡬ᩍဨ࣭⏕ᚐࡢព㆑ࡢ↔Ⅼ໬

本校の探究学習では「課題設ᐃ能力」を᭱㔜視している。この「課題

設ᐃ能力」の⫱成を目的として２つのことを意識して㐠Ⴀしてきた。1つ目が，「指ᑟ教員間での目標の共有」

である。研究発表会が近࡙く中で指ᑟ教員はどうしても「成果」に意識がྥきがちであるが，今年ᗘは「成

果」よりも「課題設ᐃ」を㔜視することをᡴちྜわせ会のたࡧに☜ㄆしてきた。そのために「探究ほ」をኚ

えていくことを意識した。ලయ的には，⌧状分ᯒが深まったり，ㄪᰝを進めてቨにࡪつかることで問いがኚ

容してくることを☜ㄆし，そうした「問いのኚ容自యが探究である」という共有ㄆ識をもつようにാきかけ

た。２つ目が「生徒への意識࡙け」である。生徒に対しても「ቨにࡪつかってなかなか探究が進まないなか

でいࢁんなことを考えて᪂しい問を見つけ，深めていくことが探究である」とㄝ᫂し，わかりやすい「成果」

をฟすことではなく，そうした課題設ᐃの「過⛬」こそが探究であるとㄝ᫂してきた。また校内発表会のス

ライドでも例年は「提᱌（成果）」が㔜視されていたが，本年ᗘは「課題設ᐃまでの過⛬」を㔜点的にㄝ᫂さ

せることにኚ᭦した。こうした指ᑟもあり，生徒たちは課題設ᐃの過⛬を「探究が೵⁫している段㝵」とと

らえるのではなく，その過⛬自యが探究であると楽しめるようになった。 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

௨ୗではそれࡒれ前期・後期の目標に↷らして生徒の実態から᳨ドする。 

 前期に関しては，ᇶ♏的な探究手ἲとしてࣈレインストーミンࢢや㹉㹈ἲといった探究手ἲやナンࣂリン

といった発表手ἲを学習したが，その後の課題設ᐃの場面では生徒自らこうした手ἲを⏝いࢢラ࣋リン，ࢢ

て，自分たちがఱをテーマとしていくのかを考えている姿が見られた。また今年ᗘはࣇィールド࣡ークやイ

ンࣅࢱューㄪᰝの手ἲについてもㅮ⩏を行い，生徒⏝のマニュ࢔ルをస成したが，生徒たちはこのマニュ࢔

ルを活⏝して，実際にࣇィールド࣡ークやインࣅࢱューを行っているᵝᏊが見られた。௨上のことからᇶ♏

的な手ἲの習得という点では一ᐃの成果があったと考えられる。 

後期に関しては，課題設ᐃの際にᆅᇦ課題からテーマを探すのではなく，自分たちの⣧⢋な⯆࿡関心から

テーマを探すようにᨭ᥼した。こうしたᨭ᥼もあり，生徒たちは高校生ならではの自⏤な発᝿のもとでテー
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᥼を得ることができることが，本校カリ࢟ュラムの強みである。 

ྑୗの෗┿は，今年ᗘの㸵᭶に実᪋された「第１ᅇ ᆅᇦの方から学ࡰう」のᵝᏊである。第 1ᅇではⱝ

⊃ᆅᇦの課題をᗈく深く知ることを目的としているため，ྛᕷ⏫ᢸ当者の方から，生徒に対してᆅᇦの⌧

状をお話しいただく機会となっている。本年ᗘからは㸲㸮分のㅮ⩏を２ᅇ設ᐃすることで生徒は自身の

⯆࿡関心にᇶ࡙いて２分㔝の話を聞く

ことができるようにᕤኵした。ྛ分㔝

の⫋員の方から⌧ᅾの取組と課題をお

話していただくことで生徒たちは今後

の「課題発見」に㈨する᭱᪂の情報や

᪂たな視点を得ることができた。 

⥆く１１᭶の「第２ᅇ ᆅᇦの方から

学ࡰう」では課題設ᐃに関わるලయ的な助言をいただくことを目的とし，

生徒が設ᐃした課題とそれに対する࢔プローࢳをᆅᇦ行ᨻの⫋員やＮ㹎

㹍の方ࠎに⤂௓した。例年は生徒の発表を㔜視していた㒊分もあったが，

今年ᗘは発表を⣬Ⱚᒃᙧᘧの⡆₩なものとし，ᗙㄯ会ᙧᘧを᥇ることで

ᆅᇦの方と生徒が༠ാ的に探究内容を᳨ウできるようにᕤኵした。この

第２ᅇの機会によって「生徒の探究学習への意欲が高まり，一気に加㏿

した」と校内の指ᑟ教員がホ౯しており，開ദの᫬期およࡧ会のᣢち方

も㐺当であったと考える。またこの会でᆅᇦの方とつながることができ

た生徒たちはその後の探究の᫬間でも✚ᴟ的にやりとりを⥅⥆し，ᆅᇦ

の方からの⥅⥆的な助言や情報提౪をཷけながら探究内容を深化してい

くことができた。 

ۻ 課題タᐃ⬟ຊࡢ⫱ᡂࡢ࡬ᩍဨ࣭⏕ᚐࡢព㆑ࡢ↔Ⅼ໬

本校の探究学習では「課題設ᐃ能力」を᭱㔜視している。この「課題

設ᐃ能力」の⫱成を目的として２つのことを意識して㐠Ⴀしてきた。1つ目が，「指ᑟ教員間での目標の共有」

である。研究発表会が近࡙く中で指ᑟ教員はどうしても「成果」に意識がྥきがちであるが，今年ᗘは「成

果」よりも「課題設ᐃ」を㔜視することをᡴちྜわせ会のたࡧに☜ㄆしてきた。そのために「探究ほ」をኚ

えていくことを意識した。ලయ的には，⌧状分ᯒが深まったり，ㄪᰝを進めてቨにࡪつかることで問いがኚ

容してくることを☜ㄆし，そうした「問いのኚ容自యが探究である」という共有ㄆ識をもつようにാきかけ

た。２つ目が「生徒への意識࡙け」である。生徒に対しても「ቨにࡪつかってなかなか探究が進まないなか

でいࢁんなことを考えて᪂しい問を見つけ，深めていくことが探究である」とㄝ᫂し，わかりやすい「成果」

をฟすことではなく，そうした課題設ᐃの「過⛬」こそが探究であるとㄝ᫂してきた。また校内発表会のス

ライドでも例年は「提᱌（成果）」が㔜視されていたが，本年ᗘは「課題設ᐃまでの過⛬」を㔜点的にㄝ᫂さ

せることにኚ᭦した。こうした指ᑟもあり，生徒たちは課題設ᐃの過⛬を「探究が೵⁫している段㝵」とと

らえるのではなく，その過⛬自యが探究であると楽しめるようになった。 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

௨ୗではそれࡒれ前期・後期の目標に↷らして生徒の実態から᳨ドする。 

 前期に関しては，ᇶ♏的な探究手ἲとしてࣈレインストーミンࢢや㹉㹈ἲといった探究手ἲやナンࣂリン

といった発表手ἲを学習したが，その後の課題設ᐃの場面では生徒自らこうした手ἲを⏝いࢢラ࣋リン，ࢢ

て，自分たちがఱをテーマとしていくのかを考えている姿が見られた。また今年ᗘはࣇィールド࣡ークやイ

ンࣅࢱューㄪᰝの手ἲについてもㅮ⩏を行い，生徒⏝のマニュ࢔ルをస成したが，生徒たちはこのマニュ࢔

ルを活⏝して，実際にࣇィールド࣡ークやインࣅࢱューを行っているᵝᏊが見られた。௨上のことからᇶ♏

的な手ἲの習得という点では一ᐃの成果があったと考えられる。 

後期に関しては，課題設ᐃの際にᆅᇦ課題からテーマを探すのではなく，自分たちの⣧⢋な⯆࿡関心から

テーマを探すようにᨭ᥼した。こうしたᨭ᥼もあり，生徒たちは高校生ならではの自⏤な発᝿のもとでテー

マを設ᐃすることができていた。例えば，「ᆅ⏘ᆅᾘの᥎進」を課題としてとらえたࢢループでは「ᆅඖ㣗ᮦ

を౑ったプロテインの開発」や「ᆅඖ⣲ᮦを౑った化⢝Ỉの開発」といったᚑ᮶にはないテーマを設ᐃする

姿が見られた。他にも「ᆅᇦ活性化」を課題としてとらえたあるࢢループではᆅᇦ内でのⱝ者カップルのቑ

加が解Ỵにつながると௬ᐃし，ᜊឡ心理学を࣋ースとして⾤コンのようなイ࣋ントを考᱌する生徒もいた。

こうした姿からもわかるように例年௨上に発展性・⊂自性のある課題を設ᐃする生徒がከかったと考える。

またᨭ᥼のあり方でも཰✭があった。ලయ的には，課題設ᐃに際して，ᆅᇦ課題を解Ỵすることありきから

課題設ᐃをさせるよりも，まࡎは生徒たちの自⏤な発᝿のもとでやってみたいテーマをᣲげさせ，それらと

ᆅᇦ課題を᥃けྜわせて，ఱができるかということを考えさせていく࡯うがより⊂自性もあり，生徒自身が

「探究したい」と思える課題設ᐃができると感じた。こうしたᨭ᥼のあり方はḟ年ᗘにもᘬき⥅いでいきた

い。 

ղ課題 

 課題は௨ୗの２点である。 

ϸ㸬生徒の探究を深化させるためにຠ果的なサイクルの᳨ウ 

本年ᗘはヨ験的に「ᆅᇦの方から学ࡰう」を２ᅇにῶらして実᪋したが，このことによるᙳ㡪を᳨ウす

る必要がある。また第１ᅇ，第２ᅇについても開ദ᫬期の෌᳨ウが必要であると考える。例えば，第 1

ᅇの᫬期は「ᆅᇦ課題をᗈく知る」ことを目的としている௨上，開ദ᫬期を㸳᭶にするなどより᫬期を᪩

め，ᆅᇦの方とのつながりを᪩い段㝵でసる࡯うがよい。また第２ᅇの᫬期は「課題設ᐃに対しての࢔ド

イスをཷけて生徒の探究が深化していくࣂド࢔イスをいただく」ことを目的としていることやそうしたࣂ

ことを㋃まえて，今よりも᪩い᫬期（例えば１㸮᭶上᪪）に設ᐃしてもⰋいと考える。また中学校での探

究学習との᥋⥆も考៖する必要がある。ᇶ♏的な探究手ἲについては中学校段㝵で生徒は習得してきてお

り，高校で同じ内容を⧞り返す必要もないため，ࣇィールド࣡ークやインࣅࢱューの手ἲといったより発

展的な手ἲについての学習機会を設けていく必要があると考える。 

Ϲ㸬生徒の課題設ᐃ能力に関する意識ㄪᰝによる☜ㄆ 

本年ᗘは特に「課題設ᐃ能力」に焦点をあてて探究を進めてきたが，生徒の実感としてどの⛬ᗘまで意

識࡙けができていたのかを事後的に᳨ウする必要がある。ᚑ᮶，教ᖌと生徒の「カリ࢟ュラム経験」には

஋㞳があると指᦬されており，こうした事態が本校の探究学習でも㉳きていないかのㄪᰝが必要であると

考える。ලయ的には，例年実᪋している意識ㄪᰝにおける「課題設ᐃ」の㡯目で「課題設ᐃ前のデーࢱ཰

集」や「課題の自ᕫ設ᐃ」，「課題の社会㈉⊩性」などを「意識した」とᅇ答する生徒の๭ྜが例年とẚ㍑

してቑ加しているのかどうかを᳨ウする必要がある。このㄪᰝ自యは年ᗘᮎに行うため，ㄪᰝ⤖果をཷけ

て改めてカリ࢟ュラムやᤵᴗ内容の見┤しを行う必要がある。

㸳㸫４ ᥈✲⛉Ꮫϩࡢ᫬㛫ࡢᐇ᪋ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（探究⛉学ϩ） ２༢఩ 対㇟学年・学⛉ ２年理ᩘ探究⛉ 

学習の 

目標 

⛉学ཬᩘࡧ学に関する発展性・⊂自性のある研究課題を設ᐃし，事㇟の⫼ᬒや⌧状を

分ᯒし，⛉学的根拠をᣢって௬ㄝを立て，⢓り強く解Ỵする能力を少人ᩘࢢループでの課

題研究活動を通して身につける。 

学習ィ⏬ 

㸲・㸳᭶ ࢞イダンス

⌧状分ᯒ・௬ㄝ立᱌・

᳨ドィ⏬ 

㸴᭶  ᳨ド実験

㸵᭶  第１ᅇ探究༠ാ会議・ࡩりかえ

り・᳨ドィ⏬ಟṇ

㸷᭶  ᳨ド実験

１㸮᭶  第２ᅇ探究༠ാ会議・ࡩりかえり

１１᭶ ᳨ドィ⏬ಟṇ・᳨ド実験

１２᭶ ᳨ド実験

１᭶ ᳨ド実験

２᭶  第㸱ᅇ探究༠ാ会議・研究発表会

⚟஭┴ྜ同課題研究発表会

本校 ＳＳ㹆研究発表会

㸱᭶  論文ไస 

（㸰）◊✲࣐࣮ࢸ㸪ᡂᯝⓎ⾲ᐇ⦼ 
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 関ಀ㈨ᩱ参↷

（３）検証࡜課題 

ձ検証 

࢔ ࡚࠸ࡘ࡟ホ౯ࡃᇶ࡙࡟ࢡࢵࣜࣈ࣮ࣝ

「課題設ᐃ能力」のルーࣈリックにᇶ࡙いて，年間ィ㸱ᅇの自ᕫホ౯を行った。その自ᕫホ౯によって自

身の研究を振り返り，課題を見つけ，研究ィ⏬を改善し，ᢸ当教員と相ㄯしながら進めるといったサイクル

を⧞り返す中で，研究を改Ⰻしていくことができた。ルーࣈリックのほ点において，「学ࡧに対する୺య的・

自୺的態ᗘ」「社会的㈐௵と研究者೔理」のホ౯は高く，研究者の方からも，「研究への熱意が඲య的に高く，

楽しみながら研究を行えている点がとてもⰋい」とホ౯を㡬けた。「ᣢ⥆ྍ能な開発発展から見たᆅᇦの問題

ㄆ識の深さ」についても，１年ḟに行った課題設ᐃの段㝵で，身近で⯆࿡のあるものに着║し研究テーマを

Ỵᐃしており，課題を自分事としてとらえ研究を進めることができた。 

࢖ Ꮫ఍ࡸⓎ⾲఍ࡢ࡬ཧຍ࡚࠸ࡘ࡟

᪂ᆺコロナウイルスのᙳ㡪で，学会や成果発表会の࡯とんどがオンライン開ദとなり，今まで参加できな

かった発表会にも参加しやすくなった。✚ᴟ的に参加させようと，発表会の情報を✚ᴟ的に཰集し⤂௓する

とともに，発表能力のྥ上，研究者から࢔ドࣂイスがもらえる，他の研究から࢔イデ࢔を得ることができる

など発表会に参加する意⩏を伝えた。発表会を通して研究を深めていこうと考えた。その⤖果，昨年ᗘは඲

ループが校外発表会に参加することがࢢての࡭ループྜィ１２ᅇの発表ᅇᩘが今年ᗘは㸱１ᅇにቑえ，すࢢ

できた。ከくのࢢループは発表会に参加することで，発表㈨ᩱのまとめ方や発表の௙方がྥ上するとともに，

研究者から疑問点や࢔ドࣂイスがᒆいたりすることで研究を深めることができた。いくつかの㈹もཷ㈹した。 
・JpGU Joint Meeting ２㸮２㸮ెస「ⅆ成ᒾに含まれるᨺᑕ⥺㔞の ᐃと考察」

・サイ࢚ンス࢟ࣕッスル２㸮２㸮関す大会ඃ⚽㈹「パイࣆンࢢ⌧㇟の㜵Ṇἲの提᱌」

コンテストඃ⚽㈹「᱇⏣㎰ᅬ」࢔イデ࢔スࢿジࣅ・

࢘ ẖ㐌࣑࣮ࡢࢢࣥ࢕ࢸᐇ᪋

ᤵᴗᢸ当者㸶ྡ඲員でẖ㐌ミーティンࢢを実᪋し，年間ィ⏬やᤵᴗの進め方，研究の進ᤖ状況，⌧ᅾᝎん

でいることなどを共有し，୺ᢸ当だけではなく඲教員が探究に関わるという意識࡙くりができた。さらにึ

めて探究のᢸ当になった教員もこのミーティンࢢのおかげで，᢬ᢠなくᤵᴗに取り組むことができた。

ղ課題 

リックのほ点の一つである「⛉学的な問題へのᐃᘧ化とその解Ỵ」については，生徒ࣈ㸪ルー࡚࠸ࡘ࡟࢔ 

の力がまだ༑分⫱っていない。ྛ✀発表会後の研究者からの助言では「௬ㄝがただのண᝿になっており，⛉

学的根拠にᇶ࡙いていない」と指᦬された。また，実験についても，なࡐそのᮦᩱを㑅んだのか，その方ἲ

が㐺ษなのか等を指᦬された。ᖖに⛉学的な視点をᣢたせて研究を進めていくことが課題である。しかし，

それを㏣ồしすࡂるとⱞしくなり，研究が楽しめなくなるᠱᛕが生じる。そのため，⛉学的に考えること自

యが楽しいことだと感じられるような༢ඖをカリ࢟ュラムの中に組み㎸んでいくことを᳨ウしていく。 

㸪発表会への参加はቑ加したが，それにẚ例して生徒の㈇ᢸもቑ加した。発表スライドや࣏ス࡚࠸ࡘ࡟࢖

ーのస成，発表ཎ✏のస成，発表⦎習などがከくなり，ᨺ課後㐜くまでṧってసᴗしている生徒の姿も少ࢱ

なくなかった。さらに発表‽ഛの᫬間がቑえることによって，研究する᫬間が୙㊊し，研究があまり進まな

いࢢループもあった。発表会を見ᤣえてィ⏬的に研究を進めることができるよう，生徒をᨭ᥼していく。

㸳㸫㸳 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ♫఍᥈✲Ϩࠖ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（社会探究Ⅰ） 1༢఩ 対㇟学年・学⛉ ２年国際探究⛉ 

学習の目標 

生まれ⫱ったⱝ⊃・ᑠ὾ᆅᇦの（国際社会に共通する）課題を発見し，他者と༠

同してその課題の解Ỵをᅗる探究的な学習を通して，論理的に思考し表⌧する力を

⫱てると共に，課題の解Ỵや探究活動に୺య的，๰㐀的，༠同的に取り組む態ᗘを

⫱てる。௨ୗをᑠ目標としてᥖげる。 

࢔ ᆅᇦ課題に対してከゅ的な視点でとらえる力

イ ᆅᇦの課題とᐈほ的なᩘ್やඛ行研究にᇶ࡙いて本質的な課題を設ᐃする力
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 関ಀ㈨ᩱ参↷

（３）検証࡜課題 

ձ検証 

࢔ ࡚࠸ࡘ࡟ホ౯ࡃᇶ࡙࡟ࢡࢵࣜࣈ࣮ࣝ

「課題設ᐃ能力」のルーࣈリックにᇶ࡙いて，年間ィ㸱ᅇの自ᕫホ౯を行った。その自ᕫホ౯によって自

身の研究を振り返り，課題を見つけ，研究ィ⏬を改善し，ᢸ当教員と相ㄯしながら進めるといったサイクル

を⧞り返す中で，研究を改Ⰻしていくことができた。ルーࣈリックのほ点において，「学ࡧに対する୺య的・

自୺的態ᗘ」「社会的㈐௵と研究者೔理」のホ౯は高く，研究者の方からも，「研究への熱意が඲య的に高く，

楽しみながら研究を行えている点がとてもⰋい」とホ౯を㡬けた。「ᣢ⥆ྍ能な開発発展から見たᆅᇦの問題

ㄆ識の深さ」についても，１年ḟに行った課題設ᐃの段㝵で，身近で⯆࿡のあるものに着║し研究テーマを

Ỵᐃしており，課題を自分事としてとらえ研究を進めることができた。 

࢖ Ꮫ఍ࡸⓎ⾲఍ࡢ࡬ཧຍ࡚࠸ࡘ࡟

᪂ᆺコロナウイルスのᙳ㡪で，学会や成果発表会の࡯とんどがオンライン開ദとなり，今まで参加できな

かった発表会にも参加しやすくなった。✚ᴟ的に参加させようと，発表会の情報を✚ᴟ的に཰集し⤂௓する

とともに，発表能力のྥ上，研究者から࢔ドࣂイスがもらえる，他の研究から࢔イデ࢔を得ることができる

など発表会に参加する意⩏を伝えた。発表会を通して研究を深めていこうと考えた。その⤖果，昨年ᗘは඲

ループが校外発表会に参加することがࢢての࡭ループྜィ１２ᅇの発表ᅇᩘが今年ᗘは㸱１ᅇにቑえ，すࢢ

できた。ከくのࢢループは発表会に参加することで，発表㈨ᩱのまとめ方や発表の௙方がྥ上するとともに，

研究者から疑問点や࢔ドࣂイスがᒆいたりすることで研究を深めることができた。いくつかの㈹もཷ㈹した。 
・JpGU Joint Meeting ２㸮２㸮ెస「ⅆ成ᒾに含まれるᨺᑕ⥺㔞の ᐃと考察」

・サイ࢚ンス࢟ࣕッスル２㸮２㸮関す大会ඃ⚽㈹「パイࣆンࢢ⌧㇟の㜵Ṇἲの提᱌」

コンテストඃ⚽㈹「᱇⏣㎰ᅬ」࢔イデ࢔スࢿジࣅ・

࢘ ẖ㐌࣑࣮ࡢࢢࣥ࢕ࢸᐇ᪋

ᤵᴗᢸ当者㸶ྡ඲員でẖ㐌ミーティンࢢを実᪋し，年間ィ⏬やᤵᴗの進め方，研究の進ᤖ状況，⌧ᅾᝎん

でいることなどを共有し，୺ᢸ当だけではなく඲教員が探究に関わるという意識࡙くりができた。さらにึ

めて探究のᢸ当になった教員もこのミーティンࢢのおかげで，᢬ᢠなくᤵᴗに取り組むことができた。

ղ課題 

リックのほ点の一つである「⛉学的な問題へのᐃᘧ化とその解Ỵ」については，生徒ࣈ㸪ルー࡚࠸ࡘ࡟࢔ 

の力がまだ༑分⫱っていない。ྛ✀発表会後の研究者からの助言では「௬ㄝがただのண᝿になっており，⛉

学的根拠にᇶ࡙いていない」と指᦬された。また，実験についても，なࡐそのᮦᩱを㑅んだのか，その方ἲ

が㐺ษなのか等を指᦬された。ᖖに⛉学的な視点をᣢたせて研究を進めていくことが課題である。しかし，

それを㏣ồしすࡂるとⱞしくなり，研究が楽しめなくなるᠱᛕが生じる。そのため，⛉学的に考えること自

యが楽しいことだと感じられるような༢ඖをカリ࢟ュラムの中に組み㎸んでいくことを᳨ウしていく。 

㸪発表会への参加はቑ加したが，それにẚ例して生徒の㈇ᢸもቑ加した。発表スライドや࣏ス࡚࠸ࡘ࡟࢖

ーのస成，発表ཎ✏のస成，発表⦎習などがከくなり，ᨺ課後㐜くまでṧってసᴗしている生徒の姿も少ࢱ

なくなかった。さらに発表‽ഛの᫬間がቑえることによって，研究する᫬間が୙㊊し，研究があまり進まな

いࢢループもあった。発表会を見ᤣえてィ⏬的に研究を進めることができるよう，生徒をᨭ᥼していく。

㸳㸫㸳 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ♫఍᥈✲Ϩࠖ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（社会探究Ⅰ） 1༢఩ 対㇟学年・学⛉ ２年国際探究⛉ 

学習の目標 

生まれ⫱ったⱝ⊃・ᑠ὾ᆅᇦの（国際社会に共通する）課題を発見し，他者と༠

同してその課題の解Ỵをᅗる探究的な学習を通して，論理的に思考し表⌧する力を

⫱てると共に，課題の解Ỵや探究活動に୺య的，๰㐀的，༠同的に取り組む態ᗘを

⫱てる。௨ୗをᑠ目標としてᥖげる。 

࢔ ᆅᇦ課題に対してከゅ的な視点でとらえる力

イ ᆅᇦの課題とᐈほ的なᩘ್やඛ行研究にᇶ࡙いて本質的な課題を設ᐃする力

学習の目標 ウ 㐺ษな研究手ἲを㑅ᢥし，課題解Ỵにලయ的なᵓ᝿を立てる力

学 習 ィ ⏬ 

㸲᭶  ࢞イダンス・文⊩ㄪᰝ 

㸳᭶  テーマ設ᐃ・⫼ᬒㄪ࡭・⌧状分ᯒ・研究ィ⏬ 

テーマ設ᐃ᳨ウ会 助言者（オンラインでの実᪋）ࡩりかえり 

㸴・㸵᭶  ㄪᰝ・研究 ኟ休みィ⏬・ࣇィールド࣡ーク 

㸶᭶   進ᤖ状況報࿌会 

㸷᭶   ㄪᰝ・研究 

１㸮・１１᭶   中間発表会 ࡩりかえり ・ㄪᰝ・研究 

１２᭶   ࣇィリࣆン・シン࣏࢞ール研究交流会（オンラインでの実᪋）ㄪᰝ・研究， 

１・２᭶  発表‽ഛ 本校 ＳＳ㹆研究発表会 FUKUI SDGs Awards SDGs 探究 Awards 

Change Maker Award 

㸱᭶   ⥅⥆ㄪᰝ・研究 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

今年ᗘも「課題設ᐃ力」のྥ上をめࡊして活動を組⧊した。その⤖果，「テーマ一ぴ」（関ಀ㈨ᩱ参↷）に

あるように本年ᗘもⱝ⊃ᆅ方がᢪえる課題を生徒自らが設ᐃすることができた。さらに今年は意識して୺に

௨ୗの㸱つのことを行った。 

࢔ 「ᆅᇦ活性化」よりも生徒の⣧⢋な⯆࿡・関心を大ษにすること

イ 教ᖌは生徒の思考を対話により促すこと

ウ ᢸ当教員のコミュニケーションをᐦにすること

についてであるが，昨年ᗘまでの「社会探究Ⅰ」の課題は，「ᆅᇦ活性化」に目をྥけるあまり，研究࢔

手ἲや生徒の⯆࿡・関心のᖜが⊃くなってしまったことである。ࣇィールド࣡ークや࢔ンケートをすること

が「Ⰻい研究」であると考え，その意⩏やຠ果を見ⴠとしてしまう生徒や，自らの⣧⢋な⯆࿡・関心より「ᆅ

ᇦ課題解Ỵ」をඃඛしてしまう生徒がいた。今年ᗘは，あくまで生徒が考えたテーマをཷけධれつつ，社会

⛉の内容につなげていく指ᑟや，研究手ἲの意⩏や目的に気௜きを促す指ᑟを意識した。 

昨年ᗘにᘬき⥆き，ᤵᴗでは，イのように，生徒に⌧ᅾ分かった⠊ᅖの，⫼ᬒ，⌧状，ඛ行研究を㋃まえ

た上で改善⟇や今後の方針を自らの言葉でᢸ当教員にཱྀ㢌でㄝ᫂するという活動をከく取りධれた。教員は

それを聞いて，生徒の発言の▩┪点や㊊りない点を「それって本当？」「それをするとㄡにとって⌧状がⰋく

なるの？」というように，事前に共有した研究指針をもとに質問し，生徒との対話の中で思考と気࡙きを促

した。 

今年ᗘは，コロナウィルスの感ᰁ㜵Ṇ対⟇もあり，対面での指ᑟの᫬間は昨年よりもῶってしまったが，

Google classroomを通じて教員と生徒間とのコミュニケーションをとり，研究を進めることができた。また，

㸳᭶のテーマ設ᐃ᳨ウ会において，⚟஭大学の໭ฟඛ生からは，⌧実的な課題設ᐃを目指して，「高校生で達

成できる研究目標はఱ？」，「身近な状況で達成できる研究のᑠ目標から考えよう。」といった助言をいただい

た，生徒は，研究したい分㔝の中で焦点を⤠って課題を設ᐃする力が身についたと考える。 

さらに，オンラインで対話する⎔ቃがᩚഛされたため，例年よりもከく外㒊の方からオンラインでご指ᑟ

いただく機会をᣢつことができた。例えば，「外国人ほගᐈのための指さしシート」を研究するࢳームは国連

世界ほග機関に質問する機会をᣢつことができた。この機会を経て生まれた᪂たなつながりを今後も大ษに

していきたい。 

また，ウであるが，ẖᅇのᤵᴗのためにᢸ当のඛ生方とは，ᤵᴗとはูにᐃ期的にᡴちྜわせを行った。

今年ᗘからは社会⛉教員に加え，英語⛉教員もᢸ当に加わり，より指ᑟのᖜがᗈがった。ᡴちྜわせでは，

生徒の研究に関するᑓ㛛ᐙの助言を教員同士で共有し，改善⟇を共有した。どのように生徒に助言内容を伝

達し，研究においてどのような点を改善していくかが非ᖖに㔜要だと考え

たためである。ᢸ当のඛ生方もそのᙺ๭を意識して生徒に指ᑟしていただ

くことができた。 

ղᡂᯝ࡜課題 

しかし，中間発表会を経て，探究が行きワってしまう生徒もいた。一ᗘ

設ᐃした課題を෌ᵓ⠏することやูの視点から考えることについてᡞᝨい

をᣢつ場面が見ཷけられたので，ྑᅗのような探究サイクルをᅇすことを

より意識࡙けることが必要である。例えば，一ᗘ自分が設ᐃした問いを解

యし，᪂たな問いを立てることにᾘᴟ的な姿勢を見せる生徒や，一ᗘㄪᰝ

活動を᏶஢してしまうとそこからどのように研究を⦎り上げていくのかわ
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からない生徒がいた。このような場面では，ᖖに生徒には探究では⤖果ではなく問いの㔜要性を伝えていく

ことが大ษであると考える。「問いに対して一᪦ㄪᰝ⤖果が得られたら，その⤖果から問題提㉳をしてみよ

う。」，「一ᗘ立てた問いが⌧実的でなかったり，それに対する௬ㄝがイ࣓ージできなかったりする場ྜは一ᗘ

白⣬にして考えても大୔ኵ。」というኌ᥃けをすることによって，「問いのᵓ⠏と解యそのものが探究のプロ

⌧」スであること」を意識できるのではないか。そして，このようなኌかけによって，「問いを立てる力」やࢭ

状から課題を発見する力」がὙ⦎されていくのではないかと考える。

㸳㸫㸴 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ᥈✲ϩࠖࡢᐇ᪋ 

（１） ⛉目のᴫ要（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷）

教⛉（⛉目） 探究（探究ϩ） 1༢఩ 対㇟学年・学⛉ ２年普通⛉ 

学習の 

目標 

発展性・⊂自性のある研究課題を設ᐃした上で，事㇟の⫼ᬒや⌧状を分ᯒし，⛉学的根拠

をᣢって௬ㄝを立て，⢓り強く解Ỵする能力を⫱成する。 

学習ィ⏬ 

学習内容 

㹼㸶᭶ 

自↛⛉学分㔝ۻ

自分の⯆࿡がある分㔝ごとにࢢルー

プをసりணഛㄪᰝ・情報཰集を行う。 

ணഛㄪᰝから研究テーマを⤠り㎸み

課題をỴᐃする。 

研究の進め方をỴめ，実験やㄪᰝのィ

⏬を立てる。  

社会⛉学・人文学分㔝ۻ

自分の⯆࿡がある分㔝ごとにࢢルー

プをసりணഛㄪᰝ・情報཰集を行う。 

設ᐃ１㸸ࣈレインストーミンࢢなど

設ᐃ２㸸いくつかのテーマについて⡆

༢にㄪ࡭る

設ᐃ㸱㸸ㄪ࡭たことを発表

(Teaching Assistantձ) 

㸷᭶㹼１２᭶ 

自↛⛉学分㔝ۻ

研究のィ⏬にἢって実験やㄪᰝを行いࢢループで研究

を進める。２ᗘの探究༠ാ会議で得た࢔ドࣂイスをᇶ

に研究をさらに進める。 

社会⛉学・人文学分㔝ۻ

設ᐃ㸲㸸ㄪ࡭たことが１年間のテーマとしてࡩさわし

いかどうかを෌᳨ウ

設ᐃ㸳 テーマỴᐃ。その後，研究のィ⏬にἢってㄪᰝ

を行いࢢループで研究を進める。

探究༠同会議で発表し，その他のࢢループの研究発表

を聞く(Teaching Assistantղ)

１᭶㹼㸱᭶

研究した内容を࣏スࢱーにまとめ，校内研究発表会等

で発表を行う。社会⛉学・人文学分㔝は ಶ人論文をస

成する。

（㸰） ⮬↛⛉Ꮫศ㔝ࡢ検証࡜課題

ձ検証

ྛクラスの๭り当て教員がቑえ，教員一人当たりのᢸ当研究テ

ーマが２㹼㸱つにῶ少し，よりᐦにᨭ᥼を行うことができた。今

年ᗘは１２᭶実᪋ணᐃだった研ಟ᪑行を大きな研究発表の場とし

て設ᐃし，ኟ休み㹼１１᭶の第２ᅇ探究༠ാ会議にかけてከくの

。ループが実験をィ⏬的に，目的をもって実᪋することができたࢢ

研ಟ᪑行は㸱᭶にᘏ期となったが，その間もオンラインを฼⏝し

てከくの外㒊発表会に参加し，例年になく活動的に探究活動を行

うことができた。２᭶の校内ＳＳ㹆研究発表会ではこれまでの研

究を࣏スࢱーにまとめ，ཱྀ㢌発表，࣏スࢱー発表を行った。 

これらの実践を通して，例年にもቑしてከくの生徒が発展性・

⊂自性のある研究課題を設ᐃし，実験を実際に自分たちの手で行い，⛉学的根拠をᣢった௬ㄝ・᳨ドを行う

ことができた。また，外㒊の発表会や外㒊ㅮᖌとして大学教ᤵの方ࠎに自分たちの研究を見てもらい，ᑓ㛛

ᐙとしての࢔ドࣂイスをたくさんいただいたことで，研究課題についてከ面的に，⢓り強く解Ỵする能力を

⫱成することができた。 

ղ課題 



− 2 0 −

からない生徒がいた。このような場面では，ᖖに生徒には探究では⤖果ではなく問いの㔜要性を伝えていく

ことが大ษであると考える。「問いに対して一᪦ㄪᰝ⤖果が得られたら，その⤖果から問題提㉳をしてみよ

う。」，「一ᗘ立てた問いが⌧実的でなかったり，それに対する௬ㄝがイ࣓ージできなかったりする場ྜは一ᗘ

白⣬にして考えても大୔ኵ。」というኌ᥃けをすることによって，「問いのᵓ⠏と解యそのものが探究のプロ

⌧」スであること」を意識できるのではないか。そして，このようなኌかけによって，「問いを立てる力」やࢭ

状から課題を発見する力」がὙ⦎されていくのではないかと考える。

㸳㸫㸴 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ᥈✲ϩࠖࡢᐇ᪋ 

（１） ⛉目のᴫ要（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷）

教⛉（⛉目） 探究（探究ϩ） 1༢఩ 対㇟学年・学⛉ ２年普通⛉ 

学習の 

目標 

発展性・⊂自性のある研究課題を設ᐃした上で，事㇟の⫼ᬒや⌧状を分ᯒし，⛉学的根拠

をᣢって௬ㄝを立て，⢓り強く解Ỵする能力を⫱成する。 

学習ィ⏬ 

学習内容 

㹼㸶᭶ 

自↛⛉学分㔝ۻ

自分の⯆࿡がある分㔝ごとにࢢルー

プをసりணഛㄪᰝ・情報཰集を行う。 

ணഛㄪᰝから研究テーマを⤠り㎸み

課題をỴᐃする。 

研究の進め方をỴめ，実験やㄪᰝのィ

⏬を立てる。  

社会⛉学・人文学分㔝ۻ

自分の⯆࿡がある分㔝ごとにࢢルー

プをసりணഛㄪᰝ・情報཰集を行う。 

設ᐃ１㸸ࣈレインストーミンࢢなど

設ᐃ２㸸いくつかのテーマについて⡆

༢にㄪ࡭る

設ᐃ㸱㸸ㄪ࡭たことを発表

(Teaching Assistantձ) 

㸷᭶㹼１２᭶ 

自↛⛉学分㔝ۻ

研究のィ⏬にἢって実験やㄪᰝを行いࢢループで研究

を進める。２ᗘの探究༠ാ会議で得た࢔ドࣂイスをᇶ

に研究をさらに進める。 

社会⛉学・人文学分㔝ۻ

設ᐃ㸲㸸ㄪ࡭たことが１年間のテーマとしてࡩさわし

いかどうかを෌᳨ウ

設ᐃ㸳 テーマỴᐃ。その後，研究のィ⏬にἢってㄪᰝ

を行いࢢループで研究を進める。

探究༠同会議で発表し，その他のࢢループの研究発表

を聞く(Teaching Assistantղ)

１᭶㹼㸱᭶

研究した内容を࣏スࢱーにまとめ，校内研究発表会等

で発表を行う。社会⛉学・人文学分㔝は ಶ人論文をస

成する。

（㸰） ⮬↛⛉Ꮫศ㔝ࡢ検証࡜課題

ձ検証

ྛクラスの๭り当て教員がቑえ，教員一人当たりのᢸ当研究テ

ーマが２㹼㸱つにῶ少し，よりᐦにᨭ᥼を行うことができた。今

年ᗘは１２᭶実᪋ணᐃだった研ಟ᪑行を大きな研究発表の場とし

て設ᐃし，ኟ休み㹼１１᭶の第２ᅇ探究༠ാ会議にかけてከくの

。ループが実験をィ⏬的に，目的をもって実᪋することができたࢢ

研ಟ᪑行は㸱᭶にᘏ期となったが，その間もオンラインを฼⏝し

てከくの外㒊発表会に参加し，例年になく活動的に探究活動を行

うことができた。２᭶の校内ＳＳ㹆研究発表会ではこれまでの研

究を࣏スࢱーにまとめ，ཱྀ㢌発表，࣏スࢱー発表を行った。 

これらの実践を通して，例年にもቑしてከくの生徒が発展性・

⊂自性のある研究課題を設ᐃし，実験を実際に自分たちの手で行い，⛉学的根拠をᣢった௬ㄝ・᳨ドを行う

ことができた。また，外㒊の発表会や外㒊ㅮᖌとして大学教ᤵの方ࠎに自分たちの研究を見てもらい，ᑓ㛛

ᐙとしての࢔ドࣂイスをたくさんいただいたことで，研究課題についてከ面的に，⢓り強く解Ỵする能力を

⫱成することができた。 

ղ課題 

᪂ᆺコロナウイルスによる２ࣨ᭶間の休校もあり，課題設ᐃを行う᫬間が▷かった。オンラインを฼⏝し

て㐌１᫬間という㝈られた᫬間をなんとかṚᏲできたものの，一

㒊ࢢループでテーマを大ᖜにኚ᭦したり，実験になかなか取り組

めࡎ，実᪋ᅇᩘや⢭ᗘがపいという問題が発生したりした。今後

は，今年ᗘ得られたオンラインのࣀウࣁウを活かし，課題設ᐃや

実験といった活動に㔜点的に取り組めるようなᤵᴗデࢨインをし

ていきたい。例えば，㈨ᩱのస成やಶ人でもできるసᴗについて

は Googleクラスルームや Googleドライࣈ等を౑って行い，ᤵᴗ

᫬間はࢢループでの活動や実験，ᢸ当教員に࢔ドࣂイスをもらう

᫬間というようにカリ࢟ュラムやᤵᴗそのものを᮶年ᗘは☜立し

ていく。 

探究༠ാ会議については今年ᗘと同ᵝに，実᪋᫬期は実験ィ⏬

をస成する㸵᭶と実験⤖果を考察しጞめる１１᭶の２ᅇに設ᐃし，

ㅮᖌの方は大学関ಀ者を中心に౫㢗する。また，今後も研ಟ᪑行

は研究発表を行うことになるので，そこにྥけたスケジュールを設ᐃ・෌考する必要がある。 

（３）♫఍⛉Ꮫ㺃ேᩥᏛศ㔝ࡢ検証࡜課題 

ձ検証 

 今年ᗘは「生徒との対話」を意識的に行い，課題設ᐃやㄪᰝ研究

を実᪋した。ྛクラスの๭り当て教員がቑえたため，課題設ᐃ᫬に

は生徒の⯆࿡・意欲を㍈にఱᗘも，」ᩘの教員と面ㄯすることで，

生徒がከくの意見や考えにゐれることができた。また，研究課題そ

のものをྛࠎの進㊰と関連したものに設ᐃすることで，研究に対す

る意欲を高め，ᑗ᮶を見ᤣえたᤵᴗをデࢨインすることができた。

探究༠ാ会議では，ㅮᖌを大学関ಀ者の方にお㢪いし，ྛ分㔝につ

いてよりᑓ㛛的な࢔ドࣂイスを得た。１１᭶からのマイプロジェク

ト・࣡࢔ードには昨年ᗘとᘬき⥆き普通⛉文⣔の඲ࢳームが応ເし，

２㸵ࢳームが᭩㢮ᑂᰝを通過している。 

これらの実践を通して，一人一人が自分の進㊰を㋃まえた研究課

題を設ᐃすることができ，例年௨上にከᒱにわたった課題への࢔プ

ローࢳを考え，᳨ドすることができた。また，理⣔と同ᵝに外㒊の発表会や外㒊ㅮᖌとして大学教ᤵの方ࠎ

に自分たちの研究を見てもらい，ᑓ㛛ᐙとしての࢔ドࣂイスをたくさんいただいたことで，文⣔でもより⛉

学的に，ከ面的に解Ỵする能力を⫱成することができた。また，ルーࣈリックによるホ౯により，生徒も୺

ほ的ではなく，ᐈほ的に自身の研究についてのホ౯をすることができた。 

ղ課題 

 ᪂ᆺコロナウイルスによる２ࣨ᭶間の休校もあり，研究課題を設ᐃする際はẖ᫬間生徒との面ㄯを行った

が，設ᐃ後は㢖ᗘをῶらしたため，一㒊ࢢループで研究が೵⁫してしまうことがあった。設ᐃ後もᐃ期的に

対話の機会を設けることで，よりከくの大人からの意見やᨭ᥼を得る必要がある。また，課題そのものをྛࠎ

の進㊰と関連したものに設ᐃしたことで意欲のྥ上につながったものの，⥲ࢢループᩘが例年にẚ࡭大ᖜに

ቑえ，ᢸ当教員の㈇ᢸがቑ加してしまうという課題が発生した。 

これらの課題解Ỵのため，᮶年ᗘは教員研ಟや探究༠ാ会議を౑い，ㅮᖌの方とᢸ当教員との対話の᫬間

を設け，ᢸ当教員が普段のᤵᴗでどのように生徒をᨭ᥼す࡭きかをఛう。特に，研究における生徒との対話

の௙方やよりከくの生徒を見取るための手段について㔜点的に研究・開発を行う。

㸳㸫㸵 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕᾏὒ᥈✲ϩࠖ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 
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教⛉（⛉目） 探究（海ὒ探究ϩ） ２༢఩ 対㇟学年・学⛉ ２年海ὒ⛉学⛉ 

学習の目標 

Ỉ⏘や海ὒに関する課題を設ᐃし，その課題の解Ỵをᅗる学習を通して，ᑓ㛛的

な知識とᢏ⾡の深化，⥲ྜ化をᅗるとともに，問題解Ỵの能力や自発的，๰㐀的な

学習態ᗘを⫱てる。 

学習ィ⏬ 

㸴・㸵᭶  テーマ設ᐃ・⫼ᬒㄪ࡭・⌧状分ᯒ・௬ㄝ立᱌・᳨ドィ⏬ 

 第１ᅇ海ὒ探究༠ാ会議・自ᕫホ౯・᳨ドィ⏬ಟṇ・᳨ド実験 

㸷・１㸮᭶   ᳨ド実験・ࡩりかえり・自ᕫホ౯ 

１１・１２᭶   ᳨ドィ⏬ಟṇ・᳨ド実験・自ᕫホ౯ 

１・２᭶  第２ᅇ探究༠ാ会議・自ᕫホ౯・論文ไస 

 大学教ᤵによるཱྀ㢌発表と論文指ᑟ 

 ⚟஭┴ྜ同課題研究発表会・本校ＳＳ㹆研究発表会 

㸱᭶   日本Ỉ⏘学会参加 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

㸱年間のカリ࢟ュラムの中で自らが設ᐃした課題の解Ỵのために，実際に大学の研究ᐊや⌧場にฟྥき研

究を行い，༠議や発表も通じて課題設ᐃ能力（事㇟の⫼ᬒや⌧状を分ᯒし，⛉学的根拠をᣢって௬ㄝを立て，

⢓り強く解Ỵする能力）の⫱成をᅗることが本⛉目であり，カリ࢟ュラムの中心として，ẖ年改善を行って

いる。今年ᗘの改善点は㸲点ある。１点目が，コロナ禍においてᤵᴗ᫬間が少なくなりテーマ設ᐃに᫬間が

かけられないため，休校期間中オンラインで生徒たちに 1年ḟの海ὒ探究Ⅰでのテーマ設ᐃをもとにテーマ

の෌設ᐃを実᪋した点である。これにより⛉目間の繋がりを意識できただけでなく，学校෌開から研究のண

ഛ実験や研究の考察にとりかかることができ，休校期間を有意⩏に౑えた。その⤖果問いのサイクルをఱᗘ

もᅇすことができるようになり，テーマ設ᐃも改善され課題設ᐃ能力の⫱成につながった。ලయ例としては

Ᏹᐂ日本㣗㪆⨁をᏱᐂへ実際にᡴち上げられ㔝ཱྀᏱᐂ㣕行士にᏱᐂで㣗࡭てもらったことである。学校෌開

から▷期間ではあるが，休校期間を฼⏝しテーマ設ᐃを行ったからこそここまでたどり着けた。 

２点目が，教員間での情報共有をᐦにした点である。௨前までは 1 ⌜をཷけᣢつ教員が一人であったが，

今年ᗘは経験がὸい教員がቑえたこともあり，一㒊の⌜を教員二人でཷけᣢつようにした。生徒へᢏ⾡面は

࣋テラン教員がⱝ手教員をサ࣏ートしながら指ᑟし，ᵝࠎな行事参加の事ົ面はⱝ手教員が行った。これに

よりⱝ手教員に指ᑟのࣀウࣁウを⥅ᢎでき，᭦に࣋テラン教員の㈇ᢸをῶらすことができた。またẖ㐌ミー

ティンࢢを行いやる࡭きことを教員඲యで把握できた。 

㸱点目が，論文指ᑟの改善である。前年ᗘは論文のみῧ๐方ἲを大学教ᤵから学んだが，今年ᗘはཱྀ㢌発

表の指ᑟἲを大学教ᤵに学ࡪことができた。これにより生徒のプレゼンテーション能力のྥ上のみならࡎ，

教員のཱྀ㢌発表の指ᑟᢏ⾡も改善した。㸲点目は，課題研究のྛ段㝵において生徒だけで自ᕫホ౯をするの

ではなく，生徒と教員で話しあいながらᙧ成的ホ౯を行った点である。昨年ᗘまでは生徒のみでルーࣈリッ

クにᇶ࡙きホ౯を行ったが，今年ᗘは教員が௜きῧいホ౯の段㝵で，研究がどこまで進んだのか，ఱが㊊り

ないのかを᫂☜にできるようᨭ᥼した。これにより生徒は目標が᫂☜化しただけでなく教員も生徒の⌧状を

理解でき，より的☜な指ᑟができるようになった。 

ղ課題 

  参加行事の⢭ᰝを行っていきたい。⌧ᅾ，課題研究の内容が⛉学分㔝から経῭分㔝までᖜᗈいため，参加

行事の㊃᪨と生徒の研究内容がྜ⮴しないときがある。参加行事を一ᚊにするのではなく，研究テーマにἢ

った行事に参加できるようなシステムを考えていきたい。 

㸳㸫㸶 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ᥈✲⛉ᏛϪࠖࡢᐇ᪋ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（探究⛉学Ϫ） 1༢఩ 対㇟学年・学⛉ 㸱年理ᩘ探究⛉ 
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教⛉（⛉目） 探究（海ὒ探究ϩ） ２༢఩ 対㇟学年・学⛉ ２年海ὒ⛉学⛉ 

学習の目標 

Ỉ⏘や海ὒに関する課題を設ᐃし，その課題の解Ỵをᅗる学習を通して，ᑓ㛛的

な知識とᢏ⾡の深化，⥲ྜ化をᅗるとともに，問題解Ỵの能力や自発的，๰㐀的な

学習態ᗘを⫱てる。 

学習ィ⏬ 

㸴・㸵᭶  テーマ設ᐃ・⫼ᬒㄪ࡭・⌧状分ᯒ・௬ㄝ立᱌・᳨ドィ⏬ 

 第１ᅇ海ὒ探究༠ാ会議・自ᕫホ౯・᳨ドィ⏬ಟṇ・᳨ド実験 

㸷・１㸮᭶   ᳨ド実験・ࡩりかえり・自ᕫホ౯ 

１１・１２᭶   ᳨ドィ⏬ಟṇ・᳨ド実験・自ᕫホ౯ 

１・２᭶  第２ᅇ探究༠ാ会議・自ᕫホ౯・論文ไస 

 大学教ᤵによるཱྀ㢌発表と論文指ᑟ 

 ⚟஭┴ྜ同課題研究発表会・本校ＳＳ㹆研究発表会 

㸱᭶   日本Ỉ⏘学会参加 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

㸱年間のカリ࢟ュラムの中で自らが設ᐃした課題の解Ỵのために，実際に大学の研究ᐊや⌧場にฟྥき研

究を行い，༠議や発表も通じて課題設ᐃ能力（事㇟の⫼ᬒや⌧状を分ᯒし，⛉学的根拠をᣢって௬ㄝを立て，

⢓り強く解Ỵする能力）の⫱成をᅗることが本⛉目であり，カリ࢟ュラムの中心として，ẖ年改善を行って

いる。今年ᗘの改善点は㸲点ある。１点目が，コロナ禍においてᤵᴗ᫬間が少なくなりテーマ設ᐃに᫬間が

かけられないため，休校期間中オンラインで生徒たちに 1年ḟの海ὒ探究Ⅰでのテーマ設ᐃをもとにテーマ

の෌設ᐃを実᪋した点である。これにより⛉目間の繋がりを意識できただけでなく，学校෌開から研究のண

ഛ実験や研究の考察にとりかかることができ，休校期間を有意⩏に౑えた。その⤖果問いのサイクルをఱᗘ

もᅇすことができるようになり，テーマ設ᐃも改善され課題設ᐃ能力の⫱成につながった。ලయ例としては

Ᏹᐂ日本㣗㪆⨁をᏱᐂへ実際にᡴち上げられ㔝ཱྀᏱᐂ㣕行士にᏱᐂで㣗࡭てもらったことである。学校෌開

から▷期間ではあるが，休校期間を฼⏝しテーマ設ᐃを行ったからこそここまでたどり着けた。 

２点目が，教員間での情報共有をᐦにした点である。௨前までは 1 ⌜をཷけᣢつ教員が一人であったが，

今年ᗘは経験がὸい教員がቑえたこともあり，一㒊の⌜を教員二人でཷけᣢつようにした。生徒へᢏ⾡面は

࣋テラン教員がⱝ手教員をサ࣏ートしながら指ᑟし，ᵝࠎな行事参加の事ົ面はⱝ手教員が行った。これに

よりⱝ手教員に指ᑟのࣀウࣁウを⥅ᢎでき，᭦に࣋テラン教員の㈇ᢸをῶらすことができた。またẖ㐌ミー

ティンࢢを行いやる࡭きことを教員඲యで把握できた。 

㸱点目が，論文指ᑟの改善である。前年ᗘは論文のみῧ๐方ἲを大学教ᤵから学んだが，今年ᗘはཱྀ㢌発

表の指ᑟἲを大学教ᤵに学ࡪことができた。これにより生徒のプレゼンテーション能力のྥ上のみならࡎ，

教員のཱྀ㢌発表の指ᑟᢏ⾡も改善した。㸲点目は，課題研究のྛ段㝵において生徒だけで自ᕫホ౯をするの

ではなく，生徒と教員で話しあいながらᙧ成的ホ౯を行った点である。昨年ᗘまでは生徒のみでルーࣈリッ

クにᇶ࡙きホ౯を行ったが，今年ᗘは教員が௜きῧいホ౯の段㝵で，研究がどこまで進んだのか，ఱが㊊り

ないのかを᫂☜にできるようᨭ᥼した。これにより生徒は目標が᫂☜化しただけでなく教員も生徒の⌧状を

理解でき，より的☜な指ᑟができるようになった。 

ղ課題 

  参加行事の⢭ᰝを行っていきたい。⌧ᅾ，課題研究の内容が⛉学分㔝から経῭分㔝までᖜᗈいため，参加

行事の㊃᪨と生徒の研究内容がྜ⮴しないときがある。参加行事を一ᚊにするのではなく，研究テーマにἢ

った行事に参加できるようなシステムを考えていきたい。 

㸳㸫㸶 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ᥈✲⛉ᏛϪࠖࡢᐇ᪋ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（探究⛉学Ϫ） 1༢఩ 対㇟学年・学⛉ 㸱年理ᩘ探究⛉ 

学習の目標 
⛉学ཬᩘࡧ学に関する発展性・⊂自性のある研究課題に対して，事㇟の⫼ᬒや⌧

状を分ᯒし， ⛉学的根拠をᣢち， 成果物としてまとめる。 

学習ィ⏬ 

㸲᭶  㸺᪂ᆺコロナウイルス感ᰁ㜵Ṇによる休校期間㸼

㸳᭶  㸺᪂ᆺコロナウイルス感ᰁ㜵Ṇによる休校期間㸼

㸴᭶  ࢞イダンス・研究࣏スࢱーస成  

㸵᭶ ⱝ⊃高校ＳＳ㹆理ᩘ探究⛉課題研究成果発表会 (オンライン) 
㸶᭶  ࠑ ＳＳ㹆生徒研究発表会 (オンライン) ࠒ 
㸷᭶㹼１㸮᭶  論文స成・論文指ᑟ

１１᭶㹼１᭶ 論文෉Ꮚ඲య校ṇ・発ห

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

今年ᗘは， ᪂ᆺコロナウイルス感ᰁ㜵Ṇによる休校期間をᣳんだため， 実質㸴᭶からの開ጞとなった。

前年ᗘに行った探究⛉学ϩで深めた研究課題で， ᳨ド実験と， 研究成果をまとめた動⏬をస成しオンライ

ンでの発表と論文にṧした。特に⛉学の成立᮲௳である「᳨ド性」・「෌⌧性」・「ᐈほ性」を㔜視した論文స

成と論文指ᑟに力をධれた。また， 㸵᭶に開ദしたⱝ⊃高校ＳＳ㹆課題研究成果発表会 (オンライン)では

研究成果をまとめた動⏬をබ開し， 㸶᭶に行われるࠑ ＳＳ㹆生徒研究発表会(オンライン) ࠒにฟ場への௦

表㑅考をවねた。本発表会では， 本校理⛉教員㸷ྡによって௦表㑅考にྥけたཝṇなᑂᰝが行われた。後༙

は， 研究成果を研究論文としてṧした。ྛࢢループで論文をస成したあと， ᢸ当教員と１ࢢループࡎつᐦ

な問答を⧞り返しながら文యのኚ᭦や， デーࢱのฎ理方ἲ， ࢢラࣇや表のฎ理， デーࢱからㄞみ取れるこ

とから⤖論௜けられることなど， 論文の校ṇసᴗを行った。本取組によって， 自身の研究をまとめる力， 的

☜に自身の研究を発表する力， デーࢱやࢢラࣇのฎ理について， ࢢラࣇやデーࢱから分かることを᫂☜に

♧すことができている。これについては， 学習者のルーࣈリックによる自ᕫホ౯や， 発表会にてᑂᰝを行

った教員のᑂᰝ⏝⣬から見て取れ， 共に前年ᗘ実᪋の探究⛉学ϩの᫬よりもྥ上が☜ㄆできる。 

ղ課題 

 今年ᗘは， ᪂ᆺコロナウイルス感ᰁ㜵Ṇによる休校ᥐ⨨が඲国的に行われ， ணᐃしていたᑠ὾ᕷᙺᡤで

一⯡ᕷẸを対㇟にした研究成果を発表する場を設けることができなかった。この௦᭰として， 動⏬බ開によ

る研究発表会を実᪋した。動⏬・スライドをస成する上で， 自分たちの研究内容・成果をより視⫈者に分か

りやすく， 面白くస成していたことが動⏬からఛえた。一方で， 研究成果として， 自らの୺ᙇとして௬ㄝ

を⤖論࡙けるための実験デーࢱが少ない点が課題としてあげられる。また， ༑分に෌⌧実験を᳨ドできてい

ない点もྰめない。そもそも， ఱを᫂らかにしたいのか， 研究対㇟の⠊ᅖが大きすࡂて， ᫂☜さにḞける

㒊分もみられる。⣽かな㒊分での対↷実験を⧞り返す行Ⅽにおいてもᮍだ୙༑分な㒊分がከく， 自らの研究

௬ㄝを⤖論௜けるには୙༑分である。ලయ的には， 統ィ的に☜からしいデーᩘࢱや統ィฎ理， ẚ㍑対↷を

意識した実験方ἲについても༑分に考៖されていないものがከい。 これらを解Ỵする方ἲとしては᪩期段㝵

において෌⌧性を意識した研究指ᑟ， 課題設ᐃ段㝵における目的の᫂☜化が必要である。例えば， あるデ

ーࢱを取得することでどのような௬ㄝがド᫂できるのか？実験デーࢱのヨ行ᅇᩘをఱᅇに設ᐃすれば☜から

しいデーࢱといえるのか？ఱとఱをẚ㍑することで， 目的をド᫂することにつながるのか？などᢸ当教員が

学習者に対して促す᫂☜な࢔ドࣂイスの提♧方ἲついて考える必要性がある。

㸳㸫㸷 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ♫఍᥈✲ϩࠖ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（社会探究ϩ） 1༢఩ 対㇟学年・学⛉ 㸱年国際探究⛉ 

学習の目標 

ᆅ理Ṕྐ⛉・බẸ⛉のᤵᴗで⋓得した知識を活⏝し，⌧௦社会のㅖ課題について

の研究課題を設ᐃする。他者と༠ാしてその解Ỵをᅗる探究的な学習を通して，論理

的に思考し表⌧する力を⫱てると共に，課題の解Ỵや探究活動に୺య的，๰㐀的，༠

ാ的に取り組む態ᗘを⫱てる。 
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ᤵᴗのᴫ要 

２年ḟの「社会探究Ⅰ」において，自らの⯆࿡関心にᇶ࡙いて，ᆅᇦ社会や国際社

会に関する研究課題を設ᐃして，௬ㄝ，᳨ドのサイクルを⧞り返す。本⛉目では研究

のまとめとして，関ಀ機関への成果発表ならࡧに２年間の振り返りを行う。 

㸲᭶ （᪂ᆺコロナウイルス感ᰁ㜵Ṇによる休校期間）ㄪᰝ・研究の⥅⥆ 

㸳᭶ （᪂ᆺコロナウイルス感ᰁ㜵Ṇによる休校期間）ㄪᰝ・研究の⥅⥆ 

 ン デラサルリパ学ᅬ生徒との研究交流ࣆィリࣇ  

㸴᭶  研究活動の振り返り 

㸵᭶  ୗ⣭生との研究交流

（㸰） ↷ぴ͐㛵ಀ㈨ᩱཧ୍࣐࣮ࢸ

（３）検証࡜課題

ձ検証

 ２年ḟの「社会探究Ⅰ」で取り組んだ課題についてさらにㄪᰝ・研究を⥅⥆した。᪂ᆺコロナウイルス感

ᰁ㜵Ṇによる休校期間ではあったが，ྛ 自でㄪᰝ・研究を進めるよう㹘㹍㹍㹋で指ᑟした。Twitter等の SNS

を฼⏝して情報཰集や༠力者をເったり，㹇㹁㹒を活⏝し（ࢢーࢢル࢛ࣇーム等）でㄪᰝを行ったりするな

ど課題の解Ỵにྥけて୺య的，༠ാ的に取り組むᵝᏊが見られた。国際探究⛉の཭本᪩⪨さんは普通⛉の生

徒と共同して休校期間中にコロナのᙳ㡪でⱞしむᆅඖᑠ὾㣧㣗ᗑを助けようと「㣗のまちᑠ὾テイク࢔ウト

情報ࢳーム」を⤖成し実際に活動し，「第㸳ᅇ඲国高校生ࢯーシࣕルࣅジࢿスプロジェクト（Ｓ㹀㹎）交流ࣇ

ェ࢔」にて文㒊⛉学大⮧㈹・ᑂᰝ員特ู㈹に㍤いた。 

休校期間中のㄪᰝ・研究を含めて，自分の研究の᭱⤊まとめとして

ン デラサルリパ学ᅬ生徒との研究交流を行った。研究内容ࣆィリࣇ

について英語化し交流することは，研究内容の෌考を促し，論理的な

思考力や表⌧力を高めることができた。 

（生徒の振り返りよりᢤ⢋） 

自分の探究はこれからどうなるのか，どうす࡭きなのかを考え┤す

必要があると思った。᚟⯆ᨭ᥼がຠ果的なのはわかるが，ⰼであるこ

とのຠ果や࣓ンࢱル࣊ルスがどう⦆࿴されるのかをもう少し考えたい

と思った。㹂㹊Ｓ㹊の人たちはຠ果についてよくㄪ࡭られていたので

それを見てより一ᒙ感じた。（ዪᏊ） 

この生徒は「ᆅඖ大㣤⏫の休⪔ᆅでỈ௝を⫱て，ᮾ日本大㟈⅏の᚟⯆ᨭ᥼につなげるには」というテーマ

で探究学習を行っている生徒である。ࣇィリࣆン デラサルリパ学ᅬ生徒との研究交流での質疑応答を経て，

「ⰼであることのຠ果や࣓ンࢱル࣊ルスがどう⦆࿴されるのかをもう少し考えたい」と㏙࡭ているように，

研究内容をさらに෌考し，課題についてのㄆ識をさらに深めようとしていることが分かる。 

ղ課題 

ン デラサルリパ学ᅬとの㹘㹍㹍㹋での研究交流は生徒・ඛ生方にも大ኚ好ホで，もっと㢖ᅇにࣆィリࣇ 

交流したいなどのኌがあった。今後も連ᦠを⥅⥆し研究を通じた交流をィ⏬的に行うことが課題である。ま

た研究のまとめとして振り返りを᭩くことはᐃ着したが，論文のస成の᫬間がとれていないことが課題であ

る。そのため，㸱年ḟの研究発表の᫬期を᪩めて，3年ḟでの論文స成も含めたィ⏬を立てる必要がある。

㸳㸫㸯㸮 ᥈✲Ϫ࡚࠸ࡘ࡟ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（探究Ϫ） 1༢఩ 対㇟学年・学⛉ 㸱年普通⛉ 

学習の目標 

１.「探究 II」での課題研究の成果等これまで学んできたᆅᇦ課題や，ࢢローࣂルな課
題についての考えを᭦に深めた上で，自身が特に取り組みたい課題を設ᐃしᗈい視㔝と
ከᵝな౯್ほを身につける。 

２. 日本語や英語で発表する活動を通して，論文స成能力・ཱྀ㢌発表能力・対話力を⫱

成する。 

学習 

ィ⏬ 

1学期 

前年ᗘの探究ϩの᫬間で行った課題研究のテーマについて，インࢱーࢿットや᭩⡠で᭦

に研究を進める。また，᳨ドや実験を行い，自身の考えを他者とディスカッションし，

考えを深める。 
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ᤵᴗのᴫ要 

２年ḟの「社会探究Ⅰ」において，自らの⯆࿡関心にᇶ࡙いて，ᆅᇦ社会や国際社

会に関する研究課題を設ᐃして，௬ㄝ，᳨ドのサイクルを⧞り返す。本⛉目では研究
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（３）検証࡜課題

ձ検証

 ２年ḟの「社会探究Ⅰ」で取り組んだ課題についてさらにㄪᰝ・研究を⥅⥆した。᪂ᆺコロナウイルス感

ᰁ㜵Ṇによる休校期間ではあったが，ྛ 自でㄪᰝ・研究を進めるよう㹘㹍㹍㹋で指ᑟした。Twitter等の SNS

を฼⏝して情報཰集や༠力者をເったり，㹇㹁㹒を活⏝し（ࢢーࢢル࢛ࣇーム等）でㄪᰝを行ったりするな

ど課題の解Ỵにྥけて୺య的，༠ാ的に取り組むᵝᏊが見られた。国際探究⛉の཭本᪩⪨さんは普通⛉の生
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情報ࢳーム」を⤖成し実際に活動し，「第㸳ᅇ඲国高校生ࢯーシࣕルࣅジࢿスプロジェクト（Ｓ㹀㹎）交流ࣇ

ェ࢔」にて文㒊⛉学大⮧㈹・ᑂᰝ員特ู㈹に㍤いた。 

休校期間中のㄪᰝ・研究を含めて，自分の研究の᭱⤊まとめとして

ン デラサルリパ学ᅬ生徒との研究交流を行った。研究内容ࣆィリࣇ

について英語化し交流することは，研究内容の෌考を促し，論理的な

思考力や表⌧力を高めることができた。 

（生徒の振り返りよりᢤ⢋） 

自分の探究はこれからどうなるのか，どうす࡭きなのかを考え┤す

必要があると思った。᚟⯆ᨭ᥼がຠ果的なのはわかるが，ⰼであるこ

とのຠ果や࣓ンࢱル࣊ルスがどう⦆࿴されるのかをもう少し考えたい

と思った。㹂㹊Ｓ㹊の人たちはຠ果についてよくㄪ࡭られていたので

それを見てより一ᒙ感じた。（ዪᏊ） 

この生徒は「ᆅඖ大㣤⏫の休⪔ᆅでỈ௝を⫱て，ᮾ日本大㟈⅏の᚟⯆ᨭ᥼につなげるには」というテーマ

で探究学習を行っている生徒である。ࣇィリࣆン デラサルリパ学ᅬ生徒との研究交流での質疑応答を経て，

「ⰼであることのຠ果や࣓ンࢱル࣊ルスがどう⦆࿴されるのかをもう少し考えたい」と㏙࡭ているように，

研究内容をさらに෌考し，課題についてのㄆ識をさらに深めようとしていることが分かる。 

ղ課題 

ン デラサルリパ学ᅬとの㹘㹍㹍㹋での研究交流は生徒・ඛ生方にも大ኚ好ホで，もっと㢖ᅇにࣆィリࣇ 

交流したいなどのኌがあった。今後も連ᦠを⥅⥆し研究を通じた交流をィ⏬的に行うことが課題である。ま

た研究のまとめとして振り返りを᭩くことはᐃ着したが，論文のస成の᫬間がとれていないことが課題であ

る。そのため，㸱年ḟの研究発表の᫬期を᪩めて，3年ḟでの論文స成も含めたィ⏬を立てる必要がある。

㸳㸫㸯㸮 ᥈✲Ϫ࡚࠸ࡘ࡟ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（探究Ϫ） 1༢఩ 対㇟学年・学⛉ 㸱年普通⛉ 

学習の目標 

１.「探究 II」での課題研究の成果等これまで学んできたᆅᇦ課題や，ࢢローࣂルな課
題についての考えを᭦に深めた上で，自身が特に取り組みたい課題を設ᐃしᗈい視㔝と
ከᵝな౯್ほを身につける。 

２. 日本語や英語で発表する活動を通して，論文స成能力・ཱྀ㢌発表能力・対話力を⫱

成する。 

学習 

ィ⏬ 

1学期 

前年ᗘの探究ϩの᫬間で行った課題研究のテーマについて，インࢱーࢿットや᭩⡠で᭦

に研究を進める。また，᳨ドや実験を行い，自身の考えを他者とディスカッションし，

考えを深める。 

学習 

ィ⏬ 

2学期 

これまでの研究やそれにకう自分たちの意見を他者に伝えるための英語で㈨ᩱをస成

しプレゼンテーションを行う。㈨ᩱస成後は，発表⦎習をし，クラスごとに発表会を行

い，相互ホ౯を行う。それに加えクラス௦表のプレゼンテーションを඲యで行う。 

3学期 

研究の成果をಶ人で論文にまとめる。

௦表者プレゼンテーション生徒Ặྡとテーマ一ぴ㸸 

・Norihiro Horiguchi: Internal development by exchange in the local area

・Kai Kimura: What hinders study

・Suzuka Uemura: Let’s develop sweet of plum

・Jun UnagidaHeavy bassѮNice voice

・Taiki Matsumiya: Can solar panel generate more electricity by using mirror?

今年ᗘの探究Ϫでは，２年ḟの探究ϩで取り組んだ内容をもとに学習を進めた。つまり，探究ϩにおいて

た内容を，英語に┤し，඲員がクラスで発表した。㸲㹼㸳᭶は᪂ᆺコロナウィルスによる休࡭ループでㄪࢢ

校期間中であったため，英語に┤すసᴗはྛ自自宅で行った。ฟ᮶上がった英語のスライドを Google Drive

上に提ฟした。 

学校が෌開した㸴᭶より，ᤵᴗで英語による発表の⦎習をした。そして，඲員がクラスで発表し，ྛクラ
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。を進める力をつけることができたࡧオンラインを⏝いて，自୺的に学ࠐ

本校普通⛉文⣔㸱年㸵組 ᮧᐑộⳀさんが，内㛶ᗓが知ᕫ㈉⊩活動のຌ⦼を㢧ᙲする「ⱝ者・オࢨ・ࣈ・

イࣖー」において，⥲理大⮧表ᙲをཷ㈹した。これは，᪂ᆺコロナウィルス感ᰁᣑ大により外ฟ自⢔がồめ

られる中，ᆅᇦ㣧㣗ᗑのテイク࢔ウト物㈍の情報を発信する「㣗のまちᑠ὾テイク࢔ウト情報」を会員ไ交
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流サイト（ＳＮＳ）内に開設し，ᆅᇦに大きなᙳ㡪を୚えたຌ⦼がㄆめられた⤖果だ。昨年ᗘも，本校普通

⛉生徒がࠗ第㸲ᅇ඲国高校生Ｓ㹀㹎交流ࣇェ࢔Ｓ㹀㹎ࣕࢳレンジ࣡࢔ード 㞞࠘をཷ㈹するなど，普通⛉の

探究の成果がㄆめられている。今後，┈ࠎ普通⛉の探究が発展することを㢪う。 

ղ課題 

᪂ᆺコロナウィルスの感ᰁᣑ大にకい，㸲㹼㸳᭶は休校となった。そのため，本᮶であれば᭱ึのᤵᴗで

これからの探究活動についての࢞イダンスを行うことができなかったため，生徒に今後の探究活動について

の見通しをᣢたせることができなかった。 

また，１年生から取り組んできた探究活動を，ཷ験の⤖果により⤖ࡧつけるためには，㸱年間を見通した

さらなるカリ࢟ュラム開発がồめられる。 

 さらに，これまで本⛉目は英語によるプレゼンテーションのため英語⛉教員がᢸ当者であったが，文

⣔・理⣔のᑓ㛛性の面から考えて，理⣔の研究については理⛉の教員と，そして文⣔の研究については社会

⛉の教員それࡒれと連ᦠし，さらに研究を進めることができるようにしていきたい。 

 さらに，英語のプレゼンテーションについては，１年生，２年生の㡭からィ⏬的に英語のᤵᴗで取りධれ，

㸿㹊㹒と連ᦠし，よりより英語によるプレゼンテーションができるようにしていきたい。

㸳㸫㸯㸯 Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕᾏὒ᥈✲Ϫࠖ 

（㸯）⛉┠ࡢᴫせ（ࡣࢫࣂࣛࢩ㹆㹎ཧ↷） 

教⛉（⛉目） 探究（海ὒ探究Ϫ） ２༢఩ 対㇟学年・学⛉ 㸱年海ὒ⛉学⛉ 

学習の目標 

Ỉ⏘や海ὒに関する課題を設ᐃし，その課題の解Ỵをᅗる学習を通して，ᑓ㛛的な知

識とᢏ⾡の深化，⥲ྜ化をᅗるとともに，問題解Ỵの能力や自発的，๰㐀的な学習態ᗘ

を⫱てる。本⛉目では特に，課題研究のまとめとして論文のస成ཬࡧ英語での࣏スࢱー

ไస，発表活動を中心に行う中で目標を達成する。 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

発表や論文をまとめを実᪋する⛉目であるが，コロナのᙳ㡪により，シン࣏࢞ールやྎ‴の生徒との交流

はオンラインのみとなった。今年ᗘの改善点は，休校中にオンラインで英語での࣏スࢱーస〇指ᑟができた

点である。２年ḟでస成した࣏スࢱーを英ヂし，オンラインで発表⦎習を行った。発表⦎習では英語⛉༠力

を得ながら指ᑟした。᭱高学年として１，２年生の後㍮に研究を伝える機会をቑやすことができた。 

ղ課題 

英語での࣏スࢱー発表は，今後，海外の高校生や大学生と᥋する機会をどれだけቑやすことができるかが

᳨ウ事㡯であったが，ྎ‴をጞめ，オンラインでの発表機会をసることができた。今後も海外に行かࡎとも

英語での発表機会をቑやしたい。 

㸯 ௬ㄝ 

 ࠙௬ㄝ２ࠚ඲学⛉においてᆅᇦ㈨※を活⏝した探究学習を実践することで඲教⛉にᤵᴗ改善をἼཬさせ，୺

య的・対話的で深い学ࡧを実⌧する学校文化を㔊成することができる。 

㸰 ௬ㄝ検証ࡢࡵࡓࡢᐇ㊶ 

（１） 校内研ಟయไの඘実

（２） ᤵᴗ力・指ᑟ力ྥ上にྥけてのᤵᴗ互見

（㸱） 教員指ᑟ力ྥ上ዡບ事ᴗ

（㸲） 意識ㄪᰝと連動した校内研ಟ

３ 検証ࡵ࡜ࡲࡢ

今年ᗘは感ᰁᣑ大㜵Ṇを考៖し，┴をまたࡄ人の ᮶がไ㝈されたことにより，昨年までとは違ったᙧでの

◊✲㛤Ⓨෆᐜղ 

⤌ྲྀࡿࡵ㐍ࢆᤵᴗᨵၿࡓࡅྥ࡟⩦Ꮫ࡞඲ᰯయไ࡛୺యⓗ࣭༠ാⓗࠕ  ࠖ
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⤌ྲྀࡿࡵ㐍ࢆᤵᴗᨵၿࡓࡅྥ࡟⩦Ꮫ࡞඲ᰯయไ࡛୺యⓗ࣭༠ാⓗࠕ  ࠖ

取組となった。しかしその中でもオンライン等฼⏝し，඲校యไで୺య的・༠ാ的学習にྥけた取組を実᪋す

ることができた。 

今年ᗘは感ᰁᣑ大㜵Ṇのため㸴᭶のබ開研究ᤵᴗは行わ１１，ࡎ᭶に実᪋した。校外からの参加者はオンラ

インも含めて１１㸴ྡに上り，研究༠議ではከくの助言者から指ᑟを௮ࡂ，ᤵᴗ力ྥ上にྥけて᳨ウした。ま

た同᫬期に実᪋したබ開ᤵᴗ㐌間にはಖㆤ者にもᤵᴗをබ開した。 

ᤵᴗ互見においては１㸴のࢢループをᵓ成し，㸲人１組となり教⛉のᯟを㉸えて実᪋した。ᤵᴗ後の振り返

りではከくの意見が共有された。昨年ᗘ対㇟のᯟをⱝ手から඲教員にᗈげて２年目の取組であり，㌶㐨に஌っ

てきている。 

教員指ᑟ力ྥ上ዡບ事ᴗには昨年ᗘを上ᅇる㸳ࢳームが応ເ・᥇ᢥされた。外㒊㈨㔠を⋓得することによっ

て，教⛉教⫱に関する研究をࢳームで深めることができた。 

教⫱課⛬研究ではබẸ⛉において，௧࿴㸲年ᗘ開設ணᐃの「බ共」を見ᤣえた研究を行っている。今年ᗘは

ᑓ㛛ᐙの指ᑟのもとで理論的研究を行い，研究ᤵᴗを２ᅇ実᪋した。 

意識ㄪᰝと連動した校内研ಟについては，本年ᗘも学校設ᐃ⛉目「探究」におけるカリ࢟ュラム開発およࡧ

඲校యไでの教員間のコミュニティᙧ成を᳨ウした。㸴᭶にはᶓ὾国立大学の⬥本೺ᘯẶ，内⏣ὒ行の༠力を

得て，඲校教員を対㇟とした研ಟを実᪋した。１㸮᭶には，探究学習の指ᑟでᝎみをᢪえる教員を対㇟にᗙㄯ

会を開ദした。 

４ ௒ᚋࡢ課題 

 昨年からጞめた඲校యไでのᤵᴗ互見㐌間はᴫね好ホであり，その発展がồめられた。ᤵᴗ互見においては

長期休ᴗのᙳ㡪もあり，１ᅇの実᪋となったが，⥅⥆的なᤵᴗ力・指ᑟ力ྥ上を考えると年２ᅇの実᪋が好ま

しい。またᤵᴗを見学する際や振り返りをする際にテーマがあるとよりຠ果的な取組になるという指᦬もあっ

た。 

 意識ㄪᰝと連動した校内研ಟではデーࢱを⏝いた研ಟができたことがఱよりの成果である。しかしその⭾大

な㔞的デーࢱをどのように࿪ᄮするかが課題となった。今後はＳＳ㹆研究㒊員でその目的や᫂らかになった点

を⥥ᐦに☜ㄆした上で研ಟにのࡒむ必要があることが指᦬された。研ಟからᾋかࡧ上がった課題としては 

普通⛉の「探究」への満㊊ᗘや課題設ᐃ能力，解Ỵ力の伸長がややపいഴྥにあること，どの学⛉の生徒も生

徒の⯆࿡関心から課題設ᐃさせることの難しさであった。カリ࢟ュラムの見┤しや，学⛉を㉸えたඛ行研究の

共有が今まで௨上に必要になってきている。

㸳㸫㸯 ᰯෆ◊ಟయไࡢ඘ᐇ 

（㸯）┠ⓗ 

 ඲教⛉におけるᤵᴗの改善 

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

ձ බ㛤◊✲ᤵᴗ࡜◊✲༠㆟఍

１１᭶に実᪋した。ᤵᴗを参ほするほ点を２㸷年ᗘまでの「一人ࡦとりが深く学ࡪためのᤵᴗ࡙くり㹼深

い思考へとㄏう問いとは㹼」から㸱㸮年ᗘに「学ࡧの質や深まりをみとるホ౯とは」と設ᐃし┤し，㸱年目

の取組となった。校外からの参ほ者はオンラインも含めて１１㸴ྡに上った。教⫱学研究者や，指ᑟ୺事，

඲国で活㌍中の࢚࢟スパート教員など，ከᙬな助言者から指ᑟを௮ࡂ，ᤵᴗ力ྥ上にྥけての᳨ウを行った。 

研究会では，中ᮧ教㢌が校外からの参ほ者に対して本校の研究のᴫ要をㄝ᫂し，活発な質疑応答が交わさ

れた。

生物の研究ᤵᴗでは，㓟⣲解㞳᭤⥺について，生徒は୺య的・༠ാ的な学習活動を交えながら学んだ。研

究༠議には校外からも㸵ྡが参加し，本校教員も含めて㸱つのࢢループに分かれて，ᤵᴗのⰋかったとこࢁ・

改善点について共有した。その後ㅮᖌである⚟஭大学教⫱学㒊の大ᒣ฼ኵඛ生から᪂学習指ᑟ要㡿について

のお話を中心にㅮ⩏をཷけた。ᩘ学の研究ᤵᴗでは，２᭤⥺でᅖまれる㒊分の面✚をồめるᤵᴗが展開され

た。研究༠議には校外から㸲ྡが参加し，本校教員を含めて２つのࢢループに分かれて，Ⰻかった点，ᤵᴗ

者への質問等意見を共有した。その後ㅮᖌである高⏣学ᅬのᒾబ⣧ᕧඛ生から「ᤵᴗとはఱか」というテー

マのୗㅮ⩏をཷけた。
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඲教⛉ྜわせて外㒊から㸴１ྡの方が研究༠議に参加された。

ղ බ㛤ᤵᴗ㐌㛫㸪ᩍ⛉ຮᙉ఍ࡢᐇ᪋

１１᭶にはබ開ᤵᴗ㐌間を設け，඲校⫋員が㸱日間，ಖㆤ者にもᤵᴗをබ開し，研㛑を深めた。今年は感

ᰁ⑕ᣑ大㜵Ṇのためもあり，ಖㆤ者の᮶校は㸴ྡであった。 

後㏙する「ᤵᴗ互見」において，඲教⫋員が他教⛉を含むᤵᴗを参ほし，他教⛉教員と意見交換も行うこ

とで自身のᤵᴗ改善にᙺ立てた。教⛉ごとの取組としては，教⛉会等での勉強会を඘実させるよう，教⛉୺

௵と連ᦠしྜいながら取組を進めた。 

理⛉では学校設ᐃ⛉目「ᇶ♏⛉学」において教ㅍ 1 ྡ，実習教ㅍ 1 ྡによる㹒㹒ᤵᴗを展開しているが，

教⛉会においてᢸ当者によるミーティンࢢをẖ㐌行い，教ᮦの᳨ウを行った。特に今年ᗘは実験ჾලの取り

ᢅいについて感ᰁ⑕対⟇を意識した指ᑟを行った。そのためのᡴちྜわせを⥥ᐦに行った。 

ᩘ学では教⛉会の際に，ẖᅇᢸ当者を一人Ỵめて教ᮦやᤵᴗでの取組を共有している。今年ᗘは生徒の答

᱌を⏝いた難関大学対⟇の指ᑟ方ἲについても議論した。また年ᗘึ期においてはオンラインᤵᴗのᅾり方

についてよく議論を行い，ࢢーࢢル࢛ࣇームを౑った࢔ンケートやテストのやり方，動⏬のసり方について

ᖜᗈく考えや取組を共有した。1 年生ᢸ当の教員は教⛉会௨外にもẖ㐌 1 ᅇミーティンࢢの᫬間をᣢち，教

ᮦや目標の共有，学力の分ᯒを行った。 

なお年ᗘ当ึの᪂ᆺコロナウイルスのᙳ㡪による休校期間に関しては，教⛉を㉸えてオンラインᤵᴗの方

ἲについて，ᖜᗈく情報共有を行い，生徒の学ࡧをṆめないᕤኵを行った。

㸳㸫㸰 ᤵᴗຊ࣭ᣦᑟຊྥୖࡢ࡚ࡅྥ࡟ᤵᴗ஫ぢ࡚࠸ࡘ࡟ 

（㸯）┠ⓗ 

 ループでのᤵᴗ互見・意見交換を通し，ᤵᴗ力・指ᑟ力のྥ上をᅗるࢢ 

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

ձᑐ㇟⪅ࡧࡼ࠾ᣦᑟ⪅ 

  教⛉のᯟを㉸えた඲校教員(ㅮᖌ・実習助手含む)で１㸴のࢢループをᵓ成した。ྛ㒊㒊長などの࣋テラ

ン教員に「ᖌ⠊」，ＳＳ㹆・研究㒊員や中ሀ教員に「リーダー」，ⱝ手教員に「グ㘓ಀ」のᙺ๭を当て，１

つのࢢループはྛᙺ๭１ྡを含めた㸲㹼㸳ྡでᵓ成した。 

ղᐇ᪋᪉ἲ 

  「リーダー」୺ᑟのୗ，２学期中間考ᰝ後から期ᮎ考ᰝまでの期間を⏝いてࢢループ内でᤵᴗの互見を

実᪋し，「ᤵᴗ見学シート」に参考になった点，提᱌したい点をそれࡒれグ㘓する。ࢢループ඲員のᤵᴗ

を互見した後，「ᖌ⠊」からの助言を中心とした意見交換会を実᪋する。 

（３）検証࡜課題 

ձ検証 

ループの意見交換会のグ㘓から，ᤵᴗ者自身がᤵᴗで㔜視している点，⌧ᅾの課題点をᣲげたうえࢢྛ  

で，ࢢループ内の共通点に焦点を当て意見交換する，というഴྥがከく見られた。例えばࢢループ１では

「生徒のニーズ」がᤵᴗ者඲員に共通するテーマとしてᣲげられ，生徒がྛ教⛉にồめている学ࡧとはఱ

なのか，学年や進㊰によって必要な学ࡧはどうኚ化するのかというテーマで議論が行われていた。このよ

㡢楽⛉のᤵᴗ ᩘ学⛉の研究༠議 ᆅṔබẸ⛉のᤵᴗ
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うな議論から，生徒の教⛉に対する⯆࿡関心の高め方，進㊰実⌧にྥけた学力の高め方，またそれらの方

ἲを生徒の学習段㝵の中でどう㐺⏝していくのかが話しྜわれ，生徒の㸱年間の学習඲యを見ᤣえたᤵᴗ

࡙くりについて考えられていた。 

また１つのᤵᴗに対するྛ教員の視点のᕪが᫂☜化しており，それらを共有することでᤵᴗほを深めら

れているグ㏙がከく見られた。ࢢループ㸲においては，スライドを⏝いたㄝ᫂を行っていた社会⛉のⱝ手

教員に対し，詳⣽なㄝ᫂ができている཯面，情報㔞の過ከを指᦬する場面があった。スライドを฼⏝する

ことでᯈ᭩の᫬間を▷⦰し解ㄝの᫬間を長くとることができるが，生徒がᤵᴗ᫬間内に↓理なく理解でき

る㓄៖も必要であるという᪂たな視点の⋓得であった。 

さらに，教⛉のᯟを㉸えた意見交換が行われているグ㏙もከく見られた。特にከくのࢢループで話しྜ

われていた事㡯は㹇㹁㹒機ჾ(特に今後ᑟධணᐃのࣈࢱレット➃ᮎ)やオンライン教ᮦの活⏝ἲについて

であった。ࢢループ㸱においては，య⫱のᤵᴗにおけるࣈࢱレット➃ᮎの有ຠな活⏝方ἲを考᱌すること

に困難を♧していたが，᪤にᑟධをጞめている教員から౑⏝方ἲ᱌の助言(ここではయ⫱実ᢏにおいて自

分のయの動きを᧜ᙳし，改善方ἲを自୺的に考えるᮦᩱとする᱌)をཷけるなど，今後のᤵᴗ方ἲのኚ化

に対応するための情報共有が行われていた。 

意見交換をᐈほ的なᤵᴗのみとりや඲教⛉に共通する課題についての共有・考察に繋げられており，有

┈な意見交換が実᪋できたといえる。⥅⥆を望むኌがከい。 

ղ課題 

  今年ᗘはコロナウイルスのᙳ㡪で学校が㸴᭶開ጞとなり，互見ᤵᴗが後期１ᅇのみの実᪋となった。⥅

⥆的なᤵᴗ力・指ᑟ力のྥ上のため年２ᅇの実᪋が望ましい。また，ࢢループごとに意見交換の方ྥ性の

ᕪが見られた。同᫬期(１１᭶)に実᪋されるබ開ᤵᴗにおけるテーマ(今年ᗘであれば「学ࡧの質や深ま

りをみとるホ౯とは」)と本取組を⤖ࡧつけ，ᤵᴗ互見においてఱを㔜視す࡭きか，どのような議論をす

 。きかをある⛬ᗘ事前に教員඲యで共有するなど，本取組の目的をより᫂☜化する必要がある࡭

㸳㸫３ ᩍဨᣦᑟຊྥୖዡບ஦ᴗࡢᐇ᪋ 

（㸯） ┠ⓗ

教員の自୺的な研究活動を促進し, ᤵᴗ改善の一助とする。

（㸰） ᐇ᪋ෆᐜ

本事ᴗは，ึ等中等教⫱にᦠわる教⫋員の自発的なᤵᴗ実践活動をᨭ᥼することにより，教⫋員のᤵᴗ実

践等の意欲の高ᥭをᅗるとともに，成果を普ཬすることで本┴教⫋員඲యの指ᑟ力ྥ上，本┴教⫱の振⯆に

㈨することを目的として，┴教ጤがເ集した事ᴗである。 

ＳＳ㹆・研究㒊が応ເ希望の教員に対するᨭ᥼を行うことで，自発的な事ᴗ実践が促進されている。ＳＳ

㹆に深く関ಀする⛉目を研究したいという意欲ある教員による㸳ࢳームが，応ເ・᥇ᢥされた（海ὒ⛉１，

英語⛉１，理⛉１，ⱝ手ᤵᴗ研究１，ඛ➃ᢏ⾡活⏝研究１）。外㒊㈨㔠を⋓得し教⛉教⫱に関する研究をࢳー

ムで深めることが，ྛ教⛉のᤵᴗ力ྥ上に大きくᐤ୚した。 

（㸱） 検証࡜課題

ᩍ⛉࣭ ༊ศ ◊✲課題 検証࡜課題 

海ὒ⛉ 

᭱᪂ᆺ実習⯪

⯧等の㹇㹁㹒

機ჾを生徒・ඣ

❺の୺య的学

にいかす方ࡧ

ἲの研究 

Ỉ中ドローンを᧯సし，教員が海中のᫎീを᧜ᙳした。このᫎീをᤵ

ᴗで活⏝したことで，よりලయ的にかつイ࣓ージのしやすい教ᮦを生徒

に提♧することができた。今後は，Ỉ中ドローンを教員だけでなく，生

徒にも᧯సしてもらいたいと考えており，そのための機ჾのㄪ達やᯟ組

みを᪂たに設ᐃする必要があると振り返る。ḟ年ᗘ௨㝆，長期的に㹇㹁

㹒機ჾの活⏝とそれを฼⏝したᤵᴗの開発を᳨ウしていくணᐃである。 

英語⛉ 

生徒が୺య的

に学ࡪᤵᴗ࡙

くりのための

᭶に１ᅇ大学のㅮ⩏をཷㅮし，ホ౯を考えるためのᇶ♏知識を得るこ

とができた。その知識をもとに，୺ほ的ではなく，ᐈほ的なホ౯を行う

ためのルーࣈリックのస成にも取り組むことができ，そのᇶ‽స成のプ
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ホ౯のᅾり方

の研究 

ロࢭスを研究ᤵᴗでも実践的に行うことができた。教ᮦのシェ࢔や共同

開発，ᐃ期的な校内研ಟ会は昨年ᗘからᘬき⥆き実᪋することができ，

今後も英語教⫱の指ᑟ力ྥ上に㔜点を⨨いて取り組んでいきたい。 

理⛉ 

୺య的な生徒

物理実験の開

発と研究㹼㹇

㹁㹒機ჾを✚

ᴟ的に活⏝し

た実験᭩㹼 

「㟁㌴の⛣動を⏝いた㏿さと᫬間と㊥㞳 ᐃ」「㡢㏿ ᐃ」「୙᫂な㡢

ཫの振動ᩘ ᐃ」の㸱つの実験᭩をస成し，ヨ験的に生徒実験を行った。

例えば「୙᫂な㡢ཫの振動ᩘ ᐃ」では，課題のみを提♧し，機ჾの㑅

ᢥとその౑⏝方ἲそのものを生徒に考えさせた。実験後，⤖果だけでな

く実験機ჾの౑⏝方ἲについても議論がおき，ྛࢢループとも୺య的に

実験を考察することができた。今後は，この࡯かの実験についても生徒

が୺య的に学ࡪことができる実験᭩の開発に取り組みたい。 

ⱝ手ᤵᴗ

研究 

校内ᤵᴗ研究

会およࡧ実践

グ㘓を通した

ⱝ手教ᖌのᑓ

㛛性開発 

ᤵᴗ研究に関する本をいくつか㉎ධし，ಶูで行うᤵᴗ研究から，ᑓ

㛛⫋としての教ᖌを⫱て，成長し⥆けるためのコミュニティーᙧ成とそ

のᅾり方を提♧することができた。᭶に１ᅇⱝ手教ᖌ特有のᝎみを 1年

目㹼㸱年目が共有することで，身近なඛ㍮と後㍮との関ಀをᵓ⠏するこ

とができ，௨前よりお互いに話しやすくなった。今後は，この会の目的

や᫬間のไ⣙，教員の㈇ᢸ等を⢭ᰝしていき，⥅⥆的に実᪋できるよう

にしていきたい。 

ඛ➃ᢏ⾡

活⏝研究 

レットをࣈࢱ

活⏝した「୺య

的な対話によ

り思考を深め

る」ᤵᴗの๰㐀

（㹇㹁㹒） 

㹊㹋Ｓ(GoogleClassroom，ロイロࣀート)の違いと㹍Ｓ（iPad と

windowsPC，クロームࣈック）の違いによる教⫱ຠ果・ᴗົ改善ᗘの᳨ド

を行った。⌧状，ᴗົのຠ⋡化や生徒間の意見共有をする際の容᫆さと

いうほ点から，ロイロࣀートが GoogleClassroom よりもඃ఩にసᴗでき

ることを᫂らかにし，生徒の୺య的な対話の実⌧やより深い思考の深ま

りをᅗれている。今後は，クロームࣈック඲面฼⏝開ጞにྥけて，より

Ⰻい฼⏝の௙方をさらに᳨ウしたい。 

㸳㸫４ ព㆑ㄪᰝ࡜㐃ືᰯࡓࡋෆ◊ಟ࡚࠸ࡘ࡟ 

（㸯）┠ⓗ 

本校では昨年ᗘより学校設ᐃ⛉目「探究」におけるカリ࢟ュラム改善を

行うこと，およࡧ඲校యไでの教員間のコミュニティをᙧ成することを目

的として，ᶓ὾国立大学と内⏣ὒ行との共同研究で開発した質問⣬ㄪᰝに

よるᐃ㔞的分ᯒの⤖果を校内研ಟを通じて共有している。質問⣬では，生

徒には「探究」の学習過⛬における行動・意識やその生徒がもつ学習ほ等

の意識を聞き，教員には生徒に対する理解，指ᑟ方ἲ，教員間の連ᦠ・༠

力，指ᑟయไのほ点に関する意識を聞くことで⌧状把握を行うことを目的

としている。 

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

 ᮏᖺᗘᰯࡢෆ◊ಟࡣ⤌ྲྀࡢ௨ୗࡢ㸰ᅇ࡛ࠋࡿ࠶ 

ձ௧࿴２年㸳᭶に඲校生徒・ᢸ当教員に対して行った「探究」についての

質問⣬ㄪᰝのデーࢱをඖに，௧࿴２年㸴᭶２㸱日に共同研究を行っている

ᶓ὾国立大学教⫱学研究⛉高ᗘ教⫋実践ᑓᨷ෸教ᤵ ⬥本೺ᘯẶ，内⏣ὒ

行の༠力を得て，඲校教員を対㇟に研ಟ会を実᪋した。研ಟ内容としては，

ෑ㢌に⬥本Ặからのデーࢱ分ᯒの⤖果の解ㄝがあったのちに，普通⛉・海

ὒ⛉・探究⛉のᢸ当教員をΰᅾさせたྛࢢループにて「課題設ᐃ・解Ỵ力」

に焦点をあてて，お互いが感じている課題やうまくいっているとこࢁ，改

善点について意見交換を行った。 

ղ௧࿴２年１㸮᭶㸶日にはＳＳ㹆・研究㒊㒊員の࿧ࡧかけにより，探究学習の指ᑟでᝎみをᢪえている教員
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ホ౯のᅾり方

の研究 

ロࢭスを研究ᤵᴗでも実践的に行うことができた。教ᮦのシェ࢔や共同

開発，ᐃ期的な校内研ಟ会は昨年ᗘからᘬき⥆き実᪋することができ，

今後も英語教⫱の指ᑟ力ྥ上に㔜点を⨨いて取り組んでいきたい。 

理⛉ 

୺య的な生徒

物理実験の開

発と研究㹼㹇

㹁㹒機ჾを✚

ᴟ的に活⏝し

た実験᭩㹼 

「㟁㌴の⛣動を⏝いた㏿さと᫬間と㊥㞳 ᐃ」「㡢㏿ ᐃ」「୙᫂な㡢

ཫの振動ᩘ ᐃ」の㸱つの実験᭩をస成し，ヨ験的に生徒実験を行った。

例えば「୙᫂な㡢ཫの振動ᩘ ᐃ」では，課題のみを提♧し，機ჾの㑅

ᢥとその౑⏝方ἲそのものを生徒に考えさせた。実験後，⤖果だけでな

く実験機ჾの౑⏝方ἲについても議論がおき，ྛࢢループとも୺య的に

実験を考察することができた。今後は，この࡯かの実験についても生徒

が୺య的に学ࡪことができる実験᭩の開発に取り組みたい。 

ⱝ手ᤵᴗ

研究 

校内ᤵᴗ研究

会およࡧ実践

グ㘓を通した

ⱝ手教ᖌのᑓ

㛛性開発 

ᤵᴗ研究に関する本をいくつか㉎ධし，ಶูで行うᤵᴗ研究から，ᑓ

㛛⫋としての教ᖌを⫱て，成長し⥆けるためのコミュニティーᙧ成とそ

のᅾり方を提♧することができた。᭶に１ᅇⱝ手教ᖌ特有のᝎみを 1年

目㹼㸱年目が共有することで，身近なඛ㍮と後㍮との関ಀをᵓ⠏するこ

とができ，௨前よりお互いに話しやすくなった。今後は，この会の目的

や᫬間のไ⣙，教員の㈇ᢸ等を⢭ᰝしていき，⥅⥆的に実᪋できるよう

にしていきたい。 

ඛ➃ᢏ⾡

活⏝研究 

レットをࣈࢱ

活⏝した「୺య

的な対話によ

り思考を深め

る」ᤵᴗの๰㐀

（㹇㹁㹒） 

㹊㹋Ｓ(GoogleClassroom，ロイロࣀート)の違いと㹍Ｓ（iPad と

windowsPC，クロームࣈック）の違いによる教⫱ຠ果・ᴗົ改善ᗘの᳨ド

を行った。⌧状，ᴗົのຠ⋡化や生徒間の意見共有をする際の容᫆さと

いうほ点から，ロイロࣀートが GoogleClassroom よりもඃ఩にసᴗでき

ることを᫂らかにし，生徒の୺య的な対話の実⌧やより深い思考の深ま

りをᅗれている。今後は，クロームࣈック඲面฼⏝開ጞにྥけて，より

Ⰻい฼⏝の௙方をさらに᳨ウしたい。 

㸳㸫４ ព㆑ㄪᰝ࡜㐃ືᰯࡓࡋෆ◊ಟ࡚࠸ࡘ࡟ 

（㸯）┠ⓗ 

本校では昨年ᗘより学校設ᐃ⛉目「探究」におけるカリ࢟ュラム改善を

行うこと，およࡧ඲校యไでの教員間のコミュニティをᙧ成することを目

的として，ᶓ὾国立大学と内⏣ὒ行との共同研究で開発した質問⣬ㄪᰝに

よるᐃ㔞的分ᯒの⤖果を校内研ಟを通じて共有している。質問⣬では，生

徒には「探究」の学習過⛬における行動・意識やその生徒がもつ学習ほ等

の意識を聞き，教員には生徒に対する理解，指ᑟ方ἲ，教員間の連ᦠ・༠

力，指ᑟయไのほ点に関する意識を聞くことで⌧状把握を行うことを目的

としている。 

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

 ᮏᖺᗘᰯࡢෆ◊ಟࡣ⤌ྲྀࡢ௨ୗࡢ㸰ᅇ࡛ࠋࡿ࠶ 

ձ௧࿴２年㸳᭶に඲校生徒・ᢸ当教員に対して行った「探究」についての

質問⣬ㄪᰝのデーࢱをඖに，௧࿴２年㸴᭶２㸱日に共同研究を行っている

ᶓ὾国立大学教⫱学研究⛉高ᗘ教⫋実践ᑓᨷ෸教ᤵ ⬥本೺ᘯẶ，内⏣ὒ

行の༠力を得て，඲校教員を対㇟に研ಟ会を実᪋した。研ಟ内容としては，

ෑ㢌に⬥本Ặからのデーࢱ分ᯒの⤖果の解ㄝがあったのちに，普通⛉・海

ὒ⛉・探究⛉のᢸ当教員をΰᅾさせたྛࢢループにて「課題設ᐃ・解Ỵ力」

に焦点をあてて，お互いが感じている課題やうまくいっているとこࢁ，改

善点について意見交換を行った。 

ղ௧࿴２年１㸮᭶㸶日にはＳＳ㹆・研究㒊㒊員の࿧ࡧかけにより，探究学習の指ᑟでᝎみをᢪえている教員

を対㇟にᗙㄯ会を開ദした。普通⛉・海ὒ⛉・探究⛉，඲ての学⛉から指

ᑟᢸ当教員２㸮ྡ࡯どが集まり，お互いが日ࠎ探究の指ᑟにおいてᢪえて

いるᝎみや問題点を共有しྜい，解Ỵ⟇を考えた。 

（３）検証࡜課題 

ලయ的なᩘ್デーࢱをྛ教員が✺きྜわせて᳨ウしたことによって，本

校がᢪえる課題を共有することができた。ලయ的には探究⛉・海ὒ⛉とẚ

㍑して普通⛉の「探究」への満㊊ᗘや課題設ᐃ能力，解Ỵ力の伸長がややపいഴྥにあること，どの学⛉に

おいても生徒の⯆࿡関心から課題設ᐃさせることの難しさなどを☜ㄆできた。そうした課題への解Ỵ⟇とし

て，カリ࢟ュラム面では普通⛉の探究の᫬間を㐌２᫬間にቑやすことや，ᨭ᥼⎔ቃ面ではᢸ当教員の㓄⨨を

ቑやすことなどが提᱌された。また課題設ᐃ能力の⫱成に関しては海ὒ⛉が取り組んでいるඛ㍮たちの探究

の参↷や指ᑟ教員と༠ാでの論文のㄞみ取りなどを他の学⛉でも行うとⰋいのではないかといった提᱌があ

った。昨年と異なり，඲校教員に対㇟をᗈげた研ಟ会となったが，事後の࢔ンケートでは， 

・このテーマで⫋員඲員参加の研ಟが行えること，㦫く࡭き成果だと思います。

・今ᅇのように，海ὒ・理ᩘ探究ご指ᑟのඛ生からお話が聞けると，たくさん参考にさせていただくことが

できるので，とてもこのような機会は㈗㔜だと思いました。ありがとうごࡊいました。

・ⓙさんおᛁしいでしࡻうが今ᅇのようなᑠ人ᩘの話しྜいはⰋいと思いました。また，教⛉も分かれてい

たのでⰋかったと思います。また実᪋してୗさい。

௨上のようなኌを聞くことができ，一ᐃの満㊊感を☜ㄆできた。また改めて඲校教員が「探究」の意⩏ 

を☜ㄆし，学校としてᢪえる課題を共有する機会となった。 

 課題としては，⭾大かつᑓ㛛的な㔞的デーࢱの⤖果をいかに共有し，今後の「探究」の指ᑟの改善に 

活かしていくかという点がᣲげられる。今年ᗘはＳＳ㹆・研究㒊の㒊員がྛࢢループの࢓ࣇシリテーࢱーව

ㄪᰝ⤖果の解ㄝ者として㓄⨨されたが，㝈られた᫬間のなかで⤖果を共有し，議論を展開する点にやや難し

さがあった。᮶年ᗘはこうした研ಟ会の中᰾となる教員間での事前ᡴちྜわせも඘実させていく必要がある

と考える。例えば，㒊会の᫬間を活⏝し，まࡎはㄪᰝがどういった目的でఱが᫂らかになったのかという根

本についての理解や，ಶูのᩘ್デーࢱがあらわす意࿡などを୎ᑀに共有する必要がある。その後，研ಟ会

自యの≺いや目的，コンࢭプトの共有化をᅗるといった段㝵を㋃む必要がある。また研ಟ会後のྛࢢループ

での内容の共有も㔜要である。ྛ参加者から聞かれた意見を改めて㒊会で共有し，今後のカリ࢟ュラム改善

に活かしていく流れをసっていくことが必要である。 

㸯 ௬ㄝ 

࠙௬ㄝ１ࠚ課題研究の᭦なる඘実にྥけ，㸱ケ年にわたる段㝵的・⣔統的な指ᑟཬࡧホ౯方ἲとホ౯ᇶ‽の

స成からなるカリ࢟ュラム開発を実践することで，୺య的な態ᗘで⛉学的・ᩘ学的に解Ỵྍ能な課

題を設ᐃし解Ỵする能力，᭦には見通しをもったィ⏬立᱌やࡩり返りができる内省的な態ᗘ，他者

との関ಀ性を⠏き対話的に物事を進める㈨質，研究に対する౑࿨感や೔理ほなど⛉学ᢏ⾡人ᮦとし

てồめられる高ḟの㈨質・能力を⫱むことができる。 

㸰 ௬ㄝࡢ検証ࡢࡵࡓࡢᐇ㊶ 

（１）༞ᴗ後の生徒のホ౯の᳨ウ 

（２）質問⣬ㄪᰝによるホ౯の᳨ウ 

（㸱）ホ౯ᇶ‽表の見┤し 

（㸲）教員のコミュニティసり 

３ 検証ࡵ࡜ࡲࡢ 

平成２㸷年ᗘより，第１期のホ౯ᇶ‽表を⏝いたホ౯の省察，ホ౯研究会の実᪋，༞ᴗ生のインࣅࢱュー

ㄪᰝとその分ᯒを開ጞしている。本年ᗘも，特に㸲つの取組を⥅⥆し開発を行った。 

◊✲㛤Ⓨෆᐜճ

㛤Ⓨࠖࡢ‽ホ౯ᇶ࡜᪉ἲࡢホ౯࡞᭷ຠ࡟ࡵࡓࡴ⫱ࢆ㈨㉁࣭⬟ຊࡢ㧗ḟࠕ
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１つ目が，༞ᴗ生のインࣅࢱューㄪᰝの分ᯒ⤖果をもとにした省察である。本年ᗘも⌧㇟学における本質

ほ取の手ἲを⏝いて，インࣅࢱューㄪᰝとその分ᯒを進めた。その⤖果から探究学習の過⛬で自ᕫホ౯を୎

ᑀに行うことが自らの㈨質・能力の࣓ࢱㄆ知につながること等が᫂らかになった。 

２つ目が，質問⣬ㄪᰝによる探究的な学習をしている生徒の㔞的ホ౯研究である。本年ᗘ㸳᭶の生徒への

本ㄪᰝの⤖果をᇶにクラスࢱー分ᯒ・ᅇᖐ分ᯒ等を行い，本校が⫱成を目指す「課題設ᐃ能力」のためには

「課題の社会㈉⊩性」等を生徒に意識させながらᨭ᥼を行うことの㔜要性が᫂らかになった。 

㸱つ目が，ホ౯ᇶ‽の見┤し・㐠⏝である。平成㸱㸮年ᗘ，ホ౯ᇶ‽の大ᖜな見┤しを行い，本年ᗘはそ

れをᇶにホ౯を実᪋した。 

㸲つ目が，教員のコミュニティ࡙くりである。本年ᗘは㸴᭶に開発内容ղ㸳㸫㸲「意識ㄪᰝと連動した校

内研ಟ」を඲教員で実᪋し，１㸮᭶にもまた学校設ᐃ⛉目「探究」のᢸ当者を中心に，୺య的に自らのᢸ当

する⛉目をࡩりかえり，ホ౯していくミニ学習会を開くなど集ᅋసりを⥅⥆して行うことがฟ᮶た。研ಟや

学習会ではそれࡒれの⛉目における問題点やうまくいっている点などを共有すると共に，ྛ⛉目ᢸ当者が自

୺的に議題をᣢちᐤり，ᤵᴗ改善をつなげることができた。 

４ ௒ᚋࡢ課題 

１つ目に，昨年ᗘにᘬき⥆き，༞ᴗ生のインࣅࢱューㄪᰝの実᪋ཬࡧ分ᯒ⤖果の活⏝である。生徒のグ᠈

にṧっていることは生徒自らが୺య的・自୺的に取組んだことであるが，それには㸳㸫㸱「⥲ᣓ的ホ౯，ᙧ

成的ホ౯方ἲの᳨ウ」で᫂らかになっているように，課題研究の自ᕫホ౯後の教員の指ᑟが大きく関わる。

これらの⤖果をいかし，今後もᤵᴗ改善を実᪋したい。 

２つ目に，意識ㄪᰝ㡯目の⢭㑅とクラスࢱー分ᯒ等の㐠⏝である。より㡯目を⢭㑅し⤖果のᩚྜ性・ጇ当

性を高めたい。またその⤖果をカリ࢟ュラム改善につなげていきたい。また分ᯒ⤖果を⏝いたຠ果的な教員

研ಟ会の改善までのࣔデルを᏶成させたい。 

㸱つ目に，ホ౯ᇶ‽のጇ当性の᳨ウにおいては，ᘬき⥆き，ᆅᇦや研究者など外㒊によるホ౯も⥅⥆した

い。またホ౯の᫬期やホ౯の௙方について教員間で共有していくことが必要である。⥲ᣓ的なホ౯について 

論文をホ౯する取組をᐃ着させていきたい。 

㸲つ目は，教員のコミュニティのᙧ成である。本年ᗘ，学校設ᐃ⛉目「探究」について୺య性をᣢって༠

議し，必要に応じてホ౯やそれにᇶ࡙くᤵᴗ内容やカリ࢟ュラムの᳨ウを༠議できる୺య的なコミュニティ

を඲教員にᗈげることができた。ḟ年ᗘも，コミュニティのᙧ成を促す௙組み࡙くりについて研究を⥅⥆し

ていきたい。

㸳㸫㸯 ༞ᴗᚋࡢ⏕ᚐࡢホ౯ࡢ検ウ 

 ㄪᰝ࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖

(㸯)┠ⓗ 

⌧㇟学における本質ほ取の手ἲを⏝いて，ＳＳ㹆の教⫱活動を実᪋した༞ᴗ生がどのようにኚ容し，学ࡧ

を⥅⥆・発展させているのか，᫂らかにすること，ホ౯の成果をカリ࢟ュラムやᤵᴗ改善につなげていくこ

とを目的とする。 

(㸰)ᐇ᪋ෆᐜ 

生徒のグ㏙およࡧ༞ᴗ後のインࣅࢱューを㸴㸮分実᪋，文Ꮠ㉳こしし，文❶から，学ࡧの本質的なᵓ㐀を

把握(本質ほ取)するために，得られた㈨質，能力を᥎察し，どのような活動や⫼ᬒが学習過⛬にᏑᅾしたか

を学習経験として᭩きおこし，ホ౯した。 

(３)検証࡜課題 

ձ検証 

ＳＳ㹆１㹼㸵期生(平成２㸱年ᗘ㹼２㸷年ᗘධ学生)からインࣅࢱューを行なった。 

今年ᗘ実᪋した༞ᴗ生は，௧࿴ඖ年ᗘ༞ᴗ生の２࡭㸷ྡ，理ᩘ探究⛉２ྡ，海ὒ⛉学⛉２㸵ྡである。 

「高校᫬௦にグ᠈にṧっていることは」と言う質問に対して本ㄪᰝ対㇟༞ᴗ生の２㸷ྡ中２㸳ྡが「課題

研究」とᅇ答した。昨年ᗘの⤖果と同ᵝに課題研究について詳⣽をよくグ᠈しており，自らが୺య的に取組

んだことをグ᠈していた。課題研究とᣲげなかった生徒㸲ྡにおいては，生徒会活動や㒊活動，ධヨにおけ
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１つ目が，༞ᴗ生のインࣅࢱューㄪᰝの分ᯒ⤖果をもとにした省察である。本年ᗘも⌧㇟学における本質

ほ取の手ἲを⏝いて，インࣅࢱューㄪᰝとその分ᯒを進めた。その⤖果から探究学習の過⛬で自ᕫホ౯を୎

ᑀに行うことが自らの㈨質・能力の࣓ࢱㄆ知につながること等が᫂らかになった。 

２つ目が，質問⣬ㄪᰝによる探究的な学習をしている生徒の㔞的ホ౯研究である。本年ᗘ㸳᭶の生徒への

本ㄪᰝの⤖果をᇶにクラスࢱー分ᯒ・ᅇᖐ分ᯒ等を行い，本校が⫱成を目指す「課題設ᐃ能力」のためには

「課題の社会㈉⊩性」等を生徒に意識させながらᨭ᥼を行うことの㔜要性が᫂らかになった。 

㸱つ目が，ホ౯ᇶ‽の見┤し・㐠⏝である。平成㸱㸮年ᗘ，ホ౯ᇶ‽の大ᖜな見┤しを行い，本年ᗘはそ

れをᇶにホ౯を実᪋した。 

㸲つ目が，教員のコミュニティ࡙くりである。本年ᗘは㸴᭶に開発内容ղ㸳㸫㸲「意識ㄪᰝと連動した校

内研ಟ」を඲教員で実᪋し，１㸮᭶にもまた学校設ᐃ⛉目「探究」のᢸ当者を中心に，୺య的に自らのᢸ当

する⛉目をࡩりかえり，ホ౯していくミニ学習会を開くなど集ᅋసりを⥅⥆して行うことがฟ᮶た。研ಟや

学習会ではそれࡒれの⛉目における問題点やうまくいっている点などを共有すると共に，ྛ⛉目ᢸ当者が自

୺的に議題をᣢちᐤり，ᤵᴗ改善をつなげることができた。 

４ ௒ᚋࡢ課題 

１つ目に，昨年ᗘにᘬき⥆き，༞ᴗ生のインࣅࢱューㄪᰝの実᪋ཬࡧ分ᯒ⤖果の活⏝である。生徒のグ᠈

にṧっていることは生徒自らが୺య的・自୺的に取組んだことであるが，それには㸳㸫㸱「⥲ᣓ的ホ౯，ᙧ

成的ホ౯方ἲの᳨ウ」で᫂らかになっているように，課題研究の自ᕫホ౯後の教員の指ᑟが大きく関わる。

これらの⤖果をいかし，今後もᤵᴗ改善を実᪋したい。 

２つ目に，意識ㄪᰝ㡯目の⢭㑅とクラスࢱー分ᯒ等の㐠⏝である。より㡯目を⢭㑅し⤖果のᩚྜ性・ጇ当

性を高めたい。またその⤖果をカリ࢟ュラム改善につなげていきたい。また分ᯒ⤖果を⏝いたຠ果的な教員

研ಟ会の改善までのࣔデルを᏶成させたい。 

㸱つ目に，ホ౯ᇶ‽のጇ当性の᳨ウにおいては，ᘬき⥆き，ᆅᇦや研究者など外㒊によるホ౯も⥅⥆した

い。またホ౯の᫬期やホ౯の௙方について教員間で共有していくことが必要である。⥲ᣓ的なホ౯について 

論文をホ౯する取組をᐃ着させていきたい。 

㸲つ目は，教員のコミュニティのᙧ成である。本年ᗘ，学校設ᐃ⛉目「探究」について୺య性をᣢって༠

議し，必要に応じてホ౯やそれにᇶ࡙くᤵᴗ内容やカリ࢟ュラムの᳨ウを༠議できる୺య的なコミュニティ

を඲教員にᗈげることができた。ḟ年ᗘも，コミュニティのᙧ成を促す௙組み࡙くりについて研究を⥅⥆し

ていきたい。

㸳㸫㸯 ༞ᴗᚋࡢ⏕ᚐࡢホ౯ࡢ検ウ 

 ㄪᰝ࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖

(㸯)┠ⓗ 

⌧㇟学における本質ほ取の手ἲを⏝いて，ＳＳ㹆の教⫱活動を実᪋した༞ᴗ生がどのようにኚ容し，学ࡧ

を⥅⥆・発展させているのか，᫂らかにすること，ホ౯の成果をカリ࢟ュラムやᤵᴗ改善につなげていくこ

とを目的とする。 

(㸰)ᐇ᪋ෆᐜ 

生徒のグ㏙およࡧ༞ᴗ後のインࣅࢱューを㸴㸮分実᪋，文Ꮠ㉳こしし，文❶から，学ࡧの本質的なᵓ㐀を

把握(本質ほ取)するために，得られた㈨質，能力を᥎察し，どのような活動や⫼ᬒが学習過⛬にᏑᅾしたか

を学習経験として᭩きおこし，ホ౯した。 

(３)検証࡜課題 

ձ検証 

ＳＳ㹆１㹼㸵期生(平成２㸱年ᗘ㹼２㸷年ᗘධ学生)からインࣅࢱューを行なった。 

今年ᗘ実᪋した༞ᴗ生は，௧࿴ඖ年ᗘ༞ᴗ生の２࡭㸷ྡ，理ᩘ探究⛉２ྡ，海ὒ⛉学⛉２㸵ྡである。 

「高校᫬௦にグ᠈にṧっていることは」と言う質問に対して本ㄪᰝ対㇟༞ᴗ生の２㸷ྡ中２㸳ྡが「課題

研究」とᅇ答した。昨年ᗘの⤖果と同ᵝに課題研究について詳⣽をよくグ᠈しており，自らが୺య的に取組

んだことをグ᠈していた。課題研究とᣲげなかった生徒㸲ྡにおいては，生徒会活動や㒊活動，ධヨにおけ

るཷ験勉強のయ験を語った。こちらについても昨年ᗘまでの⤖果と同ᵝの内容をᣲげていたが，㸲ྡ中うち

㸱ྡについては，質問により課題研究について問いたが，課題研究で得られた㈨質能力について語ることは

なかった。詳⣽な᳨ウが必要ではあるが，㈨質能力を᫂☜に♧している生徒は，学習経験の෌⌧で，自ᕫホ

౯の場面を詳⣽に語り，᥎⸀ධヨやᚿ望理⏤᭩の指ᑟについても語っていた。一方，ヱ当の㸱ྡは，自ᕫホ

౯の取組が෌⌧した学習経験からも見ることができなかった。 

ճ 課題

⌧ᅾ，本年ᗘまでのデーࢱを集⣙し，ホ౯方ἲの☜立を目指している。本年ᗘは⚟஭大学で，┳ㆤ学や教

⫱学分㔝を中心に⌧㇟学的な視点で質的分ᯒを実᪋している臨ᗋの⌧㇟学会での報࿌ཬࡧ指ᑟ助言をணᐃし

ていたが，コロナの自⢔によりᘏ期となった。今後，オンラインでの指ᑟ助言をணᐃしており，探究学習に

おける質的なホ౯方ἲとして⌧㇟学的な手ἲを᮶年ᗘをめどに☜立，提᱌したい。

㸳㸫㸰 ㉁ၥ⣬ㄪᰝࡿࡼ࡟ホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 

（㸯）┠ⓗ 

 学校設ᐃ⛉目「探究」の学習過⛬における行動・意識やその生徒がそもそもᣢっている学習ほ等を質問⣬

ㄪᰝによりᐃ㔞的に分ᯒし，教員についても，教員の生徒に対する理解，教員の指ᑟ方ἲ，教員間の連ᦠ・

༠力，指ᑟయไのほ点に関する意識を，質問⣬ㄪᰝによりᐃ㔞的に把握し分ᯒを通して，⌧状把握を行い，

生徒の学ࡧと教員の指ᑟのᅉ果関ಀ等を㔞的࢔プローࢳにより᫂らかにし，カリ࢟ュラムホ౯につなげる。 

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

 本校では㸱㸮年ᗘから，ᶓ὾国立大学教⫱学研究⛉高ᗘ教⫋実践ᑓᨷ෸教ᤵ ⬥本೺ᘯẶ，内⏣ὒ行と質

問⣬についての共同研究を開ጞした。௧࿴２年ᗘは昨年ᗘの１２᭶と㸱᭶の᳨ウ会を経て改善・ಟṇした質

問⣬ㄪᰝを㸳᭶およࡧ㸷᭶に඲校生徒を対㇟として実᪋した。 

 質問⣬は生徒⏝は㸱㒊ᵓ成でձ「学習ほ」ղ「「探究」での行動」ճ「「探究」で身についた㈨質・能力」，

教ᖌ⏝はձ「探究のᤵᴗ設ィ」ղ「「探究」での行動」ճ「「探究」で生徒に身についたと思う㈨質・能力」

մ「探究のホ౯」յ「探究のᤵᴗでの他の教員との関わり」の㸳㒊ᵓ成とした。 

（３）検証࡜課題 

 㸳᭶のㄪᰝの⤖果，ྛ学年・ྛ学⛉についての㡯目ごとの㔞的なデーࢱをとることができた。そのなかで

も本年ᗘは特に，本校が「探究」のᤵᴗで目標としている「課題設ᐃ能力」について分ᯒを行った。㸴᭶に

実᪋した本校ＳＳ㹆・研究㒊員とᶓ὾国立大学・⬥本Ặ，内⏣ὒ行との研ಟ会で᫂らかになったことは，「課

題設ᐃ能力」の⫱成については「課題設ᐃ前のデーࢱ分ᯒ」「課題の自ᕫ設ᐃ」「課題の社会㈉⊩性」「課題の

理解」の㸲点の関わりが大きいことであった。このなかでも「課題の社会㈉⊩性」を生徒に意識させながら

課題設ᐃのᨭ᥼を行うことが「課題設ᐃ能力」の⫱成に関わってくることは一つの発見になった。この⤖果

については開発内容ղ㸳㸫㸲「意識ㄪᰝと連動した校内研ಟ」の㡯目で㏙࡭たように，඲教員を対㇟とした

校内研ಟというᙧで活かすことができ，教員の「探究」への理解や関心を高めることができた。 

また１２᭶およ１ࡧ᭶に実᪋した本校ＳＳ㹆・研究㒊員とᶓ὾国立大学・⬥本Ặとの研ಟ会では昨年ᗘ㸳

᭶と㸷᭶のㄪᰝデーࢱを活⏝し，ẚ㍑᳨ウしたが，඲య的なഴྥとしてはከくの質問㡯目において得点のྥ

上が見られた。これらから探究学習を１年から㸱年へとサイクルをᅇしていく中で生徒の「学習ほ」や「「探

究」での行動」，「㈨質・能力」にṇのᙳ㡪が見られることが᫂らかになった。一方で，学⛉ごとに見ると特

ᚩが見られた。例えば，本校が目標にᥖげる「課題設ᐃ能力」に関わる㡯目で言えば，海ὒ⛉学⛉と国際探

究⛉は「課題の自ᕫ設ᐃ」，「課題の理解」，「課題の社会㈉⊩性」，「課題のඛ行事例ㄪᰝ」といった㸲㡯目で

の平ᆒ್がྥ上している一方で，普通⛉は「課題の社会㈉⊩性」のみでの平ᆒ್のྥ上にとどまり，理ᩘ探

究⛉では「課題の自ᕫ設ᐃ」，「課題のඛ行事例ㄪᰝ」の㡯目で平ᆒ್がୗがるという⌧㇟が見られた。平ᆒ

್がῶ少した理ᩘ探究⛉について詳⣽に見ていくと「課題の自ᕫ設ᐃ」に関してはもともと 5点中の㸲㸬㸳

点と平ᆒ್自యが高く，ῶ少したと言っても㸲㸬㸲点と高得点と⥔ᣢしている。一方で「課題のඛ行事例ㄪ

ᰝ」に関しては平ᆒ್が㸱㸬㸴点から㸱㸬２点までῶ少しており，国際探究⛉およࡧ海ὒ⛉学⛉は同㡯目で

の平ᆒ್が㸲㸬２点あることから，そのᕪは１点におよࡧこの点で理ᩘ探究⛉は課題があることがわかった。

こうした⤖果がฟた⫼ᬒには，㸱年᫬の「探究」内容が関わっている。今年ᗘ当ึは特にコロナ禍というこ
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ともあり，生徒たちの活動がไ㝈された。そのなかでᕷᙺᡤにᨻ⟇提᱌をしたり，ᆅᇦ活性化のイ࣋ントを

開ദしたり，実社会にฟていくことがከい文⣔生徒は改めて，この状況の中でఱができるかを考える必要が

あった。一方で理⣔生徒は２年᫬にࡰ࡯実験が᏶஢しており，㸱年᫬はその⤖果を論文にする段㝵であった。

こうした事情もあり，文⣔と理⣔生徒での「課題設ᐃ能力」の㡯目でᕪがฟたと考えられる。しかし，理⣔

生徒は実験が⤊஢しているとはいえ，論文にまとめていくにあたって，ඛ行研究を参↷する必要はある。「課

題設ᐃ能力」に関わる㡯目の中でも「課題のඛ行事例ㄪᰝ」の平ᆒ点が本校では඲య的にపく，課題がある

といえる。⌧ᅾはどちらかと言えば，生徒のやりたいことや⯆࿡関心からጞめていることがከいが，ＳＳ㹆

校としてのඛ㍮たちの取組の⵳✚もཌくなってきている本校では，ᚑ᮶通り生徒の⯆࿡関心を大ษにしつつ，

一方でඛ行研究を参↷する᫬間も༑分に☜ಖし，その⯆࿡関心を「探究」としてどのように఩⨨࡙けること

ができるかを考えていく必要があるのではないかと考える。この点については᮶年ᗘの指ᑟで改善していく

必要がある。 

課題としては，２点ある。1 つ目は，意識ㄪᰝの⤖果を校内研ಟにより有ຠなᙧで活かしていくことであ

る。本年ᗘはึめて඲教員を対㇟とした研ಟを実᪋できたが，」㞧かつ大㔞のデーࢱをいかに提♧し，どの

ように論点をᐃめるかなど，㔞的ㄪᰝの⤖果をより有ຠに活⏝できるような校内研ಟのあり方を考えていく

必要がある。２つ目は，ホ౯㡯目のスリム化およྜࡧ目的化である。⌧ᅾのホ౯㡯目（質問事㡯）はከく，

ㄪᰝにも᫬間がかかる。こうしたㄪᰝは長期的に生徒の経年ኚ化を分ᯒしていくうえでは有ຠであるが，▷

期的なᤵᴗ改善に㈨するという点では改善のవᆅがある。そのため，ྛ学年・ྛ学⛉のᢸ当教員らが生徒の

実態や指ᑟの実態を㋃まえた࣎トム࢔ップᆺの質問㡯目をస成し，┤᥋的にᤵᴗ改善につなげていけるよう

なㄪᰝのᅾり方も᳨ウが必要である。

㸳㸫３ ⥲ᣓⓗホ౯㸪ᙧᡂⓗホ౯᪉ἲࡢ検ウ 

（㸯）┠ⓗ 

⫱てる࡭き㈨質・能力を᫂らかにすることを目的に，昨年ᗘまでに第一期でస成したホ౯ᇶ‽表について，

生徒に理解しやすいように語ᙡの㏣加や᪂たなホ౯つ‽の㏣加など改善を㔜ねてきた。 

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

昨年ᗘは，改善したホ౯ᇶ‽表でホ౯を行い，ホ౯のしやすさや㈨質能力を཯ᫎするか᳨ドを行った。本

年ᗘは，඲学⛉でホ౯ᇶ‽の対㇟となる研究ࣀートの౑⏝をᚭᗏさせ，さらにホ౯ᇶ‽表のᙧ成的，⥲ᣓ的

ホ౯の自ᕫホ౯の場面における㐠⏝方ἲについてㄪᰝ᳨ウした。 

（３）検証࡜課題 

ձ検証 

 研究ࣀートの౑⏝について，඲学⛉で౑⏝を実᪋した。昨年ᗘまでは，学⛉ごとによって౑⏝状況が異な

っていたが，本年ᗘから඲学⛉で౑⏝し，研究ࣀートのグ㏙ཬ࣏ࡧスࢱーのグ㏙のኚ化をもとに，ᙧ成的ホ

౯を実᪋できた。᳨ドの⤖果，海ὒ⛉学⛉においては学ࡧに対する自୺的，୺య的な態ᗘは，平ᆒ㸲.㸵点，

⛉学的な問題へのᐃᘧ化とその解Ỵは，平ᆒ㸲.㸳点，ᣢ⥆ྍ能な開発発展という視点から見たᆅᇦの問題ㄆ

識の深さは，㸲㸬㸴点，社会的㈐௵と研究者೔理は，㸲.２点であった。おおむね，他の学⛉においてもホ౯

ᇶ‽表のᩘ್は同ᵝであった。 

 課題研究の自ᕫホ౯後の指ᑟにおいて，自ᕫホ౯の場面における教員と生徒の対話グ㘓を取り，分ᯒをし

た。教員の指ᑟは ，生徒の学ࡧにᐤりῧいながら生徒と対話し，生徒の自ᕫホ౯におけるつまࡎきや活動で

得られた㈨質能力を⤖ࡧつけ，᫂☜にするᨭ᥼を実᪋することにより，生徒の自ᕫホ౯能力がྥ上し，それ

によりᙧ成的に活動のホ౯を行い，ḟの学ࡧに୺య的につなげる㔜要なᙺ๭を果たしていることを᫂らかに

することができた。 

ղ課題 

課題は２つある。 

１つ目は，自ᕫホ౯の場面における指ᑟの改善である。本年ᗘのㄪᰝ⤖果をもとに，指ᑟ教員が生徒の自

ᕫホ౯の⤖果における対話を実᪋し，活動から得られた㈨質能力や୙㊊している点を᫂☜にするやり取りを

実᪋したい。 
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ともあり，生徒たちの活動がไ㝈された。そのなかでᕷᙺᡤにᨻ⟇提᱌をしたり，ᆅᇦ活性化のイ࣋ントを

開ദしたり，実社会にฟていくことがከい文⣔生徒は改めて，この状況の中でఱができるかを考える必要が

あった。一方で理⣔生徒は２年᫬にࡰ࡯実験が᏶஢しており，㸱年᫬はその⤖果を論文にする段㝵であった。

こうした事情もあり，文⣔と理⣔生徒での「課題設ᐃ能力」の㡯目でᕪがฟたと考えられる。しかし，理⣔

生徒は実験が⤊஢しているとはいえ，論文にまとめていくにあたって，ඛ行研究を参↷する必要はある。「課

題設ᐃ能力」に関わる㡯目の中でも「課題のඛ行事例ㄪᰝ」の平ᆒ点が本校では඲య的にపく，課題がある

といえる。⌧ᅾはどちらかと言えば，生徒のやりたいことや⯆࿡関心からጞめていることがከいが，ＳＳ㹆

校としてのඛ㍮たちの取組の⵳✚もཌくなってきている本校では，ᚑ᮶通り生徒の⯆࿡関心を大ษにしつつ，

一方でඛ行研究を参↷する᫬間も༑分に☜ಖし，その⯆࿡関心を「探究」としてどのように఩⨨࡙けること

ができるかを考えていく必要があるのではないかと考える。この点については᮶年ᗘの指ᑟで改善していく

必要がある。 

課題としては，２点ある。1 つ目は，意識ㄪᰝの⤖果を校内研ಟにより有ຠなᙧで活かしていくことであ

る。本年ᗘはึめて඲教員を対㇟とした研ಟを実᪋できたが，」㞧かつ大㔞のデーࢱをいかに提♧し，どの

ように論点をᐃめるかなど，㔞的ㄪᰝの⤖果をより有ຠに活⏝できるような校内研ಟのあり方を考えていく

必要がある。２つ目は，ホ౯㡯目のスリム化およྜࡧ目的化である。⌧ᅾのホ౯㡯目（質問事㡯）はከく，

ㄪᰝにも᫬間がかかる。こうしたㄪᰝは長期的に生徒の経年ኚ化を分ᯒしていくうえでは有ຠであるが，▷
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㸳㸫３ ⥲ᣓⓗホ౯㸪ᙧᡂⓗホ౯᪉ἲࡢ検ウ 

（㸯）┠ⓗ 
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（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 
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㸳㸫㸯 㸵᭶ᐇ᪋ ◊✲஺ὶ఍ࠗ㧗ᰯ⏕⎔ቃࡢ࣒࣮࢛࠘ࣛࣇᐇ㊶ 

（㸯）┠ⓗ 

 ⚟஭┴内およࡧ໭近␥ᆅ༊をはじめとする඲国の高校生がⱝ⊃に集い，「⎔ቃ」の分㔝における研究発表

会およࡧ研ಟ会の実᪋を通して，「⎔ቃ」分㔝に関する理解を深めるとともに研究成果の発信力を高める。 

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

期日㸸௧࿴２年㸵᭶１㸶日（ᅵ） 

会場㸸⚟஭┴立ⱝ⊃高等学校 ྛ教ᐊ 

対㇟㸸⚟஭┴内，໭近␥ᆅ༊をはじめとする඲国の高等学校の生徒ཬࡧ教

⫋員，ྎ‴・ࣇィリࣆンの高校生ཬࡧ教⫋員 

（３）ᐇ᪋᪉ἲ 

 生徒による発表は，日本語で発表・質疑応答を行うࢢループと，英語で

発表・質疑応答を行うࢢループに分かれ，それࡒれูスケジュールで進行した。事前に希望ㄪᰝを行い，英

語での発表の意ᚿのある生徒を英語ࢢループに振り分けた。今年ᗘはコロナウイルス感ᰁ対⟇として１２教

ᐊに分㔝ูに分かれ，1 教ᐊあたりの人ᩘをไ㝈した。見学のみの生徒については事前にྛ教ᐊの発表内容

を提♧し，見学したい教ᐊの希望ㄪᰝを実᪋したうえで見学する教ᐊを指ᐃした。 

ձ᪥ᮏㄒ࡛ࡢⓎ⾲ࣉ࣮ࣝࢢ 

࢔ ඲యⓎ⾲

本研究発表会に発表者として参加する生徒඲యの中から，特に研究内容がඃ⚽であるとㄆめられた㸱ࢢル

◊✲㛤Ⓨෆᐜմ 

 ࠖ㊶ᐇࡢ࣒࣮࢛࠘ࣛࣇ஺ὶ఍ࠗ㧗ᰯ⏕⎔ቃ✲◊ࠕ
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ープが௦表として，日本語での参加者඲యにྥけて研究発表を行った。発表は，発表者がྛ校本㒊から㹘㹍

㹍㹋でスライドを⏬面共有し，㹎㹁を᧯సしながらཱྀ㢌発表を行うというᙧᘧで実᪋された。 

࢖ ศ㔝ูⓎ⾲

 ྛ教ᐊにそれࡒれ㹘㹍㹍㹋の㹇㹂を発行し，発表者はスライドを⏬面共有して校外からの参加者が発表を

㜀ぴできるようにし，さらにその㹎㹁の⏬面を教ᐊのスクリーンにᢞᙳすることで┤᥋発表を㜀ぴする本校

生徒にも発表内容を提♧できるようにした。 

ղⱥㄒ࡛ࡢⓎ⾲ࣉ࣮ࣝࢢ 

࢔ ඲య఍

生物ከᵝ性に関するミニㅮ⩏（ㅮᖌ㸸⌰⌫大学理学㒊生物⣔ ライマー ジェームス෸教ᤵ）

英語ࢢループ分⛉会でのディスカッションの前に「生物ከᵝ性」についてのミニレクࣕࢳーに඲員が参

加した。Ἀ⦖┴の海ὒ生物⎔ቃの⌧状について学ࡧ，分⛉会での⎔ቃについてのディスカッションにつな

げた。

࢖ ศ⛉఍（ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ）

英語ࢢループは㸱教ᐊに分かれ，英語での意見交換をした。海外からはࣇィリࣆン２校，ྎ‴２校の参

加があり，㹘㹍㹍㹋での交流を行った。ࣇィリࣆン，ྎ‴，日本はともに海にᅖまれたᓥ国であり，それ

。Ⰻい機会となったࡪれの国・ᆅᇦの状況を知り，⎔ቃについてともに考え，ከ面的に学ࡒ

࢘ ศ⛉఍（◊✲Ⓨ⾲఍）

ᘬき⥆きྛ㸱教ᐊで，外国人ㅮᖌ２ྡ，海外参加生徒２㸱ྡ，海外参加教員㸱ྡと本校生徒が参加し，

課題研究成果発表を通してのࢭッションが行われた。ྛ教ᐊ㸲㹼㸳ࢢループによる発表は，１ࢢループの

ᣢち᫬間が発表１㸮分，質疑応答㸳分，す࡭て英語で行われた。海外参加の生徒ࡩりかえりによると，発

表を⫈いて他のࢢループの研究方ἲを取りධれ自分たちの方ἲを見┤したいとか，英語力や研究手ἲにつ

いて学ࡧがከいと᭩かれていた。海外参加者からは，楽しかったというኌがከかった。

（４）検証࡜課題 

ձ検証 

 㸱年生が発表者だったこともあり，生徒はこれまでの探究学習の集大成として高レ࣋ルの発表を行い，ㅮ

ᖌからも高いホ౯をཷけていた。また見学した１，２年生には㸱年生の研究方ἲや発表のᕤኵを自分たちの

探究学習に取りධれようとする姿勢が見られ，学校඲యでの探究的な能力のྥ上が期ᚅできる。 

英語で参加した生徒は，海外からの参加者と交流し視㔝をᗈげたいという意欲をᣢっていた。しかし発表

内容を༑分に伝えられなかった・理解できなかったという生徒が࡯とんどであり，より実践的な英語能力を

身につける必要性を実感した生徒がከᩘいた。また，海外生徒のプレゼン方ἲのᕤኵに着目している生徒も

みられたため，ࡂこちないながらも交流する౯್はあったと考えられる。また，ࣇィリࣆン・ྎ‴・日本の

᫬ᕪは１᫬間で，㹘㹍㹍㹋等を౑い交流するにはお互いに᫬間的な↓理がなく，交流ඛとの᫬ᕪの問題がな

いことは⥅⥆していくうえでプラスになる。海外の参加校は一ᵝに⥅⥆的な同ᵝの交流を望んでいる。 

発表テーマ一ぴ 

カカシのຠ果᳨ド ⱝ⊃高等学校 

マイクロプラスࢳックに関する研究 㟷᳃高等学校 

ゼࣈラࣇィッシュを౑った人のຠ⋡のⰋい学習⎔ቃ 高ᚿ高等学校 

発表のᵝᏊ 発表のᵝᏊ 質疑応答
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ղ課題 

࢔ ◊✲Ⓨ⾲ࡢᐇ᪋᪉ἲ࡚࠸ࡘ࡟

 ྛ生徒の発表が高いレ࣋ルで行われているのに対し，他の生徒への質疑応答がᾘᴟ的であり，参加者同士

の交流の少なさが目立った。ㅮᖌとして参加された⚟஭大学㝃ᒓ国際ཎᏊ力ᕤ学研究ᡤのἨె伸教ᤵは，疑

問をᣢち質疑応答を通じて意見交換することの㔜要性をㅮホの際に㏙࡭ていた。生徒のさらなる探究的な能

力のྥ上のため，ከᵝな分㔝に⯆࿡・疑問をᣢつ意識࡙くりや発言しやすい⎔ቃ࡙くりが必要である。 

 今年ᗘは感ᰁ⑕対⟇のため発表の࡯とんどが㹘㹍㹍㹋を通して実᪋された。㐲方の学校とも᫬間・㊥㞳の

ไ㝈を᭱ᑠ㝈にとどめ，容᫆に交流が実⌧したことは大きな成果であった。生徒もその有⏝性を実感したよ

うである。一方で，ᢏ⾡的トラࣈルが発生した際の対ฎἲや，┤᥋཯応が得られないことによる発表しにく

さについては改善が必要である。今後は研究発表がオンラインで開ദされるケースがቑ加することがண᝿さ

れるため，本研究会を 1つのࣔデルとし，より෇⁥な実᪋方ἲを考᱌することが課題となる。 

イ 生徒の研究内容とホ౯ᇶ‽について

探究⛉学ϩおよࡧ海ὒ探究ϩの⌧行

のホ౯ᇶ‽は第 1期に設ᐃしたもので

ある。「ホ౯ᇶ‽ղ⛉学的な問題へのᐃ

ᘧ化とその解Ỵ」にᇶ࡙き，生徒の研

究において௬ㄝの⛉学的᳨ドが達成さ

れているかどうかをホ౯しているが，

生徒の研究発表においては開発(実験

⿦⨨や㣗ရ)と実態ㄪᰝ活動(生物・⎔ቃㄪᰝにおけるᇶ♏的なデーࢱ཰集)の２点に㔜点が⨨かれていた。ㅮ

ᖌとして参加された大㜰教⫱大学教⫱学㒊のඵ⏣ᖾᜨ෸教ᤵは，開発と実態ㄪᰝ活動の２点が生徒の研究の

楽しみ・動機௜けとなっており，「ホ౯ᇶ‽ձ学ࡧに対する自୺的，୺య的な態ᗘ」を⫱成していると㏙࡭て

いた。しかし一方で，ホ౯ᇶ‽ղとの୧立が難しく，⌧ᅾのホ౯ᇶ‽では開発・実態ㄪᰝ活動の意࿡௜けが

できないという指᦬をཷけた。ホ౯ᇶ‽ձղを୧立できるように指ᑟ方ἲをಟṇする，もしくは開発・実態

ㄪᰝ活動をホ౯できるようにホ౯ᇶ‽をኚ᭦することを᳨ウしていく必要がある。 

㸳㸫㸰 㸰᭶ ⱝ⊃㧗ᰯ㹑㹑㹆◊✲Ⓨ⾲఍ 

（㸯）┠ⓗ 

 ⚟஭┴立ⱝ⊃高等学校において取り組んできた「社会探究Ⅰ」，「探究⛉学Ⅰ」，「探究⛉学ϩ」，「海ὒ探究

Ⅰ」，「海ὒ探究ϩ」，「探究Ⅰ」，「探究ϩ」について，成果等を発表・බ開し，今後の事ᴗ᥎進に㈨する。 

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

期日㸸௧࿴㸱年２᭶１㸱日（ᅵ） 

会場㸸⚟஭┴立ⱝ⊃高等学校 ྛ教ᐊ 

ձཱྀ㢌Ⓨ⾲ࡢ㒊（ 㸷᫬３㸮ศ㹼㸯㸰᫬㸯㸮ศ） 

発表生徒㸸２年理ᩘ探究⛉・国際探究⛉・海ὒ⛉学⛉・普通⛉ 

会  場㸸ⱝ⊃高校 教ᐊ・視⫈ぬᐊ等 ２１会場 

日  ⛬㸸㸷᫬㸱㸮分 開会行事・ཱྀ㢌発表 

 １２᫬ ㅮホ 

ղ࣏࣮ࢱࢫⓎ⾲ࡢ㒊（㸯３᫬㸰㸮ศ㹼㸯㸳᫬㸰㸮ศ） 

発表生徒㸸２年理ᩘ探究⛉・国際探究⛉・海ὒ⛉学⛉・普通⛉ 

１年文理探究⛉・海ὒ⛉学⛉・普通⛉ 

会  場㸸ⱝ⊃高校 １ྕ㤋ྛ教ᐊ(１㹼㸱㝵) 

日  ⛬㸸１㸱᫬２㸮分 集ྜ・会場ᩚഛ 

１㸱᫬２㸳分 開会行事(ㅮᖌ⤂௓・ㅖὀ意) 

１㸱᫬㸱㸮分 ࣏スࢱー発表(２㸮分�㸲) 

１㸳᫬１㸮分 㛢会行事(ㅮホ) 

探究⛉学ϩ・海ὒ探究ϩ ホ౯ᇶ‽(第１期設ᐃ) 

ձ学ࡧに対する୺య的な態ᗘ

ղ⛉学的な問題へのᐃᘧ化とその解Ỵ

ճᣢ⥆ྍ能な開発という視点から見たᆅᇦの問題意識の深さ

մ社会的㈐௵と研究者೔理
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（３）検証࡜課題 

 昨年ᗘからのኚ᭦点として，༗前中のཱྀ㢌発表を඲校生徒で実᪋することがᣲげられる。ྛ学⛉・文理ู

に分かれ，２年生඲員が発表者，１年生඲員が見学者となる。これは普通⛉・海ὒ⛉学⛉の生徒も含めた඲

校生徒に対して，より高ᗘなプレゼンテーション能力のಟ得を目的としている。これにより２年生はスライ

ドを⏝いたプレゼンテーションと，࣏スࢱーを⏝いた発表の୧方をయ験することとなり，同ᵝの研究内容で

もそれࡒれ異なったまとめ方・発表方ἲのᕤኵが必要となる。探究ᢸ当教員はそれࡒれの発表ᙧᘧのᕪを᫂

☜化し指ᑟに当たる必要がある。また 1年生については，２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して

探究活動に対する意欲を高め，ḟ年ᗘの探究活動の指針࡙くりの機会となることを期ᚅする。 

 また今年ᗘは感ᰁ⑕対⟇のため，校外からの᮶校者をㅮᖌのみに㝈ᐃし，⚟஭┴外にᅾఫのㅮᖌについて

は㹘㹍㹍㹋での参加を౫㢗する。会場についてもయ⫱㤋などの大会場は౑⏝せࡎ，ྛ教ᐊで１教ᐊあたりの

人ᩘをไ㝈して実᪋する。１教ᐊあたりの人ᩘが少ᩘでも，大会場と同ᵝの活発な質疑応答と交流が行われ

るよう，発表⎔ቃのᩚഛが必要である。 

ཱྀ㢌発表では１㸮㸮テーマ，࣏スࢱー発表では１㸶㸲テーマの発表をணᐃしている。 

㸯 ௬ㄝ 

࠙௬ㄝ㸱ࠚ研究交流会「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」の生徒自身による㐠Ⴀや海外連ᦠ校との共同課題研究・成

果発表会をྛ国生徒と༠ാ㐠Ⴀする取組を通して，ᆅᇦ社会・国際社会の発展に㈉⊩しようという౑࿨感や

国際性が⫱まれ，ᆅᇦと世界を⤖ࡪ⛉学人ᮦの⫱成につながる。 

㸰 ௬ㄝ検証ࡢࡵࡓࡢᐇ㊶ 

（１）ྎ‴２㸮２㸮㹇㹋㹊㹄㸿参加 

（２）ＳＳ㹆海外⛉学研ಟ 

（㸱）ࣇィリࣆン・シン࣏࢞ール研究交流会実᪋ 

（㸲）サイ࢚ンス・ダイ࢔ロࢢ参加 

３ 検証ࡵ࡜ࡲࡢ 

今年ᗘは᪂ᆺコロナウィルス感ᰁ⑕により，実際に海外の方と会うことはできなかった。これを⿵う࡭く，

オンラインでの交流を行った。オンライン上で交流することはึめての場ྜがከく，ᢏ⾡的な問題など，課

題がᒣ✚みであった。しかし，オンラインでの交流の機会をᣢてたことで，海外の方との交流を⤯えࡎ行う

ことができた。この取組により，ᵝࠎな国の生徒が同じᆅ⌫ᕷẸであることを意識した上で，ᣢ⥆ྍ能で平

࿴なᆅᇦ社会・国際社会の発展に㈉⊩しようとする社会のᢸい手として大きく成長した。 

サイ࢚ンス・ダイ࢔ロࢢについては，第一ᅇは休校期間中であったため，オンラインによる交流となった。

ึめてのオンライン上での交流であったが，生徒からは好ホであった。オンラインでの海外の方との交流の

ྍ能性を感じさせる会となった。第二ᅇ，第୕ᅇでは，本校にㅮᖌをお㏄えし，英語によるㅮ⩏をཷけた。

研究について学ࡧを深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となった。 

マイクロプラスࢳックに関する共同研究については，オンライン上での参加となったが，「ྎ‴２㸮２㸮

㹇㹋㹊㹄㸿」に参加し，自身の研究を英語でᇽࠎと発表することができた。 

ン・シン࣏࢞ール研究交流会においては，今年ᗘはオンライン上での交流となり，互いの研究のࣆィリࣇ 

発表と質疑応答を行った。そして，「コロナウィルスでの経験を今後どう生かすか」というテーマで，互いの

経験を話しྜった。これにより，国際性のさらなる⫱成につながった。 

 このように，今年ᗘの海外との交流は，඲てオンライン上で行った。ᢏ⾡的な問題など，ᵝࠎな問題があ

る中ではあった。しかし，外国に行くことができない中でも海外の方と交流を進めることができたことで，

連ᦠを進めることができた。 

４ ௒ᚋࡢ課題 

◊✲㛤Ⓨෆᐜյ 

㸪ࠗࡏࡉⓎᒎࢆᾏእ㐃ᦠࡢ࡜࣮࣏ࣝ࢞ࣥࢩ࣭࣓࢝ࣜ࢔ Think Green࠘ࢆඹ㏻࡚ࡋ࡜࣐࣮ࢸඹ㏻課題◊

✲㸪ࡢࡑࡧࡼ࠾ᡂᯝⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢᅜ㝿஺ὶ఍ࡢᐇ᪋ 
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（３）検証࡜課題 

 昨年ᗘからのኚ᭦点として，༗前中のཱྀ㢌発表を඲校生徒で実᪋することがᣲげられる。ྛ学⛉・文理ู

に分かれ，２年生඲員が発表者，１年生඲員が見学者となる。これは普通⛉・海ὒ⛉学⛉の生徒も含めた඲

校生徒に対して，より高ᗘなプレゼンテーション能力のಟ得を目的としている。これにより２年生はスライ

ドを⏝いたプレゼンテーションと，࣏スࢱーを⏝いた発表の୧方をయ験することとなり，同ᵝの研究内容で

もそれࡒれ異なったまとめ方・発表方ἲのᕤኵが必要となる。探究ᢸ当教員はそれࡒれの発表ᙧᘧのᕪを᫂

☜化し指ᑟに当たる必要がある。また 1年生については，２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して

探究活動に対する意欲を高め，ḟ年ᗘの探究活動の指針࡙くりの機会となることを期ᚅする。 

 また今年ᗘは感ᰁ⑕対⟇のため，校外からの᮶校者をㅮᖌのみに㝈ᐃし，⚟஭┴外にᅾఫのㅮᖌについて

は㹘㹍㹍㹋での参加を౫㢗する。会場についてもయ⫱㤋などの大会場は౑⏝せࡎ，ྛ教ᐊで１教ᐊあたりの

人ᩘをไ㝈して実᪋する。１教ᐊあたりの人ᩘが少ᩘでも，大会場と同ᵝの活発な質疑応答と交流が行われ

るよう，発表⎔ቃのᩚഛが必要である。 

ཱྀ㢌発表では１㸮㸮テーマ，࣏スࢱー発表では１㸶㸲テーマの発表をணᐃしている。 

㸯 ௬ㄝ 

࠙௬ㄝ㸱ࠚ研究交流会「高校生⎔ቃ࢛ࣇーラム」の生徒自身による㐠Ⴀや海外連ᦠ校との共同課題研究・成

果発表会をྛ国生徒と༠ാ㐠Ⴀする取組を通して，ᆅᇦ社会・国際社会の発展に㈉⊩しようという౑࿨感や

国際性が⫱まれ，ᆅᇦと世界を⤖ࡪ⛉学人ᮦの⫱成につながる。 

㸰 ௬ㄝ検証ࡢࡵࡓࡢᐇ㊶ 

（１）ྎ‴２㸮２㸮㹇㹋㹊㹄㸿参加 

（２）ＳＳ㹆海外⛉学研ಟ 

（㸱）ࣇィリࣆン・シン࣏࢞ール研究交流会実᪋ 

（㸲）サイ࢚ンス・ダイ࢔ロࢢ参加 

３ 検証ࡵ࡜ࡲࡢ 

今年ᗘは᪂ᆺコロナウィルス感ᰁ⑕により，実際に海外の方と会うことはできなかった。これを⿵う࡭く，

オンラインでの交流を行った。オンライン上で交流することはึめての場ྜがከく，ᢏ⾡的な問題など，課

題がᒣ✚みであった。しかし，オンラインでの交流の機会をᣢてたことで，海外の方との交流を⤯えࡎ行う

ことができた。この取組により，ᵝࠎな国の生徒が同じᆅ⌫ᕷẸであることを意識した上で，ᣢ⥆ྍ能で平

࿴なᆅᇦ社会・国際社会の発展に㈉⊩しようとする社会のᢸい手として大きく成長した。 

サイ࢚ンス・ダイ࢔ロࢢについては，第一ᅇは休校期間中であったため，オンラインによる交流となった。

ึめてのオンライン上での交流であったが，生徒からは好ホであった。オンラインでの海外の方との交流の

ྍ能性を感じさせる会となった。第二ᅇ，第୕ᅇでは，本校にㅮᖌをお㏄えし，英語によるㅮ⩏をཷけた。

研究について学ࡧを深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となった。 

マイクロプラスࢳックに関する共同研究については，オンライン上での参加となったが，「ྎ‴２㸮２㸮

㹇㹋㹊㹄㸿」に参加し，自身の研究を英語でᇽࠎと発表することができた。 

ン・シン࣏࢞ール研究交流会においては，今年ᗘはオンライン上での交流となり，互いの研究のࣆィリࣇ 

発表と質疑応答を行った。そして，「コロナウィルスでの経験を今後どう生かすか」というテーマで，互いの

経験を話しྜった。これにより，国際性のさらなる⫱成につながった。 

 このように，今年ᗘの海外との交流は，඲てオンライン上で行った。ᢏ⾡的な問題など，ᵝࠎな問題があ

る中ではあった。しかし，外国に行くことができない中でも海外の方と交流を進めることができたことで，

連ᦠを進めることができた。 

４ ௒ᚋࡢ課題 

◊✲㛤Ⓨෆᐜյ 

㸪ࠗࡏࡉⓎᒎࢆᾏእ㐃ᦠࡢ࡜࣮࣏ࣝ࢞ࣥࢩ࣭࣓࢝ࣜ࢔ Think Green࠘ࢆඹ㏻࡚ࡋ࡜࣐࣮ࢸඹ㏻課題◊

✲㸪ࡢࡑࡧࡼ࠾ᡂᯝⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢᅜ㝿஺ὶ఍ࡢᐇ᪋ 

このように，᪂ᆺコロナウィルス感ᰁ⑕ᣑ大により，海外に行くことができない中でも，オンラインによ

る交流を通し，海外校との連ᦠ඘実という課題については大きな成果を上げた。ただし，大きな課題がある。

それは，対面によるコミュニケーションとẚ㍑し，英語を聞き取ることが困難であることである。┤᥋的な

コミュニケーションでも英語による言語的㞀ᐖがあるのに，オンラインでの交流ではさらに聞き取りにくく

なる。さらに，オンライン上でのコミュニケーションではࢱイムラࢢがあることも，෇⁥なコミュニケーシ

ョンを㜼ᐖする要ᅉであった。これをඞ᭹するためには，今後英語⛉と連ᦠし，ᤵᴗの中でさらに英語によ

るコミュニケーションの機会を取りධれる必要がある。 

 また，昨年ᗘに⥆き，今年ᗘも࣓࢔リカ研ಟを実᪋することができなかった。࣓࢔リカ⌧ᆅとの連ᦠ校と

の⤎を㏵ษれさせないためにも，ᘬき⥆き連⤡を取りྜう必要があるࠋ

㸳㸫㸯 ྎ‴㸰㸮㸰㸮㹇㹋㹊㹄㸿ཧຍ࡚࠸ࡘ࡟ 

（㸯）┠ⓗ 

 についての研究成果を発表し交流する「2020「ミ問題ࢦ海ὒ」，リカ，日本の高校生が集まり࣓࢔，‴ྎ
International Marine Litter Forum of Adolescents（２㸮２㸮㹇㹋㹊㹄㸿）」に参加し，海ࢦミの⎔ቃへ

のᙳ㡪を話しྜい，理解を深める。また，その前後の活動を通して，⛉学的な知識やᢏ⾡への深い理解を促

すとともに，౑࿨感，༠ാ性，ᕷẸ性，国際性を⫱成することを目標とする。

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

日 ᫬㸸௧࿴２年１１᭶１２日

１㸵㸸㸮㸮（日本᫬間）㹼１㸷㸸㸮㸮（日本᫬間） Student Session 03 にて発表

会 場㸸ྎ‴国立⛉ᢏ༤物㤋（ⱝ⊃高校は Google Meet にて参加）

参加校㸸ᇶ㝯ᕷ立ᬮᬮ高⣭中学，᪂໭ᕷ立᪂ᗑ高⣭中学，ᇶ㝯ᕷ立ඵᩯ高⣭中学，ᇶ㝯ᕷ立中ᒣ高⣭中学，

ᇶ㝯ᕷ立Ᏻ楽高⣭中学，国立ᇶ㝯高⣭中学，国立ྎ中第一高⣭中学，国立中⯆大学㝃ᒓ高⣭中学，

Sage Hill 高校（࣓࢔リカカリ࢛ࣇルニ࢔ᕞ），ⱝ⊃高校 
ⱝ⊃高校発表者㸸海ὒ⛉学⛉ ２年生 １㸵ྡ，普通⛉（理⣔）２年生 ２ྡ

ⱝ⊃高校発表ࢱイトル一ぴ

１ Microplastics in daily necessities 

２ Adverse effects of plastic 

㸱 Collection and reuse of plastic 

㸲 Survey on microplastics contained in the body of cultured Iwagaki Oysters in Obama Bay 

㸳 To protect the treasure of the sea  

㹼Vertical microplastic distribution in Nishizuhama， Obama City㹼 

㸴 Survey of Microplastic on the Obama Bay surface 

㸵 Plastic in consideration of the disposal 

昨年ᗘ（௧࿴ඖ年ᗘ）にி㒔大学ⓒ࿘年᫬ィྎグᛕ㤋国際交流࣍ールにて，本校୺ദの「International 

Micro plastics Youth Conference ２㸮１㸷」を開ദした。今年ᗘは，ྎ‴国立海ὒ⛉ᢏ༤物㤋が࣍ストと

なり，第２ᅇ目にあたるࣘース会議（࢛ࣇーラム）がྎ‴国立⛉ᢏ༤物㤋（ྎ‴ᇶ㝯ᕷ）にて開ദされた。

当ึは，㸵᭶に開ദணᐃで，本校生徒も⌧ᆅでの発表をணᐃしていたが，コロナ禍のᙳ㡪で，࢛ࣇーラムは

１１᭶１２日㹼１㸱日にᘏ期となり，本校生徒は，Google Meet （ࣅデオ会議⏝ࢶール）を౑った参加とな

った。コロナ禍においての実᪋にはᵝࠎな‽ഛやᕤኵが必要であったが，開ദにこࡂ着け，本校生徒もリࣔ

ートにて参加した。 

（３）検証࡜課題 

ձ検証 

ーム一୸となっࢳە。について᳨ドしたࡧンケートのグ㏙をもとに，生徒自身の学࢔ーラム参加生徒࢛ࣇ

てఱかをやり㐙げる達成感と㈗㔜な経験ができた，ྎە‴の生徒の中にも∻⾃についてㄪ࡭ている人がいて，

研究సᴗが大ኚなことを共有できてよかった，ە今ᅇ発表したどのࢳームもᆅඖᑠ὾の⎔ቃ問題に┿๢にྥ
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きྜっていて，自分たちがこれからᑠ὾をኚえていくのだという気ᣢちになった，ەマスクカࣂーも㡬いて，

交流というものの楽しさを知ることができた，ە発表することで，違う視点から見ることができ，お互いを

高めྜい経験を✚み㔜ねられるので⣲ᩛだと思った，ەⱝ⊃高校にධ学するまでは，人とႅるのがⱞ手だっ

たが，たくさんの場で自分たちの研究を発表するうちに，人と話すのも人の話を⫈くのも得意になった，ە

交流会を通して一␒心にṧったことは，᭱後までみんなと༠力しながらできた。これらの内容より，活動を

通して౑࿨感，༠ാ性，ᕷẸ性，国際性を⫱成するという目標が達成できる活動であったと᳨ドする。生徒

たちは前ᅇよりも研究内容が伝わることを意識し英語で発表していて，発表᫬のᵝᏊからも生徒の意欲や意

識がྥ上していると感じとれた。マイクロプラスࢳックという共通の課題について国ቃを㉺えて研究するヨ

みは，ྎ‴の参加校が本校の研究テーマや手ἲを᥇⏝し研究を進めているᵝᏊも見られ，今後のᗈがりや⥅

⥆についてのྍ能性が感じられた。 

ղ課題 

リࣔートでの参加は，インࢱーࢿット⎔ቃᩚഛや機ჾトラࣈルに対応するᢏ⾡面のサ࣏ートが必要であり，

事前に཮方がఱᗘか☜ㄆをするసᴗが必要であった。会場（ྎ‴）が大きな࣍ールだったので，会場の࣓イ

ンのマイクは内容が聞き取りやすかったが，会場からの質問は，ኌがこもって聞き取るのが難しかった。生

徒同士の交流は実際に会うことができないので，リࣔートでは᫬間も㝈られていて深めることは難しい。᮶

年ᗘもこの状況が⥆くとリࣔートで行うことになるが，ィ⏬を立てるのに難しさを感じる。しかし，᳨ドに

グ㏙したように生徒同士の研究交流の経験が生徒たちに大きな成長の機会を୚え，研究への動機࡙けにもな

っていて，国際性・༠ാ性だけではなく，ᕷẸ性や౑࿨感も⫱成している活動であることも事実である。ᐃ

期的にᑠさな交流の機会をቑやすことで，リࣔートでも学ࡧが深まっていくと௬ᐃし，ḟ年ᗘ௨㝆に᳨ドし

ていきたい。

㸳㸫㸰 㹑㹑㹆ᾏእ⛉Ꮫ◊ಟ 

（㸯）┠ⓗ 

国際的に活㌍する理ᩘ⣔人ᮦの⫱成のために，大きく௨ୗの㸱点を目的に実᪋する。 

ձ ᆅᇦと世界を⤖ࡪ⛉学ᢏ⾡人ᮦを⫱成する。

ղ 研ಟ中，ならࡧにその前後に行うᵝࠎな活動を通して，⛉学的実験ᢏἲの習得とὙ⦎をする。

ճ ᆅᇦ社会・国際社会の発展に㈉⊩しようという⛉学者としての౑࿨感や国際性，⛉学的ㅖ課題の設ᐃ・

解Ỵ能力等の㈨質・能力を⫱む。

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

今年ᗘは᪂ᆺコロナウィルス感ᰁᣑ大のため，実᪋できなかった。 

㸳㸫３ ࣮࣏ࣝ࢞ࣥࢩ࣭ࣥࣆࣜ࢕ࣇ◊✲஺ὶ఍࡚࠸ࡘ࡟ 

（㸯）┠ⓗ 

・海外の研究連ᦠ校との研究交流を通じて，文化の異なる他者と交流し，国際的な視点から物事をとらえ，

考える力を養う。

・研究交流での発表や質疑応答を通じて，実践的に英語のコミュニケーション力を養う。

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ

期日  ௧࿴２年ᗘ１２᭶１㸴日（Ỉ）１２㸸㸳㸳 㹼 １㸲㸸㸱㸳

場ᡤ ⱝ⊃高校（オンラインでの実᪋）

対㇟ ⱝ⊃高校２年１組 ２２ྡ

デラサル・リパ高校（ࣇィリࣆン）１㸶ྡ  

ＮＵＳ High School of Mathematics and Science（シン࣏࢞ール）㸵ྡ 

 今年ᗘはコロナウィルスにより，シン࣏࢞ールへの研ಟ᪑行が中Ṇとなってしまったため，オンラインを

通じて㸱校の交流を深める機会を設けた。生徒は英語で研究内容を発表したり，意見交換を行ったりしたた

め，海外に行けない状況でも英語を自↛に౑うⰋい機会となった。この交流会を通じて英語㐠⏝能力や国際

性が⫱ったといえる。また，本交流会では，本校生徒が司会をົめた。英語でのディスカッションにおいて，
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通して౑࿨感，༠ാ性，ᕷẸ性，国際性を⫱成するという目標が達成できる活動であったと᳨ドする。生徒

たちは前ᅇよりも研究内容が伝わることを意識し英語で発表していて，発表᫬のᵝᏊからも生徒の意欲や意

識がྥ上していると感じとれた。マイクロプラスࢳックという共通の課題について国ቃを㉺えて研究するヨ

みは，ྎ‴の参加校が本校の研究テーマや手ἲを᥇⏝し研究を進めているᵝᏊも見られ，今後のᗈがりや⥅

⥆についてのྍ能性が感じられた。 

ղ課題 

リࣔートでの参加は，インࢱーࢿット⎔ቃᩚഛや機ჾトラࣈルに対応するᢏ⾡面のサ࣏ートが必要であり，

事前に཮方がఱᗘか☜ㄆをするసᴗが必要であった。会場（ྎ‴）が大きな࣍ールだったので，会場の࣓イ

ンのマイクは内容が聞き取りやすかったが，会場からの質問は，ኌがこもって聞き取るのが難しかった。生

徒同士の交流は実際に会うことができないので，リࣔートでは᫬間も㝈られていて深めることは難しい。᮶

年ᗘもこの状況が⥆くとリࣔートで行うことになるが，ィ⏬を立てるのに難しさを感じる。しかし，᳨ドに

グ㏙したように生徒同士の研究交流の経験が生徒たちに大きな成長の機会を୚え，研究への動機࡙けにもな
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・海外の研究連ᦠ校との研究交流を通じて，文化の異なる他者と交流し，国際的な視点から物事をとらえ，

考える力を養う。

・研究交流での発表や質疑応答を通じて，実践的に英語のコミュニケーション力を養う。

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ

期日  ௧࿴２年ᗘ１２᭶１㸴日（Ỉ）１２㸸㸳㸳 㹼 １㸲㸸㸱㸳

場ᡤ ⱝ⊃高校（オンラインでの実᪋）

対㇟ ⱝ⊃高校２年１組 ２２ྡ

デラサル・リパ高校（ࣇィリࣆン）１㸶ྡ  

ＮＵＳ High School of Mathematics and Science（シン࣏࢞ール）㸵ྡ 

 今年ᗘはコロナウィルスにより，シン࣏࢞ールへの研ಟ᪑行が中Ṇとなってしまったため，オンラインを

通じて㸱校の交流を深める機会を設けた。生徒は英語で研究内容を発表したり，意見交換を行ったりしたた

め，海外に行けない状況でも英語を自↛に౑うⰋい機会となった。この交流会を通じて英語㐠⏝能力や国際

性が⫱ったといえる。また，本交流会では，本校生徒が司会をົめた。英語でのディスカッションにおいて，

コミュニケーションを促す力を伸長する機会であった。 

○研究発表

２年１組の生徒が「社会探究Ⅰ」で取り組んだ探究内容を英語で発表した。また，デラサル・リパ高校や

ＮＵＳ高校の生徒のプロジェクト学習の成果についての発表を聞き，互いに質疑を交わした。 

○ディスカッション

「コロナウィルスでの経験を今後どう生かすか」というテーマに

ついて議論を交わした。生徒は互いの休校期間中での過ごし方やオ

ンラインでの学習の是非などについて意見を交わした。特に，休校

期間の中での過ごし方の違いは生徒にとって大きな刺激となり，自

らの学習に対する取組を省察するきっかけとなった。「コロナ禍で自

宅学習になっている中でもオンラインで意見を共有し探究をし，凄

いと感じました。本気でコロナ禍でどうすればいいかなど考えられ

ていて見習いたいと思いました。」という振り返る生徒もいた。 

 さらに，ディスカッションの中で，お互いの生活や娯楽に関する伝

統文化に関する情報交換も行った。生徒にとって身近な内容であった

ためか，議論が活発になり，相互の異文化理解を深めた。 

（３）検証 

本交流会の第一目標である「国際的な視点で物事をとらえ，考える

力を養う」はおおむね達成したと考える。例えば，交流会の中である

生徒は「私は国が違うと，同じ社会への関心の視点も異なるのだなと

思いました。その違いがとても面白くて，勉強になりました。今まで

の考え方だけでなく，外国の人からしたらどう思うかなどをこれからの活動に意識して取り組みたいです。」

と振り返っている。一つの物事に対し，文化の違いを前提として物事をとらえる姿勢に磨きがかかっている

といえる。そして，「ＮＵＳの方は，世界の自動化について話していて，根拠をたくさん集めていたり，コロ

ナ禍によりそれがさらに進められたなど，いまと繋げて話をされていたし，プレゼンから熱意が伝わりまし

た。私もそのように自分たちの活動に熱心に取り組みたいです。」とさらに課題研究に対する意欲を高めてい

る。 

 昨年までは，生徒の研究内容を事前に知らない状態で研究交流を行っていたが，共通の課題が少なく，英

語での交流の中ということもあり，その場で内容を理解することが困難な状況であった。この状況を改善す

るために，生徒同士で発表スライドを事前に共有し，内容を把握した上で交流会に臨むことができた。 

 この取組により，例えば，「ジェンダー平等」を研究する生徒は相手の発表スライドの中で，”Gender 

equality”（社会的性の平等）という言葉に着目し，「もっと詳しく教えてくれませんか？」と質問していた。

つまり，自分の研究テーマと関連する情報を見つけ，質疑応答の中で，自らの課題研究に関連した情報を得

ていたと言える。このことから，他者との議論の中で自らの研究を深める方針を立てる力や国際的な視点か

ら自らの研究を磨く力がついたと考える。 

（４）課題 

 今後は，本交流会の第二目標である「実践的に英語のコミュニケーション力を養う」という点に焦点を当

てていくという必要がある。特に，研究発表における質疑応答に関して，海外参加校の教員からは，「質疑応

答で一方的なやりとりになってしまっていた。」，「質問から議論を展開できていなかった。」というご助言を

いただいた。普段の学習活動の中で，英語で発表を発信したり，発表内容について司会進行を含めて議論し

たりする機会を設けることで，よりスムーズな交流を目指す。 

また，本校の生徒にとっては外国語能力を伸長させる好機となったが，海外の生徒の中には，日本語で発

表を聞くことを希望する生徒もいた。国際的な交流をするにあたって，相互の国際的なニーズを把握し，満

たすような交流会が望ましいと考える。 
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㸳㸫４ ࡢࢢࣟ࢔࢖ࢲ࣭ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧᐇ᪋ 

（㸯）┠ⓗ 

 日本学⾡振⯆会(JSPS: Japan Society for the Promotion of Science)が実᪋している「外国人特ู研究

員事ᴗ」により᮶日している外国人研究者をお㏄えし，研究員の研究やฟ身国に関する英語によるㅮ⩏をཷ

ㅮすることで，生徒の学⾡研究への関心ཬࡧ学⾡研究の国際性への理解を深める。 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

 本事ᴗに参加した生徒からは，「プロの研究者から研究についてのお話や自身の探究についての࢔ドࣂイ

スもいただけてよかった」という意見がከᩘあった。このことから，本事ᴗは生徒の探究的な⯆࿡関心のྥ

上にᐤ୚していると考えられる。さらに，英語によるコミュニケーションの難しさや，コミュニケーション

することができたときに႐ࡧについての意見もከᩘあった。このことより，生徒の英語学習に対するࣔ࣋ࢳ

ーションのྥ上や，౑える英語を身に着けることの大ษさの気࡙きにもなったと考えられる。 

ղ課題 

生徒へ事前にスライドを㓄ᕸしてはいるが，その内容についてᤵᴗでண習するとこࢁまでは⮳らなかった。

今後は，英語教員とさらに連ᦠし，内容についても事前学習ができるようにする必要がある。ලయ的には，

サイ࢚ンス・ダイ࢔ロࢢのᢸ当者と，本事ᴗを行うクラスの英語ᢸ当教員とがᡴちྜわせをし，研究につい

てなど，特に理解が難しい㒊分について教員が理解をする。そして，英語ᢸ当教員がᤵᴗ中に難しい点につ

いて㔜点的に解ㄝをし，生徒がㅮ⩏の内容が理解できやすいようにサ࣏ートをしていきたい。 

㸯 ௬ㄝ 

 第１期の取組の中で，ᆅᇦ㈨※にὀ目し課題研究に取組むことで生徒の課題設ᐃ能力が大きくྥ上した。

この成果を㋃まえ，第２期ではᆅᇦ㈨※活⏝ᆺ探究学習の඘実をᅗるとともに，⚟஭┴༡㒊ᆅᇦのᑠ中学校

との連ᦠを深めるために，ᑠ中学校でも⏝いることがྍ能なᆅᇦ㈨※にᇶ࡙く教ᮦをస成したり，課題研究

テ࢟ストのస成を行ったりすることが，本ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘実につながる。 

㸰 ௬ㄝ検証ࡢࡵࡓࡢᐇ㊶ 

（１）課題研究テ࢟スト㢮స成 

（２）ᑠ὾ᕷᑠ・中学校との連ᦠ 

３ 検証ࡵ࡜ࡲࡢ 

 ᆅᇦ㈨※の教ᮦ化，課題研究テ࢟ストの教ᮦ開発を進めることができた。㸵᭶にᮾி大学大学㝔教⫱学研

究⛉㝃ᒓ海ὒ教⫱ࢭンࢱーと共同連ᦠ༠ᐃ⥾⤖を行い， ＳＳ㹆学校設ᐃ⛉目「ᇶ♏⛉学」のᆅᇦ㈨※教ᮦに

対してᤵᴗ実᪋おけるᨭ᥼や助言をཷけた。また課題研究の指ᑟに関して，探究༠ാ会議のㅮᖌの方ࠎを中

心に生徒の研究活動だけでなく，教⫱活動として助言をいただいた。 

 課題研究テ࢟スト㢮のస成について， 今年ᗘは「࣡ークシートの改Ⰻ」「実験ࣀートの対㇟のᣑ大」「Google 

Formの活⏝」を通して᭦᪂・改善を進めていった。 

また，得られたࣀウࣁウを活かして，昨年にᘬき⥆き，ᑠ὾ᕷ立ᑠ὾中学校ཬࡧᑠ὾ᕷ立ᑠ὾第二中学校

の⥲ྜ的な学習の᫬間ཬࡧᢏ⾡ᐙᗞのᤵᴗᢸ当者と༠力し，「課題設ᐃ」の指ᑟや୺య的で深い学ࡧをᑟく問

いや指ᑟはいかにある࡭きかについて༠議をできた。ᑠ὾ᕷ立内外海ᑠ学校との連ᦠも開ጞし，⥲ྜ的な学

習の指ᑟおよࡧ研究発表会の参加を実᪋することができた。さらに，一昨年ᗘ，本校生徒が探究の指ᑟを実

᪋したᑠ὾ᕷ立今ᐩᑠ学校では，指ᑟ助言を行ったᆅᇦの㣗ᮦを౑⏝した「サࣂマン」がᆅඖ௻ᴗとၟရ化

された。ᢸ当生徒ཬࡧ教員からも指ᑟ助言に対して感ㅰの言葉をいただいた。 

４ ௒ᚋࡢ課題  

ᆅᇦ㈨※の教ᮦ化についてはある⛬ᗘ⵳✚が進んでいるため，教ᮦ内容の᭦᪂・改善を今後も進めていく。

◊✲㛤Ⓨෆᐜն 

⚟஭┴༡㒊ᆅᇦࡿࡅ࠾࡟⌮ᩘᩍ⫱ࡢᣐⅬᰯ࡚ࡋ࡜㸪ᑠ୰㧗ᰯཬࡧ኱Ꮫ㸪ࡓࡲᆅᇦࡢ⾜ᨻᶵ㛵ࡸ⏘ᴗ

 ࡿᅗࢆ඘ᐇࡢ⫱ᩍᩘ⌮ࡢ㸪ᮏᆅᇦࡋ᥎㐍ࢆ㐃ᦠࡢ࡜⏺



− 4 2 −

㸳㸫４ ࡢࢢࣟ࢔࢖ࢲ࣭ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧᐇ᪋ 

（㸯）┠ⓗ 

 日本学⾡振⯆会(JSPS: Japan Society for the Promotion of Science)が実᪋している「外国人特ู研究

員事ᴗ」により᮶日している外国人研究者をお㏄えし，研究員の研究やฟ身国に関する英語によるㅮ⩏をཷ

ㅮすることで，生徒の学⾡研究への関心ཬࡧ学⾡研究の国際性への理解を深める。 

（㸰）検証࡜課題 

ձ検証 

 本事ᴗに参加した生徒からは，「プロの研究者から研究についてのお話や自身の探究についての࢔ドࣂイ

スもいただけてよかった」という意見がከᩘあった。このことから，本事ᴗは生徒の探究的な⯆࿡関心のྥ

上にᐤ୚していると考えられる。さらに，英語によるコミュニケーションの難しさや，コミュニケーション

することができたときに႐ࡧについての意見もከᩘあった。このことより，生徒の英語学習に対するࣔ࣋ࢳ

ーションのྥ上や，౑える英語を身に着けることの大ษさの気࡙きにもなったと考えられる。 

ղ課題 

生徒へ事前にスライドを㓄ᕸしてはいるが，その内容についてᤵᴗでண習するとこࢁまでは⮳らなかった。

今後は，英語教員とさらに連ᦠし，内容についても事前学習ができるようにする必要がある。ලయ的には，

サイ࢚ンス・ダイ࢔ロࢢのᢸ当者と，本事ᴗを行うクラスの英語ᢸ当教員とがᡴちྜわせをし，研究につい

てなど，特に理解が難しい㒊分について教員が理解をする。そして，英語ᢸ当教員がᤵᴗ中に難しい点につ

いて㔜点的に解ㄝをし，生徒がㅮ⩏の内容が理解できやすいようにサ࣏ートをしていきたい。 

㸯 ௬ㄝ 

 第１期の取組の中で，ᆅᇦ㈨※にὀ目し課題研究に取組むことで生徒の課題設ᐃ能力が大きくྥ上した。

この成果を㋃まえ，第２期ではᆅᇦ㈨※活⏝ᆺ探究学習の඘実をᅗるとともに，⚟஭┴༡㒊ᆅᇦのᑠ中学校

との連ᦠを深めるために，ᑠ中学校でも⏝いることがྍ能なᆅᇦ㈨※にᇶ࡙く教ᮦをస成したり，課題研究

テ࢟ストのస成を行ったりすることが，本ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘実につながる。 

㸰 ௬ㄝ検証ࡢࡵࡓࡢᐇ㊶ 

（１）課題研究テ࢟スト㢮స成 

（２）ᑠ὾ᕷᑠ・中学校との連ᦠ 

３ 検証ࡵ࡜ࡲࡢ 

 ᆅᇦ㈨※の教ᮦ化，課題研究テ࢟ストの教ᮦ開発を進めることができた。㸵᭶にᮾி大学大学㝔教⫱学研

究⛉㝃ᒓ海ὒ教⫱ࢭンࢱーと共同連ᦠ༠ᐃ⥾⤖を行い， ＳＳ㹆学校設ᐃ⛉目「ᇶ♏⛉学」のᆅᇦ㈨※教ᮦに

対してᤵᴗ実᪋おけるᨭ᥼や助言をཷけた。また課題研究の指ᑟに関して，探究༠ാ会議のㅮᖌの方ࠎを中

心に生徒の研究活動だけでなく，教⫱活動として助言をいただいた。 

 課題研究テ࢟スト㢮のస成について， 今年ᗘは「࣡ークシートの改Ⰻ」「実験ࣀートの対㇟のᣑ大」「Google 

Formの活⏝」を通して᭦᪂・改善を進めていった。 

また，得られたࣀウࣁウを活かして，昨年にᘬき⥆き，ᑠ὾ᕷ立ᑠ὾中学校ཬࡧᑠ὾ᕷ立ᑠ὾第二中学校

の⥲ྜ的な学習の᫬間ཬࡧᢏ⾡ᐙᗞのᤵᴗᢸ当者と༠力し，「課題設ᐃ」の指ᑟや୺య的で深い学ࡧをᑟく問

いや指ᑟはいかにある࡭きかについて༠議をできた。ᑠ὾ᕷ立内外海ᑠ学校との連ᦠも開ጞし，⥲ྜ的な学

習の指ᑟおよࡧ研究発表会の参加を実᪋することができた。さらに，一昨年ᗘ，本校生徒が探究の指ᑟを実

᪋したᑠ὾ᕷ立今ᐩᑠ学校では，指ᑟ助言を行ったᆅᇦの㣗ᮦを౑⏝した「サࣂマン」がᆅඖ௻ᴗとၟရ化

された。ᢸ当生徒ཬࡧ教員からも指ᑟ助言に対して感ㅰの言葉をいただいた。 

４ ௒ᚋࡢ課題  

ᆅᇦ㈨※の教ᮦ化についてはある⛬ᗘ⵳✚が進んでいるため，教ᮦ内容の᭦᪂・改善を今後も進めていく。

◊✲㛤Ⓨෆᐜն 

⚟஭┴༡㒊ᆅᇦࡿࡅ࠾࡟⌮ᩘᩍ⫱ࡢᣐⅬᰯ࡚ࡋ࡜㸪ᑠ୰㧗ᰯཬࡧ኱Ꮫ㸪ࡓࡲᆅᇦࡢ⾜ᨻᶵ㛵ࡸ⏘ᴗ

 ࡿᅗࢆ඘ᐇࡢ⫱ᩍᩘ⌮ࡢ㸪ᮏᆅᇦࡋ᥎㐍ࢆ㐃ᦠࡢ࡜⏺

࣡ークシート，実験ࣀート，Google Form と㸱✀㢮を活⏝したが，情報が分ᩓされるため，統一していく必

要がある。今年ᗘ１᭶より生徒一人１ྎ chrome bookがᑟධされたため，࣡ークシートをデジࢱル化し，実

験の⤖果や助言の࣓ࣔ等も chrome bookに行うことで，１ྎの中にす࡭ての情報がධるようにするとよいの

ではないかと考える。課題研究テ࢟スト㢮のస成についても同ᵝで，࣡ ークシートと実験ࣀートを統一した，

より生徒に౑いやすく，課題研究の進めやすいテ࢟ストへの改善を進めて行く必要がある。これらの教ᮦや

テ࢟スト㢮についての中学校のඛ生方との意見交流やᤵᴗ研究を通じてさらに交流を深め，本ᆅᇦの理ᩘ教

⫱の඘実につなげていきたい。 

㸳㸫㸯 課題◊✲ࢺࢫ࢟ࢸ㢮ࡢసᡂ࡚࠸ࡘ࡟ 

（㸯）┠ⓗ 

㸱ࣨ年にわたる課題研究の流れにἢい，これまで開発し౑⏝してきた࣡ークシートや㈨ᩱのホ౯・改善を

⧞り返し，活動の流れを生徒自らが振り返り，成長をㄆ識することがྍ能となる本校⊂自の࣡ークシート集

や実験ࣀートなどテ࢟スト㢮の開発，課題研究指ᑟ事例集のస成を行うことで，⚟஭┴༡㒊ᆅᇦにおける理

ᩘ教⫱の拠点校として，本ᆅᇦの理ᩘ教⫱の඘実をᅗる。

（㸰）ᐇ᪋ෆᐜ 

課題設ᐃから研究の⫼ᬒ・目的，௬ㄝの設ᐃ，実験ィ⏬までを㡰␒に進めることができる⊂自の࣡ークシ

ートを第１期よりస成している。今年ᗘは௨ୗの㸱点について実᪋し，᳨ドした。

࢔ ᨵⰋࡢࢺ࣮ࢩࢡ࣮࣡

今年ᗘはコロナ禍で㸲・㸳᭶が休校となったため，今までの࣡ークシートを改Ⰻし，指♧内容を୎ᑀにグ

㏙したりᤵᴗ動⏬をస成し㹆㹎に࢔ップしたりすることで，休校期間中でもྛ自で課題設ᐃを進めることが

できるようにした。

࢖ ᐇ㦂ࡢࢺ࣮ࣀᑐ㇟ࡢᣑ኱

昨年ᗘまでは理ᩘ探究⛉と海ὒ⛉学⛉で実験ࣀートを౑⏝していたが，今年ᗘは᪂たに普通⛉理⣔でも実

験ࣀートを㉎ධし，研究のグ㘓を行った。

࢘ Google Formࡢά⏝

࣡ークシート，実験ࣀートの他に Google Formも活⏝した。休校期間中にྛ自で考えた課題設ᐃや研究の

⫼ᬒ・目的，௬ㄝ，実験ィ⏬を Google Formにධ力させることで集⣙した。さらに研究が進んでからもう一

ᗘ同じ㡯目をධ力させることで，そのኚ容を見た。

（３）検証࡜課題 

ձ検証 

࢔ ᨵⰋࡢࢺ࣮ࢩࢡ࣮࣡

休校期間中でも課題設ᐃから実験ィ⏬までの流れをスムーズに行うことができた。指♧内容を୎ᑀに᭩き

加えたことで生徒一人でも࣡ークシートにἢって研究を進めることができた点が有ຠだったと考える。

࢖ ᐇ㦂ࡢࢺ࣮ࣀᑐ㇟ࡢᣑ኱

 １෉のࣀートを見れば今までの研究の流れを把握できるため，生徒自身が研究を振り返りやすくなった。

また教員も生徒の研究の中身や進みලྜを把握しやすくなり，今までよりලయ的な࢔ドࣂイスを行えるよう

になった。

࢘ Google Formࡢά⏝

 休校期間中に生徒一人一人が取り組んだ課題設ᐃや研究の⫼ᬒ・目的等をGoogle Formで集⣙することで，

研究分㔝の分㢮分けがしやすく，ࢢループ分けもスムーズに行うことができた。また，᭱ึのこࢁから自分

の考えがどうኚわったのかのኚ容を見ることで，１年間の成長を実感させることができた。

ղ課題 

࣡ークシート，実験ࣀート，Google Form と㸱✀㢮を活⏝したが，情報が分ᩓされるため，統一していく

必要がある。今年ᗘ１᭶より生徒一人１ྎ chrome bookがᑟධされたため，࣡ークシートをデジࢱル化し，

実験の⤖果や助言の࣓ࣔ等も chrome bookに行うことで，１ྎの中にす࡭ての情報がධるようにするとよい

のではないかと考える。 
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㸳㸫㸰 ᑠ὾ᕷᑠ࣭୰Ꮫᰯࡢ࡜㐃ᦠ࡚࠸ࡘ࡟ 

昨年にᘬき⥆き，ᑠ὾ᕷ立ᑠ὾中学校ཬࡧᑠ὾ᕷ立ᑠ὾第二中学校の⥲ྜ的な学習の᫬間ཬࡧᢏ⾡ᐙᗞの

ᤵᴗᢸ当者と༠力し，「課題設ᐃ」の指ᑟや୺య的で深い学ࡧをᑟく問いや指ᑟはいかにある࡭きかについて

༠議をできた。ᑠ὾ᕷ立内外海ᑠ学校との連ᦠも開ጞし，⥲ྜ的な学習の指ᑟおよࡧ研究発表会の参加を実

᪋することができた。 

さらに，一昨年ᗘ，本校生徒が探究の指ᑟを実᪋したᑠ὾ᕷ立今ᐩᑠ学校では，指ᑟ助言を行ったᆅᇦの

㣗ᮦを౑⏝した「サࣂマン」がᆅඖ௻ᴗとၟရ化された。ᢸ当生徒ཬࡧ教員からも指ᑟ助言に対して感ㅰの

言葉をいただいた。 

４ ௒ᚋࡢ課題  

ᮾி大学とも連ᦠして進めている，ᑠ中学校との༠ാについては大きくᗈがり，一㒊で成果もฟጞめてい

る。２᭶㸱日には，ᑠ中高校の教員が集まり，ᆅᇦで⫱成す࡭きඣ❺生徒の目標を設ᐃした。探究をᰕとす

る教⫱実践が本校を中心にⱝ⊃ᆅᇦに根௜いてきている。今後も目標に‽拠し，教⫱実践をィ⏬したい。

➨３❶ ᐇ᪋ࡢຠᯝࡢࡑ࡜ホ౯ 
（㸯）඲Ꮫᖺ࡛課題◊✲ࢆ୰ᚰࡓࡋ࡜ẁ㝵ⓗ࣭⣔⤫ⓗ࡟࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࡞ᨵၿࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㸱カ年にわたる段㝵的・⣔統的なカリ࢟ュラムに改善する取り組みとして，課題研究を඲校యไで実᪋す

ることができた。今年ᗘの改善点としては，校内研究発表会でཱྀ㢌発表を඲校生徒で実᪋するようになった

ことがᣲげられる。昨年ᗘまでの国際探究⛉，理ᩘ探究⛉に加え，普通⛉・海ὒ⛉学⛉の生徒も含めた඲校

生徒で実᪋した。２年生඲員が発表者，１年生඲員が見学者となった。これにより２年生はスライドを⏝い

たプレゼンテーションと，࣏スࢱーを⏝いた発表の୧方をయ験することとなり，࣏スࢱー発表だけの１年ḟ

にẚ࡭研究を異なる視点からまとめ発表する中でより研究を深めることができた。また 1年生については，

２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して探究活動に対する意欲を高め，ḟ年ᗘの探究活動の指針࡙

くりとなり⣔統的な取り組みになることが期ᚅされる。 

校内発表会だけでなく，ྛ ✀発表会にも✚ᴟ的に参加した。オンラインで対話する⎔ቃがᩚഛされたため，

᫬間的なไ⣙や㊥㞳的なไ⣙が⦆࿴されオンラインでの発表会にも✚ᴟ的に参加することができた。その⤖

果，ḟのようないくつかの㈹をཷ㈹した。 

・JpGU Joint Meeting ２㸮２㸮ెస「ⅆ成ᒾに含まれるᨺᑕ⥺㔞の ᐃと考察」

・サイ࢚ンス࢟ࣕッスル２㸮２㸮関す大会ඃ⚽㈹「パイࣆンࢢ⌧㇟の㜵Ṇἲの提᱌」

コンテストඃ⚽㈹「᱇⏣㎰ᅬ」࢔イデ࢔スࢿジࣅ・

普通⛉では，普通⛉理⣔で᪂たに⚟஭大学௜ᒓ国際ཎᏊ力ᕤ学研究ᡤゼ問を実᪋し，研究者から助言を㡬

いた。普通⛉文⣔ではマイプロジェクト・࣡࢔ードに඲ࢳームが応ເし，２㸵ࢳームが᭩㢮ᑂᰝを通過した。

また，㣗のまちᑠ὾テイク࢔ウト情報を会員ไ交流サイト（ＳＮＳ）内に開設し，ᆅᇦに大きなᙳ㡪を୚え

たຌ⦼がㄆめられ，内㛶ᗓが知ᕫ㈉⊩活動のຌ⦼を㢧ᙲする「ⱝ者・オࢨ・ࣈ・イࣖー」において，⥲理大

⮧表ᙲをཷ㈹した。探究༠ാ会議においてもオンラインを฼⏝することで例年よりもከくの外㒊の方からご

指ᑟいただくことができた。 

（㸰）඲ᰯయไ࡛୺యⓗ࣭༠ാⓗ࡞Ꮫ⩦ࡓࡅྥ࡟ᤵᴗᨵၿࢆ᥎㐍㸪ᆅᇦཬࡧୡ⏺࡬Ⓨᒎ 

今年ᗘからは課題研究のᤵᴗによりከくの教員が関わることになった。ලయ的には，普通⛉理⣔の探究ϩ

に理⛉教員と英語⛉教員が必ࡎ加わり，教員ᩘも 3人から㸲人へとቑえた。社会探究Ⅰでは社会⛉教員に加

え，英語⛉教員もᢸ当に加わった。教員がቑえることにより指ᑟのᖜがᗈがったが指ᑟに関するᝎみもቑえ

ることとなったため，教員を対㇟にᗙㄯ会を開ദした。お互いが日ࠎ探究の指ᑟにおいてᢪえているᝎみや

問題点を共有しྜい，解Ỵ⟇を考えた。඲校生徒・ᢸ当教員に対して行った「探究」についての質問⣬ㄪᰝ

のデーࢱをඖに，共同研究を行っているᶓ὾国立大学教⫱学研究⛉高ᗘ教⫋実践ᑓᨷ෸教ᤵ ⬥本೺ᘯẶ，

内⏣ὒ行の༠力を得て，඲校教員を対㇟に研ಟ会を実᪋した。普通⛉・海ὒ⛉・探究⛉のᢸ当教員をΰᅾさ

せたྛࢢループにて「課題設ᐃ・解Ỵ力」に焦点をあてて，お互いが感じている課題やうまくいっていると

こࢁ，改善点について意見交換を行った。ලయ的なᩘ್デーࢱをྛ教員が✺きྜわせて᳨ウしたことによっ
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㸳㸫㸰 ᑠ὾ᕷᑠ࣭୰Ꮫᰯࡢ࡜㐃ᦠ࡚࠸ࡘ࡟ 

昨年にᘬき⥆き，ᑠ὾ᕷ立ᑠ὾中学校ཬࡧᑠ὾ᕷ立ᑠ὾第二中学校の⥲ྜ的な学習の᫬間ཬࡧᢏ⾡ᐙᗞの

ᤵᴗᢸ当者と༠力し，「課題設ᐃ」の指ᑟや୺య的で深い学ࡧをᑟく問いや指ᑟはいかにある࡭きかについて

༠議をできた。ᑠ὾ᕷ立内外海ᑠ学校との連ᦠも開ጞし，⥲ྜ的な学習の指ᑟおよࡧ研究発表会の参加を実

᪋することができた。 

さらに，一昨年ᗘ，本校生徒が探究の指ᑟを実᪋したᑠ὾ᕷ立今ᐩᑠ学校では，指ᑟ助言を行ったᆅᇦの

㣗ᮦを౑⏝した「サࣂマン」がᆅඖ௻ᴗとၟရ化された。ᢸ当生徒ཬࡧ教員からも指ᑟ助言に対して感ㅰの

言葉をいただいた。 

４ ௒ᚋࡢ課題  

ᮾி大学とも連ᦠして進めている，ᑠ中学校との༠ാについては大きくᗈがり，一㒊で成果もฟጞめてい

る。２᭶㸱日には，ᑠ中高校の教員が集まり，ᆅᇦで⫱成す࡭きඣ❺生徒の目標を設ᐃした。探究をᰕとす

る教⫱実践が本校を中心にⱝ⊃ᆅᇦに根௜いてきている。今後も目標に‽拠し，教⫱実践をィ⏬したい。

➨３❶ ᐇ᪋ࡢຠᯝࡢࡑ࡜ホ౯ 
（㸯）඲Ꮫᖺ࡛課題◊✲ࢆ୰ᚰࡓࡋ࡜ẁ㝵ⓗ࣭⣔⤫ⓗ࡟࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࡞ᨵၿࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㸱カ年にわたる段㝵的・⣔統的なカリ࢟ュラムに改善する取り組みとして，課題研究を඲校యไで実᪋す

ることができた。今年ᗘの改善点としては，校内研究発表会でཱྀ㢌発表を඲校生徒で実᪋するようになった

ことがᣲげられる。昨年ᗘまでの国際探究⛉，理ᩘ探究⛉に加え，普通⛉・海ὒ⛉学⛉の生徒も含めた඲校

生徒で実᪋した。２年生඲員が発表者，１年生඲員が見学者となった。これにより２年生はスライドを⏝い

たプレゼンテーションと，࣏スࢱーを⏝いた発表の୧方をయ験することとなり，࣏スࢱー発表だけの１年ḟ

にẚ࡭研究を異なる視点からまとめ発表する中でより研究を深めることができた。また 1年生については，

２年生の発表の見学，質疑応答への参加を通して探究活動に対する意欲を高め，ḟ年ᗘの探究活動の指針࡙

くりとなり⣔統的な取り組みになることが期ᚅされる。 

校内発表会だけでなく，ྛ ✀発表会にも✚ᴟ的に参加した。オンラインで対話する⎔ቃがᩚഛされたため，

᫬間的なไ⣙や㊥㞳的なไ⣙が⦆࿴されオンラインでの発表会にも✚ᴟ的に参加することができた。その⤖

果，ḟのようないくつかの㈹をཷ㈹した。 

・JpGU Joint Meeting ２㸮２㸮ెస「ⅆ成ᒾに含まれるᨺᑕ⥺㔞の ᐃと考察」

・サイ࢚ンス࢟ࣕッスル２㸮２㸮関す大会ඃ⚽㈹「パイࣆンࢢ⌧㇟の㜵Ṇἲの提᱌」

コンテストඃ⚽㈹「᱇⏣㎰ᅬ」࢔イデ࢔スࢿジࣅ・

普通⛉では，普通⛉理⣔で᪂たに⚟஭大学௜ᒓ国際ཎᏊ力ᕤ学研究ᡤゼ問を実᪋し，研究者から助言を㡬

いた。普通⛉文⣔ではマイプロジェクト・࣡࢔ードに඲ࢳームが応ເし，２㸵ࢳームが᭩㢮ᑂᰝを通過した。

また，㣗のまちᑠ὾テイク࢔ウト情報を会員ไ交流サイト（ＳＮＳ）内に開設し，ᆅᇦに大きなᙳ㡪を୚え

たຌ⦼がㄆめられ，内㛶ᗓが知ᕫ㈉⊩活動のຌ⦼を㢧ᙲする「ⱝ者・オࢨ・ࣈ・イࣖー」において，⥲理大

⮧表ᙲをཷ㈹した。探究༠ാ会議においてもオンラインを฼⏝することで例年よりもከくの外㒊の方からご

指ᑟいただくことができた。 

（㸰）඲ᰯయไ࡛୺యⓗ࣭༠ാⓗ࡞Ꮫ⩦ࡓࡅྥ࡟ᤵᴗᨵၿࢆ᥎㐍㸪ᆅᇦཬࡧୡ⏺࡬Ⓨᒎ 

今年ᗘからは課題研究のᤵᴗによりከくの教員が関わることになった。ලయ的には，普通⛉理⣔の探究ϩ

に理⛉教員と英語⛉教員が必ࡎ加わり，教員ᩘも 3人から㸲人へとቑえた。社会探究Ⅰでは社会⛉教員に加

え，英語⛉教員もᢸ当に加わった。教員がቑえることにより指ᑟのᖜがᗈがったが指ᑟに関するᝎみもቑえ

ることとなったため，教員を対㇟にᗙㄯ会を開ദした。お互いが日ࠎ探究の指ᑟにおいてᢪえているᝎみや

問題点を共有しྜい，解Ỵ⟇を考えた。඲校生徒・ᢸ当教員に対して行った「探究」についての質問⣬ㄪᰝ

のデーࢱをඖに，共同研究を行っているᶓ὾国立大学教⫱学研究⛉高ᗘ教⫋実践ᑓᨷ෸教ᤵ ⬥本೺ᘯẶ，

内⏣ὒ行の༠力を得て，඲校教員を対㇟に研ಟ会を実᪋した。普通⛉・海ὒ⛉・探究⛉のᢸ当教員をΰᅾさ

せたྛࢢループにて「課題設ᐃ・解Ỵ力」に焦点をあてて，お互いが感じている課題やうまくいっていると

こࢁ，改善点について意見交換を行った。ලయ的なᩘ್デーࢱをྛ教員が✺きྜわせて᳨ウしたことによっ

て，本校がᢪえる課題を共有することができた。඲校教員が「探究」の意⩏を☜ㄆし，学校としてᢪえる課

題を共有する機会となった。 

（３）᥈✲Ꮫ⩦ࡢホ౯᪉ἲཬࡧホ౯ᇶ‽ࢆ඲ᰯ࡛౑⏝ 

ルーࣈリックを⏝いて自ᕫホ౯を行うことは඲校的に実᪋できている。今年ᗘ，海ὒ探究⛉では課題研究

のྛ段㝵において生徒だけで自ᕫホ౯をするのではなく，生徒と教員で話しあいながらᙧ成的ホ౯を行う改

善を行った。昨年ᗘまでは生徒のみでルーࣈリックにᇶ࡙きホ౯を行ったが，今年ᗘは教員が௜きῧいホ౯

の段㝵で，研究がどこまで進んだのか，ఱが㊊りないのかを᫂☜にできるようᨭ᥼した。これにより生徒の

目標の᫂☜化や教員も生徒の⌧状を理解でき，より的☜な指ᑟができるようになった。 

 ㊶ᐇࡢ࣒࣮࢛ࠖࣛࣇ㧗ᰯ⏕⎔ቃࠕ（４）

今年ᗘはコロナ禍のᙳ㡪があり，本校の１２教ᐊに分㔝ูに分かれ，1 教ᐊあたりの人ᩘをไ㝈した。見

学のみの生徒については事前にྛ教ᐊの発表内容を提♧し，見学したい教ᐊの希望ㄪᰝを実᪋したうえで見

学する教ᐊを指ᐃした。海外からはࣇィリࣆン 2校，ྎ‴ 2校の参加があり，ZOOMでの交流を行った。ࣇィ

リࣆン，ྎ‴，日本はともに海にᅖまれたᓥ国であり，それࡒれの国・ᆅᇦの状況を知り，⎔ቃについてと

もに考え，ከ面的に学ࡪⰋい機会となった。生徒はこれまでの探究学習の集大成として高レ࣋ルの発表を行

い，ㅮᖌからも高いホ౯をཷけていた。また見学した１，２年生には㸱年生の研究方ἲや発表のᕤኵを自分

たちの探究学習に取りධれようとする姿勢が見られ，学校඲యでの探究的な能力のྥ上が期ᚅできる。 

（㸳）ᾏእ㐃ᦠᅜ⏕ᚐྠኈࡢඹྠ課題◊✲㸪ࡢࡑࡧࡼ࠾ᡂᯝⓎ⾲ࡢࡵࡓࡢᅜ㝿஺ὶ఍ᐇ᪋ 

今年ᗘは᪂ᆺコロナウィルス感ᰁ⑕のᙳ㡪により，海外に行ったり海外から᮶たりして海外の方と会うこ

とはできなかった。これを⿵う࡭く，୺にオンラインでの交流を行った。マイクロプラスࢳックに関する共

同研究については，「ྎ‴２㸮２㸮IMLFA」に参加し，自身の研究を英語でᇽࠎと発表することができた。ࣇ

ィリࣆン・シン࣏࢞ール研究交流会においては，互いの研究の発表と質疑応答を行い，「コロナウィルスで

の経験を今後どう生かすか」というテーマで，互いの経験を話しྜった。サイ࢚ンス・ダイ࢔ロࢢについて

は，休校期間中にオンラインにより実᪋し，ㅮᖌから英語によるㅮ⩏をཷけた。昨年ᗘ，本校が୺ദした

「International Micro plastics Youth Conference ２㸮１㸷」は，今年ᗘは，ྎ‴国立海ὒ⛉ᢏ༤物㤋が

࣍ストとなり，本校生徒は，Google Meet （ࣅデオ会議⏝ࢶール）を౑った参加となった。これらにより，

研究について学ࡧを深め，さらに英語によるコミュニケーションを実践する機会となり，国際性のさらなる

⫱成につながった。外国に行くことができない中でも海外の方と交流を進めることができたことで，連ᦠを

進めることができた。今後もオンラインでの発表機会をసることで今後も海外に行かࡎとも英語での発表機

会をቑやしたい。 

（㸴）ᆅᇦࡢ⌮ᩘᩍ⫱ࡢᣐⅬ໬ࡢ᥎㐍 

昨年にᘬき⥆き，ᑠ὾ᕷ立ᑠ὾中学校ཬࡧᑠ὾ᕷ立ᑠ὾第二中学校の⥲ྜ的な学習の᫬間ཬࡧᢏ⾡ᐙᗞの

ᤵᴗᢸ当者と༠力し，「課題設ᐃ」の指ᑟや୺య的で深い学ࡧをᑟく問いや指ᑟはいかにある࡭きかについ

て༠議できた。また，ᮾி大学との連ᦠをᅗっているᑠ὾ᕷ立内外海ᑠ学校との連ᦠを行い，⥲ྜ的な学習

の指ᑟおよࡧ研究発表会の参加を実᪋することができた。さらに，一昨年ᗘ，本校生徒が探究の指ᑟを実᪋

したᑠ὾ᕷ立今ᐩᑠ学校では，指ᑟ助言を行ったᆅᇦの㣗ᮦを౑⏝した「サࣂマン」がᆅඖ௻ᴗとၟရ化さ

れるなど，一㒊で成果もฟጞめている。 

➨４❶ 㹑㹑㹆୰㛫ホ౯࡚࠸࠾࡟ᣦ᦬ࡓࡅཷࢆ஦㡯ࡲࢀࡇࡢ

 ࡚࠸ࡘ࡟ᨵၿ࣭ᑐᛂ≧ἣࡢ࡛
１ ホ౯の⥲ᣓについて 

 本校は，中間ホ౯において「ඃれた取組状況であり，研究開発のねらいの達成が見㎸まれ，᭦なる発展が

期ᚅされるというホ౯をཷけた。ホ౯㡯目ู得点⤖果においても，取組඲てが᭱高ホ౯である「5」とホ౯さ

れた。 

㸰 ◊✲ィ⏬ࡢ㐍ᤖ࡜⟶⌮యไ㸪ᡂᯝࡢศᯒ࡟㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 
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「校長のリーダーシップのୗ，事ᴗの⢭㑅や教員のᙺ๭分ᢸを㐺ษに行い，教員間のコミュニティーを☜

立させることで඲教員が✚ᴟ的かつ意欲的にＳＳ㹆事ᴗに取り組めるయไをᵓ⠏しており，大ኚホ౯できる。」

というホ౯をཷけた。 

また，「第１期指ᐃ᫬の研究成果を㋃まえ，᭦にᕤኵしたインࣅࢱューㄪᰝや質問⣬ㄪᰝ等を行い，課題研究

で身に௜いた生徒の㈨質・能力をලయ的に分ᯒしている。ᵝࠎなホ౯方ἲを⏝いてከ面的に成果と課題の分

ᯒ・᳨ドを行っており，大ኚホ౯できる。㺁というホ౯もཷけた。 

 ただし，中間ホ౯の場面では経年ホ౯の必要性について指᦬された。今年ᗘ質問⣬ㄪᰝの内容が☜ᐃでき

ることから，ḟ期⏦ㄳにྥけて 5年間統一した質問⣬を⏝いて，経年ኚ化を㏣える内容をする。 

３ ᩍ⫱ෆᐜ➼࡟㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 

「඲ての学⛉において理ᩘ⣔教⫱に㔜点を⨨いた教⛉・⛉目⦅成となっており，ホ౯できる。ྛ学⛉の特

Ⰽを活かして㸱年間を通じた課題研究を実᪋し，海外研ಟや国際シン࣏ジウムで発表ができる高ᗘなレ࣋ル

の理ᩘ分㔝の課題研究を実⌧していることは大ኚホ౯できる。１年ḟから」ᩘᅇの探究サイクルを経験させ

ることで，探究への୺య性を⫱んでおり，ホ౯できる。学校設ᐃ教⛉「探究」の指ᑟ᱌や教ᮦ，「ᇶ♏⛉学」

におけるᆅᇦ㈨※を題ᮦとした教ᮦ等，特Ⰽある教ᮦ開発を✚ᴟ的に行っておりホ౯できる。 開発した教ᮦ

を඲て࣍ーム࣌ージ上でබ開して✚ᴟ的に発信している点も大ኚホ౯できる。」と，ᴟめて高いホ౯をཷいえ

た。 

さらに教⫱内容を඘実するため，まࡎ，より意欲的な生徒には᭦に研究を進められる᫬間や活動の機会を

ู㏵☜ಖするなどして，研究の質と生徒の୺య性を高めていく。ḟ期⏦ㄳ᫬には༢఩ไをᑟධすることで，

上グのᕤኵをᅗりたい。 

４ ᣦᑟయไ࡟㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 

「課題研究を行う学校設ᐃ教⛉「探究」の指ᑟには⣙㸵㸮ྡの教員が関わるなど，඲校的な指ᑟయไとな

っており大ኚホ౯できる。༞ᴗ生をはじめとする大学生・大学㝔生，Ẹ間௻ᴗの研究者等と連ᦠした指ᑟయ

ไをᵓ⠏し，生徒の課題研究のከᵝ性に対応できるようにしており，大ኚホ౯できる。බ開研究ᤵᴗ・研究

༠議会，඲校教⫋員による互見ᤵᴗ，┴の教員指ᑟ力ྥ上ዡບ事ᴗ等を活⏝した研究など，教員の指ᑟ力ྥ

上にྥけたከᵝな取組を組⧊的に実᪋しており大ኚホ౯できる。また，「ⱝ手ᤵᴗ力ྥ上ሿ」等により，᪂᥇

⏝教員やⱝ手教員の⫱成を✚ᴟ的に行っている点もホ౯できる。」と，高いホ౯をཷけた。 

一方で，⟶理機関等と連ᦠして，他校からの意見や実践ࣇィードࣂック等も取りධれながら，よりỗ⏝性

の高い教ᮦとなるよう改Ⰻを㔜ねていくことも望まれている。⚟஭┴教⫱⥲ྜ研究ᡤとの連ᦠを通して，⊂

自の教ᮦ開発にᣮᡓしたい。 

㸳 እ㒊㐃ᦠ࣭ᅜ㝿ᛶ࣭㒊άື➼࡟⤌ྲྀࡢ㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 

「᭱ඛ➃の研究にゐれる機会や研究交流の場を国内外においてᵝࠎなᙧで設ᐃし，ඛ進的な理ᩘ⣔教⫱に

✚ᴟ的に取り組んでおりホ౯できる。また，⚟஭┴立大学海ὒ生物㈨※学㒊やᮾி大学海ὒ࢔ライ࢔ンスと

༠力༠ᐃを⤖ࡧ，高大᥋⥆の改善に㈨する༠議等を進めており，大ኚホ౯できる。国際⛉学オリンࣆックや

⛉学の⏥Ꮚᅬண㑅にከくの生徒が参加するなど大ኚ活発に活動しており，ホ౯できる。༞ᴗ生による指ᑟも

ᕤኵされており，生徒の今後の一ᒙの活㌍が期ᚅされる。」と，高くホ౯された。 

中間ホ౯の際には，高大「᥋⥆」についてྍ能性を探るよう，指ᑟをཷけたことをࡩまえ，⚟஭┴立大・

⚟஭大との「高大᥋⥆」༠議を，⟶理機関と連ᦠして進めている。 

㸴 ᡂᯝࡢᬑཬ➼࡟㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 

「ẖ᭶の⫋員会議後に 30 分⛬ᗘの「プࢳ研ಟ」を設け，「探究学習におけるᙧ成的ホ౯のあり方」など

のලయ的なテーマで研ಟを行い，そこで研究成果の共有をᅗっている点は大ኚホ౯できる。学校࣍ーム࣌ー

ジにＳＳ㹆⊂自の࣌ージを設け，研究成果を詳⣽に発信している。また，国内に㝈らࡎ国際的な場面での教

員・生徒のᣍᚅㅮ₇や発表，教員の学会発表，他校からの学校ゼ問ཷけධれ等，研究成果の普ཬ・発信に✚

ᴟ的に取り組んでおり，大ኚホ౯できる。」と高くホ౯された。 

学校内における研究成果の共有・⥅ᢎについては，これまで⵳✚してきた生徒の課題研究要᪨を᳨⣴でき

るシステムをᵓ⠏することを⌧ᅾ取り組んでいる。過ཤの生徒が᭩いた論文を，࢟ -࣡ードで᳨⣴できるよう

デー࣋ࢱースをᵓ⠏し，今後は外㒊にもබ開していく。 
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 ただし，中間ホ౯の場面では経年ホ౯の必要性について指᦬された。今年ᗘ質問⣬ㄪᰝの内容が☜ᐃでき

ることから，ḟ期⏦ㄳにྥけて 5年間統一した質問⣬を⏝いて，経年ኚ化を㏣える内容をする。 

３ ᩍ⫱ෆᐜ➼࡟㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 

「඲ての学⛉において理ᩘ⣔教⫱に㔜点を⨨いた教⛉・⛉目⦅成となっており，ホ౯できる。ྛ学⛉の特

Ⰽを活かして㸱年間を通じた課題研究を実᪋し，海外研ಟや国際シン࣏ジウムで発表ができる高ᗘなレ࣋ル

の理ᩘ分㔝の課題研究を実⌧していることは大ኚホ౯できる。１年ḟから」ᩘᅇの探究サイクルを経験させ

ることで，探究への୺య性を⫱んでおり，ホ౯できる。学校設ᐃ教⛉「探究」の指ᑟ᱌や教ᮦ，「ᇶ♏⛉学」

におけるᆅᇦ㈨※を題ᮦとした教ᮦ等，特Ⰽある教ᮦ開発を✚ᴟ的に行っておりホ౯できる。 開発した教ᮦ

を඲て࣍ーム࣌ージ上でබ開して✚ᴟ的に発信している点も大ኚホ౯できる。」と，ᴟめて高いホ౯をཷいえ

た。 

さらに教⫱内容を඘実するため，まࡎ，より意欲的な生徒には᭦に研究を進められる᫬間や活動の機会を

ู㏵☜ಖするなどして，研究の質と生徒の୺య性を高めていく。ḟ期⏦ㄳ᫬には༢఩ไをᑟධすることで，
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４ ᣦᑟయไ࡟㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 

「課題研究を行う学校設ᐃ教⛉「探究」の指ᑟには⣙㸵㸮ྡの教員が関わるなど，඲校的な指ᑟయไとな

っており大ኚホ౯できる。༞ᴗ生をはじめとする大学生・大学㝔生，Ẹ間௻ᴗの研究者等と連ᦠした指ᑟయ

ไをᵓ⠏し，生徒の課題研究のከᵝ性に対応できるようにしており，大ኚホ౯できる。බ開研究ᤵᴗ・研究

༠議会，඲校教⫋員による互見ᤵᴗ，┴の教員指ᑟ力ྥ上ዡບ事ᴗ等を活⏝した研究など，教員の指ᑟ力ྥ

上にྥけたከᵝな取組を組⧊的に実᪋しており大ኚホ౯できる。また，「ⱝ手ᤵᴗ力ྥ上ሿ」等により，᪂᥇
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㸳 እ㒊㐃ᦠ࣭ᅜ㝿ᛶ࣭㒊άື➼࡟⤌ྲྀࡢ㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 

「᭱ඛ➃の研究にゐれる機会や研究交流の場を国内外においてᵝࠎなᙧで設ᐃし，ඛ進的な理ᩘ⣔教⫱に

✚ᴟ的に取り組んでおりホ౯できる。また，⚟஭┴立大学海ὒ生物㈨※学㒊やᮾி大学海ὒ࢔ライ࢔ンスと

༠力༠ᐃを⤖ࡧ，高大᥋⥆の改善に㈨する༠議等を進めており，大ኚホ౯できる。国際⛉学オリンࣆックや

⛉学の⏥Ꮚᅬண㑅にከくの生徒が参加するなど大ኚ活発に活動しており，ホ౯できる。༞ᴗ生による指ᑟも

ᕤኵされており，生徒の今後の一ᒙの活㌍が期ᚅされる。」と，高くホ౯された。 

中間ホ౯の際には，高大「᥋⥆」についてྍ能性を探るよう，指ᑟをཷけたことをࡩまえ，⚟஭┴立大・
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㸴 ᡂᯝࡢᬑཬ➼࡟㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 

「ẖ᭶の⫋員会議後に 30 分⛬ᗘの「プࢳ研ಟ」を設け，「探究学習におけるᙧ成的ホ౯のあり方」など

のලయ的なテーマで研ಟを行い，そこで研究成果の共有をᅗっている点は大ኚホ౯できる。学校࣍ーム࣌ー
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㸵 ⟶⌮ᶵ㛵࡜⤌ྲྀࡢ⟶⌮యไ࡟㛵ࡿࡍホ౯࡚࠸ࡘ࡟ 
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➨㸳❶ ᰯෆࡿࡅ࠾࡟㹑㹑㹆ࡢ⤌⧊ⓗ᥎㐍యไ࡚࠸ࡘ࡟ 
㸯 ᰯෆ⤌⧊ 
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ンのもと，ＳＳ㹆学校設ᐃ⛉目のみ，ＳＳ㹆୺対㇟生徒に対する取組のみにとどまることなく，ＳＳ㹆の取
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ー࢟ンࢢࢢループを設⨨し，関連の㒊⨫やᢸ当者との連ᦠをᅗっている。 

研究組⧊ᴫᛕᅗ 

ձ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ఍ 

研究のねらい，内容，方ἲ，ホ౯等について，ホ౯，指ᑟ・助言をཷける組⧊。 

㸴᭶と２᭶の年間２ᅇ，ᐃ例の㐠Ⴀ指ᑟጤ員会を開ദする。㸴᭶には学校設ᐃ⛉目のᤵᴗබ開，２᭶には

校内課題研究発表会を実᪋し，生徒のኚ容に関するホ౯をཷける。また，ＳＳ㹆の取組自యに関してጤ員会

の中でホ౯・指ᑟ・助言をཷける。 

θ Ặ  ྡ 㑅考のほ点 ᡤᒓ・⫋ྡ 

１ Ἠ ె伸 ᆅඖ大学の視点で外㒊ホ౯ ⚟஭大学㝃ᒓ国際ཎᏊ力ᕤ学研究ᡤ教ᤵ 

２ ᶓᒣ  ⰾ༤ ᆅඖ大学の視点で外㒊ホ౯ ⚟஭┴立大学海ὒ生物㈨※学㒊長 

㸱 ඵ⏣  ᖾᜨ 教⫱方ἲ学の視点で外㒊ホ౯ 大㜰教⫱大学෸教ᤵ 

㸲 ⏣中 ᏹᛅ ⏘学連ᦠの視点で外㒊ホ౯ 日本㟁⏘テクࣔࣀーࢱᰴᘧ会社ḟ長 

㸳 ∾㔝 行἞ ⚟஭┴の教⫱研究の視点で外㒊ホ౯ ⚟஭┴教⫱⥲ྜ研究ᡤ長 

⚟஭┴立ⱝ⊃高等学校 

մＳＳ㹆・研究㒊（事ົᒁ） 

文㒊⛉学省 ձ㐠Ⴀ指ᑟጤ員会 

ճ学力ྥ上ጤ員会 ղＳＳ㹆௻⏬᳨ウጤ員会 

նＳＳ㹆᥎進ࢢループ 
・ྛ学校設ᐃ⛉目㹕.㹅
・国際交流㹕.㹅
・高大᥋⥆㹕.㹅

յ校内研ಟ᥎進ࢢループ 
・ᤵᴗ力ྥ上㹕.㹅
・ⱝ手教員ᤵᴗ力ྥ上ሿ㹕.㹅
・ホ౯研ಟ㹕.㹅

ྛ教⛉会 ྛ学年会 ྛ学⛉ 

⚟஭┴ 

教⫱ጤ員会 

⚟஭┴教⫱研究ᡤ 

⚟஭┴高等学校教⫱研究会理⛉㒊会 

大学・研究機関等 

շ高大連ᦠ会議 

ո探究༠ാ会議
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➨㸴❶ ᡂᯝࡢⓎಙ࣭ᬑཬ࡚࠸ࡘ࡟ 
本校ＳＳ㹆の研究開発で得られた成果を඲国のＳＳ㹆校，さらにᆅᇦのᑠ中学校・高校，教⫱関ಀ機関，

本校のಖㆤ者・ᆅᇦ，そして海外に発信し普ཬをᅗっている。 

᭱も㔜要視しているのは，㹆㹎の඘実である。ⱝ⊃高校のබᘧ㹆㹎にＳＳ㹆⊂自の࣌ージをస成しＳＳ㹆

の取組に関する教⫱実践や研究成果について詳⣽に発信している。特に教⛉「探究」に関する指ᑟ᱌や教ᮦ・

࣡ークシートについては，ダウンロードされるだけではなく，問いྜわせもከく㡬くなど，活⏝されている。 

Facebook࣌ージも，඘実させている。ಖㆤ者，ᆅᇦఫẸ，同❆生への༶᫬的な発信を行うことだけでなく，

඲国，そして世界の教⫱関ಀ者への成果の普ཬを行うことがྍ能となっている。一㐌間の平ᆒ㜀ぴᩘは２，

㸮㸮㸮人を㉸えており，࢛ࣇロ࣡ーも㡰ㄪにቑえている。今後も Facebookによる成果の発信・普ཬを඘実す

る。 

生徒自身が，ＳＳ㹆の研究成果を世界に発信・普ཬする機会は，コロナ禍により㏫にቑえた。㸳᭶に OECD

の୺ᐓにて行われた「2030年の教⫱を考える世界教⫱会議」には，本校生徒 5ྡと，ＳＳ㹆・研究㒊長が参

加した。世界㸳㸮ࣨ国の参加者ヂ 300ྡに対し，ＳＳ㹆として取組んでいるカリ࢟ュラム開発について，生

徒ཬࡧ教員が発表した。㸵᭶に実᪋した⎔ቃ࢛ࣇーラムでは，リࣔートと対面をే⏝しつつ，ࣇィリࣆン，

ྎ‴の高校生とも Zoom を通して互いの研究成果を発信しྜった。これ௨外にも，１１᭶のྎ‴ 2020IMLFA

参加や，１２᭶のࣇィリࣆン・シン࣏࢞ール研究交流会など，海外生徒に本校生徒が研究成果を発信する機

会はᛴ激にቑえた。コロナ禍というࣆンࢳをࣕࢳンスにኚえて，成果を海外に発信・普ཬするための経験を

⵳✚できた。 

඲国への発信・普ཬについては，コロナ禍の中，リࣔートでの発表機会が⇿発的にቑえた。１２᭶に行わ

れたＳＳ㹆情報交換会では，඲国のＳＳ㹆校に対し，中᳃校長が本校の取組を⤂௓した。࢟ࣕリ࢞࢔イダン

スࢭミナーでも発表したり，ྛ✀教⫱㞧ㄅの取ᮦもཷけたりするなど，校長自らＳＳ㹆の取組を外㒊に発信

した。ＳＳ㹆・研究㒊長もி㒔大学，⚟஭大学，⏘ᴗ能⋡大学の，探究学習に関するࢭミナーにᣍかれ，探

究学習に関するලయ的な取組のあり方について報࿌した。学校ゼ問についても，コロナ ではあったが，┴

外からのゼ問者はの࡭，㸶㸮人を㉸えた。１１᭶に行ったබ開研究ᤵᴗにおいては，リࣔートでの開ദもే

⏝したことから，参加者もቑえた。ㅮ₇やゼ問ཷけධれについては，その‽ഛや対応のためከくの᫬間を๭

くことになるが，本ＳＳ㹆事ᴗに関する研究開発の成果と課題は，あらࡺる機会を通して普ཬ，発信するよ

う心がけている。 

ᆅඖのᑠ中学校への成果の普ཬについては，ᆅඖ 6 ᕷ⏫の教⫱長会議に本校ＳＳ㹆・研究㒊長がᣍかれ，

ＳＳ㹆の取組の成果を伝える機会を得た。ྛᕷ⏫の教⫱長からは，⩏ົ教⫱段㝵から高校に⮳るまでの探究

学習の流れをつくることの㔜要性への理解が深まったとのኌを得た。ＳＳ㹆の取組が，ᆅᇦの理ᩘ教⫱のレ

࣋ルྥ上に繋がるとの高いホ౯をཷけると共に，ᑠ中学校との᭦なる連ᦠの強化を౫㢗された。今年ᗘは，

ᑠ὾ᕷ立ᑠ὾中学校ཬࡧᑠ὾ᕷ立ᑠ὾第二中学校の⥲ྜ的な学習の᫬間ཬࡧᢏ⾡ᐙᗞのᤵᴗᢸ当者と༠力し，

「課題設ᐃ」の指ᑟや୺య的で深い学ࡧをᑟく問いや指ᑟはいかにある࡭きかについて༠議を行った。また，

ᑠ὾ᕷ立内外海ᑠ学校との連ᦠも開ጞし，⥲ྜ的な学習の指ᑟおよࡧ研究発表会に関わった。ᑠ὾ᕷ立今ᐩ

ᑠ学校では，本校生徒が指ᑟ助言を行ったᆅᇦの㣗ᮦを౑⏝した「サࣂマン」がᆅඖ௻ᴗとၟရ化された。

本校が開発した教ᮦや࣡ークシートを，ᆅඖ中学校が฼⏝する動きもጞまるなど，成果を普ཬすることがで

きた。 

᪂聞やテレࣅも本校の取組をᩘከく取りあげるなど，成果の発信・普ཬについては඘実できていると自㈇

する。 
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た。発表会をはじめオンラインでの取り組みがቑえていることから，オンラインによる成果の普ཬについて

も᳨ウしていく。 

課題㸳 ஦ᴗホ౯᪉ἲࡢ㛤Ⓨ 

ＳＳ㹆事ᴗについては，ᐃ㔞的・ᐃ性的に把握したデーࢱ等にᇶ࡙き᳨ドし，事ᴗ᳨ド⤖果についてᖜᗈ

く普ཬすることが望まれている。特にḟ年ᗘは，コロナ における国際的に活㌍する⛉学ᢏ⾡人ᮦ⫱成のほ

点について，研究を深めたい。国際性を高める取組みに関するຠ果については，交流活動後のࡩりかえりを，

質的に分ᯒする手ἲを通して᳨ドしている。コロナ のため，༑分な取組を行うことができなかったが，㹘

㹍㹍㹋を⏝いての交流活動が有ຠであったことは☜ㄆできた。ḟ年ᗘ௨㝆もこのຠ果を᳨ドしていく。

㈨ᩱ㸯 㐠Ⴀᣦᑟጤဨ఍グ㘓 

௧࿴㸰ᖺᗘ ⚟஭┴❧ⱝ⊃㧗➼Ꮫᰯ➨㸯ᅇ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ఍グ㘓 

１ 日 ᫬  ௧࿴２年１２᭶２１日（᭶） １㸲᫬㸮㸮分㹼１㸴᫬㸮㸮分

２ 場 ᡤ  ⚟஭┴立ⱝ⊃高等学校 応᥋ᐊ

㸱 ฟᖍ者  ・ⱝ⊃高等学校ＳＳ㹆㐠Ⴀ指ᑟጤ員

Ἠ ె伸 Ặ  ඵ⏣ ᖾᜨ Ặ  ⏣中 ᏹᛅ Ặ  ∾㔝 行἞ Ặ

・⚟஭┴教⫱ᗇ高校教⫱課課長 Ἔ㇂ Ἠ Ặ

・⚟஭┴教⫱ᗇ高校教⫱課ＳＳ㹆ᢸ当指ᑟ୺事 ᶫ本 ㈗ᚿ Ặ

・ⱝ⊃高等学校ＳＳ㹆関ಀ⫋員  㸴ྡ

༠議内容

（１）中間ホ౯の報࿌について

（Ἠጤ員長）大学ഃも高大連ᦠと言われるがࣁー

ドルが高い。例えば，実際大学のᤵᴗをཷけると

なると今はコロナ禍でリࣔートとなるྍ能性が高

いが，㹇㹁㹒活⏝だと୙ྍ能ではないかもしれな

い。ただ，ᕤ学的なᤵᴗ等はᩘ学の質が違い理解

ฟ᮶るかは୙᫂である。それを高校生のうちに経

験するとኻ望し，大学へ行く気がኻせるかもしれ

ない。⚟஭大学では๪ᑓᨷコースがあり，例えば

ュリティーや࣋ストミックスだ࢟ࢭーのࢠルࢿ࢚

と文⣔の学生もཷㅮするので，་学㒊や教⫱学㒊

もཷㅮྍ能である。少Ꮚ化により大学も経Ⴀがཝ

しく，一⯡社会人ྥけの๪ᑓᨷコースをᆅᇦにも

開ᨺしているので，それを฼⏝すれば高大᥋⥆は

ྍ能かもしれない。

（ඵ⏣ጤ員）昨年ᗘから今の課題設ᐃ能力のルー

リックが౑いにくいのではと思っている。今のࣈ

課題設ᐃ能力のほ点が㸲つだが，ㄆ知に対して情

意的だと思う。指ᑟ改善は᭱⤊的な目標を指し♧

すほ点になっているが，指ᑟ改善にᙺ立つかは難

しいかもしれない。今はたくさんの研究があり，

௬ㄝ᳨ドのᵝな一つのパࢱーンにⴠとし㎸んでし

まっているのではないか。文⛉省で研究がከᵝだ

とホ౯しているなら，一つのパࢱーンに㛢じ㎸め

一つのホ౯ᇶ‽でホ౯しなくてⰋいのではないか。

第二期にධり㸲年目だが，㸱つの㢮ᆺに分かれる

のではないかと思う。1 つ目がᆅᇦ㈨※を活⏝し

た課題設ᐃ⛉学的᳨ド成果の㑏ඖ。第一期ではだ

いࡪ取り上げて᳨ウした㉺前うにの研究や第二期

のカカシの㫽⋇⿕ᐖを㜵ࡄຠ果はこのパࢱーンか

と。ᆅᇦからฟ発しᆅᇦに返るようなのが㢮ᆺ。

㢮ᆺ２は，身近な⌧㇟を⛉学的に解᫂しᤚᰝの対

㇟とする研究が一まとまりである。第一期の教ᐊ

඲యをຠ果的に める研究や，第二期のᑕ的で必

ಽれる௙方，㯮ᯈᾘしで⢊が⯙わないᾘし方のࡎ

研究は㢮ᆺ２にᣓってもいいかと思う。㢮ᆺ㸱は

ここᩘ年の特ᚩで，探究的な学習というよりプロ

ジェクト学習と࿧んだ方が好ましいかもしれない。

ලయ物から文⣔な௻⏬まで含まれ，ダイレクトに

ᆅᇦに成果を㑏ඖする研究。㪆⨁は開発だし，コ

ロナ禍での㣧㣗の࣓ニューをウェࣈに࢔ップする

等は௻⏬సりだと思う。マイクロプラスࢳックの

ㄪᰝを海ὒがᆅ㐨に⥆けているが，海ὒは問いを

立てるみたいな事にᣊりが↓くなっていて，デー

཰集し長期的にㄪᰝをしている。これは㢮ᆺ㸲ࢱ

になるのかなと思う。㢮ᆺ１から㸱ないしは㸲が

あるとして，それࡒれコࢶや຺ᡤが違い指ᑟの࣏
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ここᩘ年の特ᚩで，探究的な学習というよりプロ

ジェクト学習と࿧んだ方が好ましいかもしれない。

ලయ物から文⣔な௻⏬まで含まれ，ダイレクトに

ᆅᇦに成果を㑏ඖする研究。㪆⨁は開発だし，コ

ロナ禍での㣧㣗の࣓ニューをウェࣈに࢔ップする

等は௻⏬సりだと思う。マイクロプラスࢳックの

ㄪᰝを海ὒがᆅ㐨に⥆けているが，海ὒは問いを

立てるみたいな事にᣊりが↓くなっていて，デー

཰集し長期的にㄪᰝをしている。これは㢮ᆺ㸲ࢱ

になるのかなと思う。㢮ᆺ１から㸱ないしは㸲が

あるとして，それࡒれコࢶや຺ᡤが違い指ᑟの࣏

イントも異なる。㢮ᆺ１に関しては，実験デーࢱ

の解㔘に関するほ点を立てた方がⰋい。例えば，

カカシの㫽⋇⿕ᐖのࢢループはデーࢱがฟてカカ

シには㫽⋇⿕ᐖを㜵ࡄຠ果があると⤖論をฟした
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るが，どうするのか意思Ỵᐃした方がⰋいと思う。

今の課題設ᐃ能力のルーࣈリックは，かなり高ḟ

で情意面が強すࡂるので，中期的・▷期的な指ᑟ

の改善には౑いにくいかと思う。ᜍらく，ᑠᆏඛ

生が༞ᴗ生インࣅࢱューをጞめ，᭱⤊的に㈨質能
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は⛉学的思考はＳＳ㹆の場ྜは特に㔜要であり，

その探究の対㇟によってホ౯ᇶ‽をもっとᙎ力的

にやっていくというご意見も非ᖖにⰋい事だと思

う。中間ホ౯の⤖果でもあったが，教ᮦをよりỗ

⏝性の高い教ᮦになるよう改Ⰻを㔜ねて࡯しいと
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必要かと思う。ルーࣈリックの開発を意識して᮶

年からにྥけてసっていくとⰋいと思った。高校
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リックは඲て同じとこࢁに疑問を感じていた。㢮

ᆺで分けると生徒も分かりやすく自ᕫホ౯もして

いけるのではと思った。
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いる。ただ，楽しくなければ探究じࡷない。ᙼら
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が楽しいことからጞめ，Ⰽんな⯆࿡をᗈげてあげ

たいと強く思う。まࡎは୺య的に自分で取り組ん

で，Ⰽんなス࢟ルや⛉学的なものの見方が௜㝶し

たらⰋいと思う。その㎶りをどうカリ࢟ュラム化

していくのかᝎんでいる。

（Ἠጤ員長）テクࣀロジー的なものがỴしてだめ

はない。そこにサイ࢚ンス的な要⣲を段㝵を㋃ん

で考える経験が大事。

（⏣中ጤ員）本当にサイ࢚ンスもテクࣀロジーも

ቨがない。物をసるというのも⤖ᒁ⛉学なので，

どういう௙組みかをきっちり考えていくと必ࡎ⛉

学的な視点だとか考え方が必ࡎධってくる。

（ඵ⏣ጤ員）ⱝ⊃高校は第一期からきっちり目標

とホ౯ᇶ‽をᥖげてそれがホ౯されているが，そ

れでもⱝ⊃高校のⰋいとこࢁは目標とホ౯ᇶ‽は

ᥖげるけどᅃわれないというとこࢁにある。それ

で，௬に㢮ᆺ化したとしてもどこまでいっても㢮

ᆺ化なので⤯対にはみฟすし，はみฟしていいと

いうスࢱンス。でも一つの目標とホ౯ᇶ‽に཰᮰

するには⪏えられない࡯どのしわᐤせがฟてきて

いるので，ちࡻっと㢮ᆺ化した方がⰋいのではな

いかなと考えた。どこの高校でもプロジェクト⣔

の学習って大きくなってきていると思うので，も

うちࡻっとᶓの高校同士で繋がってどうするって

いう相ㄯがあってもいいかなと思う。ᙧ成的ホ౯

に౑うルーࣈリックと⥲ᣓ的ホ౯に౑う⥲ᣓ的ル

ーࣈリックを一᪦分けてみるのはどうか。

（２）㸱期目の⏦ㄳにྥけて

（Ώ㑓教ㅍ）（㸱期目の⏦ㄳにྥけてㄝ᫂）

（Ἠጤ員長）⚟஭大学との᥋⥆については，ᵝࠎ

な学㒊もからむため，ⱝ⊃高校だけで動いても᫬

間的にもປ力的にも大ኚ，༢఩ㄆᐃとか高大連ᦠ

とかになるともの凄いປ力がいる。それなりの組

⧊が必要ではないか。

（ᒣ本参事）昨年ᗘから⚟஭大学とちࡻっとࡎつ

話はしてはいるのですけども，非ᖖに難᫆ᗘがあ

りまして，༢఩互換については，はいฟ᮶ますと

は言いษれない⌧状。文⛉省もＳＳ㹆に関ಀなく

そういうのがㄆめてもらえてないというのを聞い

ています。WWWはやりやすいと聞いている。 
（Ώ㑓教ㅍ）ＳＳ㹆の㔜点ᯟの高大᥋⥆ᯟならば

文⛉省もㄆめるのでは。そういうᯟ組みを౑わな

いと難しいのだࢁうなと思います。

（ᒣ本参事）そうなると，ある意࿡一つの高校だ

けの事になるので，┴としてはそれが㹍㹉だと言

いษれない㒊分がありますので，そこら㎶は᫂☜

にお答えできない㒊分。

（Ώ㑓教ㅍ）例えば༓葉┴とかだと１㸮校か２㸮

校ࡄらいの大きな中での༠ᐃを⤖んでいますし，

おⲔのỈ㝃ᒓなんかでも１㸮校⛬ᗘとの連ᦠ༠ᐃ

みたいなのをしてやっているみたいです。うちと

の༢⊂というのはከ分ࡰ࡯ࡰ࡯難しいと思ってい

る。

（Ἠጤ員長）そうですね。そういう高大᥋⥆じࡷ

ないですけど，⸨ᓥはＳＳ㹆でⰍんな学校を集め

て⚟大で面ಽ見させてもらう。⚟஭大の௦表意見

では඲↛ないのですけど，⚟஭大としましては例

えばᕊ༡ᆅᇦとか⚟஭┴඲యでもありがたいんで

すが，特にཎᏊ力としましてはᕊ༡というのはか

なり面ಽを見てますので，そこのまとめᙺをⱝ⊃

高校になってくださいとやると，ྍ能性は見えて

くる。

（Ώ㑓教ㅍ）そこからがまࡎスࢱートかなと思っ

ています。本日はありがとうごࡊいます。

௧࿴㸰ᖺᗘ ⚟஭┴❧ⱝ⊃㧗➼Ꮫᰯ㹑㹑㹆◊✲Ⓨ⾲఍ࡧࡼ࠾➨㸰ᅇ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ఍グ㘓 

１ 日 ᫬  ௧࿴㸱年２᭶１㸱日（ᅵ） １㸳᫬㸱㸮分㹼１㸵᫬㸮㸮分

２ 場 ᡤ  ⚟஭┴立ⱝ⊃高等学校 応᥋ᐊ

㸱 ฟᖍ者  ・ⱝ⊃高等学校ＳＳ㹆㐠Ⴀ指ᑟጤ員

・⚟஭┴教⫱ᗇ高校教⫱課課長 ᒣ本 Ὀᘯ Ặ

・⚟஭┴教⫱ᗇ高校教⫱課ＳＳ㹆ᢸ当指ᑟ୺事 ᶫ本 ㈗ᚿ Ặ

・ⱝ⊃高等学校ＳＳ㹆関ಀ⫋員  㸳ྡ

༠議内容

（１）２年生ཱྀ㢌発表の内容について

（Ἠጤ員長）生徒さんいつもいきいき発表されて いるのが⩎ましくて，ඛ生方のご指ᑟの㈷物だと
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・⚟஭┴教⫱ᗇ高校教⫱課課長 ᒣ本 Ὀᘯ Ặ

・⚟஭┴教⫱ᗇ高校教⫱課ＳＳ㹆ᢸ当指ᑟ୺事 ᶫ本 ㈗ᚿ Ặ

・ⱝ⊃高等学校ＳＳ㹆関ಀ⫋員  㸳ྡ

༠議内容

（１）２年生ཱྀ㢌発表の内容について

（Ἠጤ員長）生徒さんいつもいきいき発表されて いるのが⩎ましくて，ඛ生方のご指ᑟの㈷物だと

思う。一方，ࣇロ࢔ーにまわった生徒から質問が

あまりない。質問もฟ᮶るようにならないと議論

にならࡎ，探究にならない。

（ᶓᒣጤ員）Ⰻかった点は，研究発表になってい

たこと。⫼ᬒ・目的・方ἲ・⤖果・考察・今後の

展望または課題が非ᖖに᰾となるものでしっかり

とり♧されており，ᙧとなっていた。オリジナリ

ティがあった。Ⰻくなかった点は，オリジナリテ
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㹘㹍㹍㹋でおᒆけするᙧとなった。ಖㆤ者からは

㹘㹍㹍㹋で見たいという意見がたくさんあり，今

後ࣁイࣈリッドなᙧでやっていけたらと思う。教

員の中にはཱྀ㢌発表だけでⰋいのではという意見

もあった。

（Ἠጤ員長）学会などでは，オーラルࢭッション

をしたら࣏スࢱーはฟさない。もしくはูのテー

マで発表する。しかし，࣏スࢱーの方がࡊっくば

らんにฟ᮶るから有りかと思う。

（Ώ㑓教ㅍ）とにかくࣔ࣋ࢳーションを高める事

と，文Ꮠにṧす方がリࣇレクションにຠくという

のが一␒の目的。

（ඵ⏣ጤ員）㹘㹍㹍㹋での発表の場ྜパ࣡ー࣏イ

ントのసり方ですが，本学でㄞみཎ✏をそのまま

౑⏝するᙧで実᪋し，とても分かりやすかった。

（ᶫ本指ᑟ୺事）今ᅇ普通⛉・海ὒ⛉学⛉がཱྀ㢌

発表したが，感᝿はどうだったのか。

（Ώ㑓教ㅍ）普通⛉のᢸ当教員は，もっと発表の

⦎習をさせる࡭きだったと言っていた。中身がⷧ

いという事が分かった。今年はཱྀ㢌発表をする機

会が࡯とんどなく，普通⛉は特に経験ฟ᮶ていな

い。今日ཱྀ㢌発表の場を設けられて課題も見えた

ので，普通⛉としては凄くⰋかった。普通⛉඲య

のཱྀ㢌と࣏スࢱーを同᫬進行させることはかなり

大ኚなので，ᢸ当したඛ生には感ㅰしている。

（ᶓᒣጤ員）普通⛉は１人で研究しているᏊが」

ᩘいるが，これの意ᅗは？

（Ώ㑓教ㅍ）理⣔のᏊたちは，実験を１人でやる

大ኚさが分かっている。海ὒのᏊたちはඛ㍮の研

究をᘬき⥅ࡄから１人でやるᏊはいない。普通⛉

は，⯆࿡でጞめるᏊがከいため，一人がいる。研

究がなかなか進まࡎ今後の課題だと思う。

（ᶓᒣጤ員）教員からするとテーマがቑえ大ኚだ

なと思う。

（Ώ㑓教ㅍ）普通⛉は，཭達同士で組むᏊがከく，

１人でやるᏊも⯆࿡でጞめるからそのスࢱンスは

ᔂさࡎいきたいと思っている。

（ᶓᒣጤ員）大学では１人１テーマが当たり前だ

が，高校生はཷ験もありこれだけをやっている事

は୙ྍ能なので，実験をしないといけない研究は

⤯対↓理だと思う。

（㸲）㸱期目の⏦ㄳにྥけて（Ώ㑓教ㅍよりㄝ᫂）

（Ώ㑓教ㅍ）高大᥋⥆の議論で，教⫱長自身にお

伝えいただいたと聞いているので，それも含めて

お㢪いします。

（ᒣ本参事）こちらとしては，今༶答はฟ᮶ない。

（Ἠጤ員長）前ᅇᐟ題をいただいたᙧで，ᕊ༡の

高校は大ษにしないといけないという共通ㄆ識を

ᣢっている。本学は㹍㹉なのだが，どう進める࡭

きかが課題。議論の場が必要。ᩔ㈡（の⚟஭大学

௜ᒓ国際ཎᏊ力ᕤ学研究ᡤ）だけで動くなら᪩い

が凄くᑠさい。ཎᏊ力分㔝だけになってしまう。

年ᗘ᫂けたらまたご相ㄯさせていただきたい。

（ᶓᒣጤ員）┴大ではᆅᇦに㈉⊩しࢁというไᗘ

があるので，ฟ᮶るだけ༠力する方針です。海ὒ

はᑠ὾にあるので，ฟ᮶るだけ༠力したいと思っ

ている。高大᥋⥆は，ไᗘ設ィも同᫬に行わない

といけないから，┴立大学だと知事の意思で動か

せる。⚟大は国立だからなかなか難しい気がする。 
（Ἠጤ員長）᥋⥆は難しい。൅自身ධヨの事を分

かっていない。高大᥋⥆となると，ᕤ学㒊となる

のでそこでྜ意を得ないといけない。難しいไᗘ

設ィ等はៅ㔜にしないといけないから，ᑠさい事

からコࢶコࢶとやっていけたらと思う。

（Ώ㑓教ㅍ）᥋⥆させるというのはかなり大きい

議論だと思う。඲国のＳＳ㹆校でも大ኚ少なく，

実᪋している高校は本当に大ኚでⱞປされている。

他┴とは難しく┴内でとなると思うので，┴教ጤ

さんと一⥴に進めていけたらと思う。

（ᶓᒣጤ員）ඛ࡯どの大学㝔生のὴ㐵だが，高校

生にとってⰋいなら大学㝔生にもプラスなので今

後も⥆けていきたいと思う。

（Ώ㑓教ㅍ）ᡃࠎとしても，研究のึ期に大学の

凄いඛ生が᮶ると特に１年生なんかはⴎ⦰してし

まう。大学㝔生だと඗ጜっࡱくᐤりῧって話を聞

いてୗさる。ึ期の段㝵で大学㝔生が᮶てୗさる

のは，大ኚ意࿡がある。

（ᶓᒣጤ員）課題研究をし，生徒・教員のຠ果を

⿬௜けるものはどんなものがある？

（Ώ㑓教ㅍ）ᶓ国大さんとの連ᦠで研究してきて，

質問⣬もまだまだὙ⦎しておらࡎ今統ィをとって

いる状態である。この௙組みでఱが見えるのか，

ⰋいᏊもᝏいᏊも含め඲య的にどのようになって

いるのかⰍんな指標はあると思うが，ある⛬ᗘ⛉

学的にデーࢱをとらないといけないと思いその研

究に着手できฟしたとこࢁである。
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㈨ᩱ３ 課題◊✲୍࣐࣮ࢸぴ 

 

᥈✲⛉ᏛϪ（３ᖺ⌮ᩘ᥈✲⛉） 

䠍 㯮ᯈのຠ⋡のⰋいᾘし方 

䠎 イシクラࢤのಖỈ性を฼⏝した気化熱による校⯋の෭  ༷

䠏 ⅏ᐖ⏝サ࣎ニウスᆺ㢼力発㟁機の実⏝化 

䠐 ࣈルーࢠルのಶయᩘのቑῶの要ᅉ 

䠑 ࣌ルࢳェ⣲Ꮚを౑った ᗘᕪ発㟁 

䠒 Ἑᕝのマイクロプラスࢳックࢦミのㄪᰝと発生※の特ᐃ 

䠓 ᑕ的のコࢶとそのド  ᫂

䠔 ⣬の෇ᙧ展開 

䠕 カカシのຠ果᳨ド 

  

♫఍᥈✲ϩ（３ᖺᅜ㝿᥈✲⛉） 

䠍 オࢱクの力でᆅᇦ活性化 

䠎 ࣊ルスࢶーリズムによる着ᆅᆺほග 

䠏 Ỉ௝スマイルプロジェクト 

䠐 ࢿࢠス世界グ㘓でᆅᇦ活性化 

䠑 ᪫ᗙの活⏝㹼ⱝ者ᐈቑ加にྥけて㹼 

䠒 SDGsをカードࢤームでᑠ὾に 

䠓 ᨻ⟇の㝽間をᇙめる。඲ての人にࣁッࣆーを㸟 

䠔 LOVE YOURSELF!! 

䠕 中ྡ⏣の⪔సᨺᲠᆅを有ຠ活⏝するには 

䠍䠌 Reduction of the Plastic Waste in My School and Local 

Area 

 

ᾏὒ᥈✲Ϫ（３ᖺᾏὒ⛉Ꮫ⛉） 

䠍 ᑠ὾‴におけるイサࢨの生態ㄪᰝ 

䠎 ࢔マࣔのῶ少を㜵げ 

䠏 㨶㢮の᥇㣵方ἲูによるマイクロプラスࢳックᦤ取㔞の違

い 

䠐 ࣈルーパーク㜿⣡における白点⑓発生のཎᅉ 

䠑 発Ἳスࢳロールの๐ῶにྥけて 

䠒 ⱝ⊃‴のἈྜの海ᗏのマイクロプラスࢳックㄪᰝ 

䠓 㣗ရ中のマイクロプラスティックㄪᰝ 

䠔 ⎔ቃとㆤᓊの୧立 

䠕 マイクロプラスࢳックのㄗ㣧 

㹼㨶へのᙳ㡪㹼 

䠍䠌 ᑠ὾‴の㈅㢮におけるマイクロプラスࢳックのㄗ㣧につい

て 

䠍䠍 ᅄᏘによる養Ṫマサࣂの᪪をồめて㹼ᴟ上の࿡を㣗༟へ㹼 

䠍䠎 成長にᙳ㡪を୚えるගのἼ長と㣫ᩱの関ಀ㹼ⱝ⊃の海ࡪど

うの養Ṫにྥけて㹼 

䠍䠏  ୕方஬†の外᮶㨶が自↛⎔ቃに୚えるᙳ㡪について 

䠍䠐 ⁺ᴗの成長⏘ᴗ化 㹼᚟活の⊩上࢞レイ㹼 

䠍䠑 㫣の加ᕤ 

䠍䠒 へしこのሷ 㹼㣗࡭過ࡂても大୔ኵ㹼 

䠍䠓 ࢔カウニの㈨※ᅇ᚟にྥけて 

䠍䠔 㦵まで㣗࡭られる࣊しこを〇ရ化に 

 

᥈✲Ϫ♫఍⛉Ꮫศ㔝（３ᖺᬑ㏻⛉） 

䠍 ᆅᇦ内交流による内発的発展 

䠎 ᗫᲠされる㔝⳯の活⏝方ἲ 

䠏 日本人␃学生をቑやすには 

䠐 ඣ❺と教員間の問題の改善 

䠑 勉強をする上で᭱も集中できる⎔ቃ 

䠒 人間の心と身యの関ಀ性 

䠓 人手୙㊊をᢏ⾡㠉᪂でどう⿵えるか 

䠔 これからの㜵⅏について 

䠕 ೺ᗣとධᾎ๣࡙くり 

䠍䠌 Ꮚ౪がよりⰋい⎔ቃで⫱つために 

䠍䠍 ⅆ⅏事ᨾによるṚஸ者ゼロ 

䠍䠎 ᪂ᖿ⥺を฼⏝してఫみやすい⏫にする 

䠍䠏 ࣆクトࢢラムについて㹼外国人ほගᐈቑ加にྥけて㹼 

䠍䠐 ᑠ὾ᕷのほගᴗの発展 

䠍䠑 ⱝ⊃の伝統ᕤⱁရをḟの世௦に繋げる 

䠍䠒 㔝⳯のṇしいᦤり方㹼⬺㸟㸟⌧௦㣗㹼 

䠍䠓 勉強を㜼ᐖするもの 

䠍䠔 ᫂日の活力をサ࣏ートします 

䠍䠕 ዪ性のయᆺ⥔ᣢの௙方 

䠎䠌 ゼ問┳ㆤについて 

䠎䠍 ASDのための೺ᖖ者取ᢅㄝ᫂᭩ 

䠎䠎 シࣕッࢱー⾤を↓くすには 

䠎䠏 ྂẸᐙカࣇェ 

䠎䠐 ⱝ⊃の日本一をめࡄる࢔ࢶー 

䠎䠑 目ぬめ 

䠎䠒 ᒣᕝⓏ⨾Ꮚグᛕ㤋PRィ⏬ 

䠎䠓 そうだࠊᑠ὾でാこう 

䠎䠔 యᆺが異なる人の➽⫗の௜き方 

䠎䠕 高校生の生活 

䠏䠌 Ｓ㹂㹅㹱をᗈめるには 

䠏䠍 他ᆅᇦのPR方ἲからᑠ὾をPR 

䠏䠎 ⱝ⊃の㹎㹐方ἲ 

䠏䠏 ᱵのス࣏ーࢶドリンク 

䠏䠐 ⱝ⊃ᱵを౑った࿴ⳫᏊを開発しよう 

䠏䠑 「⣬፹యの本」・「㟁Ꮚ᭩⡠」の࣓リット・デ࣓リット 

 

᥈✲Ϫ⮬↛⛉Ꮫศ㔝（３ᖺᬑ㏻⛉） 
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㈨ᩱ３ 課題◊✲୍࣐࣮ࢸぴ 
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䠔 ⎔ቃとㆤᓊの୧立 

䠕 マイクロプラスࢳックのㄗ㣧 

㹼㨶へのᙳ㡪㹼 

䠍䠌 ᑠ὾‴の㈅㢮におけるマイクロプラスࢳックのㄗ㣧につい
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䠍䠎 成長にᙳ㡪を୚えるගのἼ長と㣫ᩱの関ಀ㹼ⱝ⊃の海ࡪど

うの養Ṫにྥけて㹼 

䠍䠏  ୕方஬†の外᮶㨶が自↛⎔ቃに୚えるᙳ㡪について 

䠍䠐 ⁺ᴗの成長⏘ᴗ化 㹼᚟活の⊩上࢞レイ㹼 

䠍䠑 㫣の加ᕤ 

䠍䠒 へしこのሷ 㹼㣗࡭過ࡂても大୔ኵ㹼 

䠍䠓 ࢔カウニの㈨※ᅇ᚟にྥけて 

䠍䠔 㦵まで㣗࡭られる࣊しこを〇ရ化に 
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䠎䠐 ⱝ⊃の日本一をめࡄる࢔ࢶー 
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䠏䠑 「⣬፹యの本」・「㟁Ꮚ᭩⡠」の࣓リット・デ࣓リット 

 

᥈✲Ϫ⮬↛⛉Ꮫศ㔝（３ᖺᬑ㏻⛉） 

䠍 レール࢞ンの開発 

䠎 ࢱンパク質分解㓝⣲ 

䠏 㢦ㄆドの௙組みとその㝈界 

䠐 ⣬〇ရで海のởᰁをᢚえよう 

䠑 ຠ⋡よくᇕを㝖ཤする方ἲ 

䠒 㔜ప㡢㸻イケ࣎の理⏤ 

䠓 㣗࡭物で集中力ྥ上できるか。 

䠔 日ᖖ的な㣗ရを長ᣢちさせる方ἲ 

䠕 ຠ⋡のⰋい╧╀ 

䠍䠌 シࣕーⰺのᢡれる力とゅᗘ 

䠍䠍 高㱋者をᨭえていくⱝ者世௦の೺ᗣ⥔ᣢἲとは 

䠍䠎 ኴ㝧ගパࢿルの発㟁㔞をቑやすには 

䠍䠏 ᗫᲠ㣗ᮦに含まれるᰤ養を᭱大㝈生かすには 

䠍䠐 ⏘ᴗᗫᲠ物を౑ってᆅᇦ活性化 

䠍䠑 情報のཷけ取り方について 

䠍䠒 ⚟஭┴の㣗⫱について 

䠍䠓 ⱝ者の視力について 

䠍䠔 Ṍくことのຠ果 

䠍䠕 日本ยについて 

䠎䠌 ᛌ㡢と୙ᛌ㡢について࿘Ἴᩘなどのᵝࠎなほ点から考える 

䠎䠍 ࢚ࣅሷ 

䠎䠎 ࢤームの௙組みについて 

䠎䠏 ࢔ニ࣓の࢟ࣕラにパンࢳされたらⱝ⊃高校からどこまで㣕

 のかࡪ

䠎䠐 身近な物の⾨生状態について 

䠎䠑 ᆅ㟈について 

䠎䠒 㓑とレࣔンのカࣅへのᙳ㡪 

 

᥈✲⛉Ꮫϩ(㸰ᖺ⌮ᩘ᥈✲⛉) 

䠍 ࣄシとࢱニシがཬࡰすࣈルーࢠルへのᙳ㡪 

䠎 ほኳ望気㹼ኳ気の言い伝えは本物か㹼 

䠏 トマトの㏣⇍㏿ᗘはගのἼ長によってኚ化するのか 

䠐 ⅆ成ᒾに含まれるᨺᑕ⥺㔞の ᐃと考察 

䠑 㓟化ࢱࢳンによる᳜物の成長ᢚไ 

䠒 ᝏ⮯期の化学的࢔プローࢳによる解Ỵ方ἲの提᱌ 

䠓 パイࣆンࢢ⌧㇟の㜵Ṇ 

䠔 プラスࢳックᾘしࢦムのᢡれにくいᾘし方 

䠕 高解ീᗘᢞᙳを目指したミストスクリーンの改善と開発 

䠍䠌 ゐぬのุูの㝈界 

䠍䠍 ᱇⏣㎰ᅬ 

 

♫఍᥈✲Ϩ（㸰ᖺᅜ㝿᥈✲⛉） 

䠍 ࢢリーンࢶーリズムによる⛣ఫの᥎進 

䠎 指さしシート 

䠏 はまかࡐ通りၟᗑ⾤のᮍ᮶ 

䠐 高὾⏫の人ཱྀῶ少をᢚえるには 

䠑 ᑠ὾ᕷの高㱋者がᆅᇦで೺ᗣにᬽらすためにはどうすれば

いいか 

䠒 ⱝ⊃ᆅ༊にSDG㹱をᗈめよう ~ᆅᇦ課題と⤖ࡧつけるに

は~ 

䠓 学校教⫱におけるジェンダーࣂイ࢔ス 

䠔 「ዪ性の休ᬤ」で⏨ዪ平等を目指す 

䠕 LGBT等性的マイࣀリティへの理解と課題 

䠍䠌 過␯ᆅᇦにおける⚍りのᏑ⥆方ἲ 

䠍䠍 ┣ᑟ≟ཷけධれが当たり前のᮍ᮶へ 

䠍䠎 㣗ရロスのῶ少 

䠍䠏 ᑠ὾ᕷのストレスコントロール 

 

ᾏὒ᥈✲ϩ（㸰ᖺᾏὒ⛉Ꮫ⛉） 

䠍 身近な〇ရに含まれるマイクロプラスࢳック 

 

䠎 ᑠ὾‴Ỉ面マイクロプラスࢳックㄪᰝ 㹼₻流との関ಀ性

㹼 

䠏 海ὒプラスࢳックのᅇ཰と෌฼⏝ 

䠐 イサࢨの生態・行動を知ࢁう  

䠑 ໭ᕝἙཱྀにおけるỈ質ཬࡧᗏ質ㄪᰝについて 

䠒 へしこと㔝  ⳯

䠓 ࣈルーࢠルとࣄシの関ಀ 

䠔 ᑠ὾‴における養Ṫイ࣡࢞࢟のయ内に含まれるマイクロプ

ラスࢳックについて 

䠕 イ࣡࢞࢟に㐺した養Ṫ⎔ቃ 

䠍䠌 海ࡪどうの養Ṫからၟရ化にྥけて 

䠍䠍 ウミウシの࣌ット化 

䠍䠎 プラスࢳックのᙳ㡪 㹼イ࣎ニシ㈅が࣓スからオス化㹼 

䠍䠏 ᑠ὾ᕷすὠ὾における㖄┤方ྥのマイクロプラスࢳック分

ᕸ 

䠍䠐 ムラサ࢟ウニの有ຠ活⏝ 㹼࢔カウニの㈨※ᅇ᚟にྥけて

㹼 

䠍䠑 ࢳョウ࣓ࢨの㨩力で国際交流 

䠍䠒 サ࣡ラの知られࡊる㨩力に㏕る 㹼⊂自のᆅᇦࣈランド化

へ㹼 

䠍䠓 シラサ࢚ࣅをᏲる 

 

᥈✲ϩ♫఍⛉Ꮫศ㔝（㸰ᖺᬑ㏻⛉） 

䠍 UIࢱーンの人ཱྀῶ少から考えられる⚟஭のᮍ᮶ 

䠎 ಖㆤ動物について 

䠏 グ᠈力をよくするには 

䠐 動య視力がもたらすຠ果 
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䠑 ቚの௜いた➹をຠ⋡よくὙう方ἲ 

䠒 ⌧௦∧イࣀシシ᏶඲対⟇ 

䠓 ࣏ジティࣈと࢞ࢿティࣈの違い 

䠔 ⹢ᚅをῶらすには 

䠕 㡢楽が人に୚えるᙳ㡪 

䠍䠌 ⱝ者へྥけたᑠ὾の㨩力の発信 

䠍䠍 高㱋者ブḭ 

䠍䠎 ᮍ᮶のࣘニࣂーサルデࢨイン 

䠍䠏 マスクと᥋ゐ感ᰁ 

䠍䠐 マスクが୚える⫙へのᙳ㡪 

䠍䠑 ⨾しい➽⫗ 

䠍䠒 ೺ᗣᑑ࿨をᘏばすには 

䠍䠓 㡑国の೺ᗣ㣗を࿴㣗に取りධれる 

䠍䠔 ことば。㹼↓༳Ⰻရから学ࣈࡪランディンࢢ㹼 

䠍䠕 Let's enjoy learning English 

䠎䠌 世界の平࿴をのࡒいて 

䠎䠍 ⛣ఫ人ཱྀをቑやすためには 

䠎䠎 おもしࢁいコンサートไసをするには？ 
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䠏䠓 ⱝ⊃⏫の་⒪の改善にはఱが必要か？ 
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　７月２０日（月）文部科学省がＳＳＨ（平成
29 年度指定）の中間評価結果を公表しました。
　この中間評価は指定から３年目の学校につい
て、文科省ＳＳＨ企画評価会議協力者が評価を
行い、ＳＳＨ指定校のさらなる改善を促すもの
です。
　令和元年度ＳＳＨ中間評価対象校７７校のう
ち、半数近くの学校が「改善や努力が必要」と、
厳しい評価を受ける中、若狭高校のＳＳＨ事業
は最高ランクである【５ 優れた取組状況であ
る】と評価されました。最高ランクの評価を受
けた学校は、全国でも若狭高校を含む６校（７
.８％）しかありません。県内ＳＳＨ校で最高
ランクの評価を受けた前例もありません。
　また項目別評価点を計算したところ、最高ラン
クの学校の中でも、若狭高校は全国１位の評価
であることもわかりました。（岡山県立玉島高校
と同率）

若狭高校が高い評価を受けた理由
（文部科学省の示した評価コメントより）

・全ての学科において理数系教育に重点を置いた教
科・科目編成となっていること。
・各学科の特色を活かして３年間を通じた課題研究
を実施していること。
・海外研修や国際シンポジウムで発表ができる高度
なレベルの理数課題研究を実現していること。
・学校設定教科「探究」の指導案や教材、「基礎科
学」における地域資源を題材とした教材等、特色
ある教材開発を積極的に行い、全てホームページ
上で公開するなど積極的に発信していること。
・アメリカのスタンフォード大学やカリフォルニア
州立大学バークレー校、京都大学など、最先端の
研究に触れる機会や研究交流の場を国内外におい
て様々な形で設定し、国際科学オリンピックや科
学の甲子園予選に多くの生徒が参加していること。

 ＳＳＨ、全国1位の評価をいただきました!!

福井県立若狭高等学校

ＳＳＨだより
࠙HPࠚhttps://www.wakasa-h.ed.jp ࠙E-mailࠚssh@wakasa-h.ed.jp  
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↑雑誌「先端教育」に取り上げられました。
Yahoo ニュースにも取り上げられ、若狭高校の取組については全国で
も高い注目を集めています。

シンガポールテマセック
ジュニアカレッジ
との生徒交流→

高度なレベルの理数課題研究
を実現するための学習→

←カリフォルニア州立大学
バークレー校との研究交流



↓↓↓台湾・フィリピンの生徒とZOOM を利用し、英語でのディスカッションを行っている様子↓↓↓

International Environmental Forum 2020 開催しました！！ 
　７月１８日（土）SSH 研究交流会「International Environmental Forum 
2020」を開催しました。今年度はコロナウイルスの影響で開催が危ぶまれて
いましたが、ZOOMを利用して別々の会場にいる参加者を繋げる形式にする
ことで、県内外・海外の参加者と、研究発表を通じた交流ができました。
　はじめに特に研究内容が優秀であると認められた代表３グループによる全
体発表が行われ、その後複数会場に分かれての分野別発表が行われました。
一部の希望生徒は海外からの参加者とともに研究発表会をすべて英語で進行
しました。
　発表生徒はこれまでの探究活動の成果について工夫を凝らした発表で伝え、
また見学していた生徒も今後の自分たちの探究活動に生かそうと熱心に研究
内容を聞く様子が見られました。講師の先生方からは研究内容についての専

門的な指摘・助言をいただくことができ、全ての参加者が環境・科学について、そして各自が取り組んでいる探究学
習について深められる機会となりました。

↑↑↑↑↑↑
代表生徒が発表を行う様子

【参加校】
●国内
福井県立高志高等学校、福井県立鯖江高等学校
福井県立武生高等学校、青森県立青森高等学校
京都光華高等学校、京都府立西舞鶴高等学校
兵庫県立豊岡高等学校
●海外
Philippine：
Ateneo de Davao University High School
De La Salle Lipa University High School
Taiwan：
Nuan-Nuan High School
Zhong-Shan High School

【講師】
福井大学附属国際原子力工学研究所 教授 泉　 佳伸 先生
福井県立大学海洋生物資源学部 学部長・教授 横山 芳博 先生
大阪教育大学教育学部 准教授 八田 幸恵 先生
日本電産テクノモータ株式会社 空調開発部 次長 田中 宏忠 先生
福井県教育総合研究所 所長 牧野 行治 先生
福井県教育庁 高校教育課 指導主事 橋本 貴志 先生
University of the RyuKyus Biological Course, 
Faculty of Science Associate professor James Reimer
University of Fukui Graduate school of Education
 Assistant professor Pauline Malaya Mangulabnan

●会の終わりに講師の先生方から講評をいただきました。一部を紹介します。

　本日の皆さんの研究発表を見せてもらって、発表
資料の構成、見栄えの良さ、プレゼンテーションの
技術、こういった発表の仕方に関するところは、日
頃の授業の賜物だと思いました。高校生ならではの
若々しさが溢れていて素晴らしい。高校生のうちか
ら、仮説を立てて検証を行いデータと向き合う経験
をしていることは、皆さんの今後の人生において大
きな財産となるでしょう。
　一方で、ほかの人の発表を聞いているときの質問
の少なさが目立ちました。研究は、「疑問を相手に
投げかけ議論する」ことで発展していきます。これ
は社会に出てからも同様です。今のうちから積極的
に質問してください。他者と意見をぶつけ合うこと
を恐れないでください。

福井大学附属国際原子力工学研究所
泉　　佳　伸 教授

　高校生という若い世代から科学や環境について興味・情熱
を持ち、新しいアイデアに挑戦する姿が見られて良かったで
す。今日の発表テーマは全て、将来更に重要になる内容で、
生態系・環境を守るには人々の助けが必要です。将来どのよ
うな進路にすすもうと、環境のために自分のできることをや
ってほしいです。英語については現在のサイエンス分野では
共通言語は80％が英語です。(講師の)研究室は11か国の人
がいて英語が母語の人は誰もいない中であっても、互いにコ
ミュニケーションはとれています。台湾・日本の生徒は英語
が母語ではないが、コミュニケーションをとるために失敗を
恐れずに研鑽を続けましょう。自分たちの研究は小さいとか
重要ではないと思っているかもしれないですが、無駄な科学
はありません。自分の好きなことの探究を続けて、コミュニ
ケーションを続けてほしいです。

琉球大学理学部　　　　　　　　　　
ライマー ジェームス 准教授
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の「ード２㸮２㸮࣡࢔海ごみゼロ」㸷᭶１㸲日ࠉ ᤵ

㈹ᘧがオンラインで開ദされࠊ本校のマイクロプ ラ

スティック研究ࢳームが࢔クション㒊㛛におい て

AEPW ㈹を⋓得しました。

くい理ࡩ」Ṋ生高校で開ദされたࠊ㸷᭶２㸮日ࠉ ᩘ

ームがࢳ本校のᆅ学ࠊランプリ本㑅」においてࢢ ᭱

ඃ⚽㈹に㍤きました。

b 本校からは２㸱ࢳーム㸴㸶ྡが参加し２ࠊ年理ᩘ探

究⛉の高ᮌ大成くんࠊ➉ᮧౡᕫくんࠊᮾ㔝ኴ㑻く ん

のᆅ学ࢳーム「*,)7(56」が᭱ඃ⚽㈹ࠊ同２年理ᩘ 探

究⛉の᱇⏣㝧ྥくんࠊ⏣㑓大㈗くんྜྷࠊᮧ好生く ん

の物理ࢳーム「0.2 ステップス」がඃ⚽㈹を⋓得しま

した。

日㡭から⛉学的思考力を高めている成果を༑二ࠉ 分

に発᥹してくれました。

・「ＳＳＨ生徒研究発表会」
⛉オンラインにて開ദされたࠊ㸶᭶㸵日㹼２㸶日ࠉ

学ᢏ⾡振⯆機ᵓ୺ദの඲国発表会に本校生徒௦表と

して㸱年理ᩘ探究⛉bᓥὠ海ᬕさん・⚟Ọ᭸Ꮚさんが

「カカシのຠ果᳨ド」をテーマにオンラインにてฟ

場し発表しました。

・「生 徒国際イノベーションフォーラム　ライブトーク」
オンラインにて開ദされたࠊ㸶᭶１１日・１２日ࠉ

生徒国際イ࣋ࣀーション࢛ࣇーラムに㸱年普通⛉・

国際探究⛉・２年国際探究⛉の生徒が１㸮ྡ参加し

ました。世界の高校生と :HOO̻EHLQJ について議論

を深める㈗㔜なయ験をしました。

・「香川県立観音寺第一高等学校　FESTAT2020」
ルࢢࠊループがࢢ２年理ᩘ探究⛉㸱ࠊ㸷᭶１㸱日ࠉ

ープࢭッションに参加しました。

・「物理チャレンジ」
㸵᭶１２日ࠉ

・「日本情報オリンピック」
㸷᭶１㸷日ࠉ

・「化学グランプリ」
１㸮᭶２㸳日ࠉ

・「生物学オリンピック」
１１᭶１日ࠉ





ⓒ⏣くんが会社ࠊව⏣くんࠊ２年理ᩘ探究⛉の᱇⏣くんࠉ

組⧊として立ち上げた「᱇⏣㎰ᅬ」を⚟஭᪂聞が大きく取

り上げてくださいました。

２㸮２㸮年㸴᭶にಶ人事ࠊ探究⛉学ϩのᤵᴗからὴ生しࠉ

ᴗ୺を⛯ົ⨫に⏦ㄳしࠊṇᘧに会社として経Ⴀしています。

これまでࠊⱝ⊃⏫࿘㎶の⪔సᨺᲠᆅを活⏝しࠊ一ᑍ✵㇋生⏘ࠊ

ーࢯジルࣂジルをࣂ生⏘したࠊジル生⏘を手がけておりࣂ

スに加ᕤ・㈍኎しࠊ生⏘したࣂジルをࢨࣆᒇ「ウッディパパ」

に༺しています。その他ࠊⱝ⊃ࣕࢳレンジ༠議会୺ദの⇃

ᕝᐟ「62/
6b0$5.(7」にࣂジル㈍኎で２ᗘฟᗑしました。

１年文理探究⛉理⣔希望者㸱㸱ࠊ１㸮᭶２㸮日ࠉ ྡ
の生徒１１ࠊ᭶１㸲日２ࠊ年普通⛉理⣔希望者㸱 㸵
ྡの生徒が⚟஭大学㝃ᒓ国際ཎᏊ力ᕤ学研究ᡤに て
ゼ問研ಟを実᪋しました。
Ἠె伸ࠉㅮᖌとして⚟஭大学ࠊ１㸮᭶２㸮日はࠉ 教
ᤵの⎔ቃ࢚ࢿルࢠー分㔝のㅮ₇や実習を通してࠊ ᨺ
ᑕ⥺についての理解を深めました。またࠊ今後の 探
究⛉学Ⅰで問を立てる参考にしました。
ᯇᑿ㝧ࠉㅮᖌとして⚟஭大学ࠊ１１᭶１㸲日はࠉ 一
㑻෸教ᤵ࢓ࣇࠊンローイ࢚ンウィレム෸教ᤵが⎔ ቃ
⚟。ー分㔝のㅮ⩏をしてくださいましたࢠルࢿ࢚ ஭
大学大学㝔生による実験の見学もありࠊ日本のཎ Ꮚ
力・࢚ࢿルࢠー問題に対する⌧状と課題について 理
解を深めました。本校生徒はࠊ探究ϩでの研究の 成
果を発表させていただきࠊ助言をいただくことも ฟ
᮶ました。
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